











昭 和 6 1 イ F 5 月
・ 十 , 女  3  午 1 0 打
〒 成 4 仟 1 0 打
乎 成 1 0 午 8  刀
平 成 1 0 午  9  j l
識
最 終 学 歴
岬 件 叫 8 仟 , 3  打




篠 澤 洋 太 郎 教 授 略 歴
職
歴
昭 千 叫 8 年 5  打
昭 和 四 年 5 河
昭 和 5 0 午 6 1 」
1 1 ι 仟 怖 1 年 7 月
昭 和 5 3 イ F 5  刀
昭 和 5 4 年 7  j 、 」
昭 千 Π 5 5 年 8 1 」
昭 和 2 2 年 1 月 2 9 Π ノ 1
上 証  l a ! 1
教 授 " 祁 長
医 学 研 究 科 救 急 医 学 分 野 , ・ 大 学 病 院 高 孃 救 命 救 急 セ ン タ ー
慶 腰 義 塾 大 学 医 学 部 〒 榮
慶 應 義 塾 大 学 除 半 部 訓 紋 医 ψ 1 科 )
佐 野 厚 生 総 合 病 院 外 科
恩 、 娚 財 ト 」 1 済 1 1 . 会 刈 1 奈 川 県 病 院 ・ 神 奈 川 県 交 通 救 急 、 セ ン タ ー 外 科
虜 應 裟 塾 大 学 医 学 部 氏 H  ・ 大 学 助 丁 ( 診 療 ) ψ 卜 科 学 )
慶 雁 義 塾 大 学 助 手 ( 医 学 部 外 科 学 )
国 立 療 杜 所 杣 奈 川 抽 院 外 科
米 斥 1 ハ ー バ ー ト 大 学 劉 学
( R e s e a r c h  F e ] ] o w  i n  S Ⅷ ' g e r y ,  H a T v a l ' d  M e d i c a l  s c h o 0 1 ,  M a s s a C 1 Ⅲ S e t t s
G e n a ' a 】  H o s p i t a l  e n d  S 1 Ⅱ 、 i n e r s  B u r n s  l n s t i t u t e )
恩 賜 則 団 済 生 会 刈 1 奈 川 県 病 院 ・ 神 奈 川 県 女 通 救 急 、 セ ン タ ー 外 科
( 昭 和 5 9 仟  4 月 よ り 外 利 ・ 氏 長 )
慶 雁 義 塾 大 学 助 手 ( 医 学 部 外 科 学 )
慶 應 義 塾 大 学 助 手 ( 医 学 部 救 急 部 )
慶 應 錠 融 大 学 専 任 講 師 ( 阪 学 部 救 急 創 D
股 應 巽 塾 人 学 助 教 授 ( 医 学 部 救 急 剖 り
東 北 大 学 教 授 ( 医 学 部 救 急 、 氏 ツ 講 座 )
東 北 大 学 氏 学 部 附 属 病 院 救 急 部 長
























































有 用 性 」
乎 成 1 0 年 孃 文 部 竹 科 学 研 究 』 ▲ 盤 研 究 B  ( 筆 頭 相 川 直 樹 )
「 救 急 、 傷 病 俊 襲 に 対 す る 生 仏 反 応 ネ ヅ ト ワ ー ク と 体 温 μ , 1 節 一 災 驗 的 検 村 一 」
平 成 1 0 午 度 辛 匹 1 医 学 田 { 究 助 成 釡
「 急 性 小 山 患 、 者 に お け る Ⅲ 物 甲 期 診 斯 に 関 す る 研 究 」
平 成 1 2 卸 度 ~ 可 り 支 1 3 年 度 民 開 と の 共 同 研 究  G 叉 分 A )
「 院 内 感 染 防 止 に 対 応 す る 銀 を 後 合 さ せ た 光 触 娯 製 品 の 安 全 性 に 関 す る 実 験 的 検 ; 、 "
平 成 】 鈎 二 度 ~ 平 成 H 年 腰 文 部 科 学 竹 科 学 刷 究 萌 牙 的 研 究
「 " を か く ね す み 作 製 の J よ 礎 的 研 究 」
平 成 U 午 度 ~ 十 成 1 5 年 厩 文 部 科 学 名 科 学 何 「 究 」 ▲ 雛 研 究 ( B ) ( 2 ) 研 究
1 、 ゛ 症 敗 顧 症 に お け る 酸 某 代 謝 改 杵 を 月 指 し た 酸 系 述 搬 体 作 成 に 関 す る 突 験 的 検 削 」
平 成 1 5 イ 卞 度 特 剛 { 2 0 0 2 - 2 6 0 9 6 1 り 酷 1 " り 皮 膚 組 繊 の 機 能 改 哲 の た め の 医 桑 」
乎 成 】 7 年 皮 ~ 平 成 1 8 年 度 文 部 科 学 竹 科 学 研 究 萌 芽 的 仙 究
「 説 在 施 行 の 心 舳 嫁 生 法 は 脳 の 再 喋 流 儁 辨 に な ら な い か ' 村
乎 成 1 7 η . 度 ~ ・ 乎 成 2 0 午 度 指 導 大 学 院 生 課 題
n w ' 敗 血 J ^ i . に お け る ブ ル ギ ニ ン 投 ケ の 功 罪 と メ デ ィ エ イ タ ー モ ジ ュ レ ー シ ョ ン 」
平 成 1 9 年 喫 畏 陵 医 学 振 興 会 譲 学 研 究 助 成 金 ( 研 究 A )
P 宮 城 県 に お け る 災 智 " 、 Y 医 療 ゴ ー デ ィ ネ イ タ ー の 戦 略 的 育 成 」
平 成 2 0 年 腰 総 長 戴 _ 址 経 賀 ( 研 究 ) 防 災 科 ツ 拠 点 ( 笵 頭 平 川 新 )
「 地 域 社 会 を 災 客 か ぢ 小 る た め の 防 災 科 学 研 究 拠 点 の 形 成 と 地 域 迎 甥 ' Ⅱ 業 の 描 築 」
平 成 2 0 午 度 商 述 通 路 関 迎 ネ 」 _ 会 貞 献 恊 議 会 何 1 究 助 成 ( 竿 頭 奥 村 , 1 幻
「 人 規 椣 災 霄 の 埀 偽 お 搬 送 に お け る 問 速 道 路 の 役 割 と 耐 堤 投 資 の 最 適 化 」
免 許 ・ 資 格
昭 千 1 1 4 8 イ f  3  上 1
昭 和 朝 午 6 打
昭 千 1 1 6 Ⅲ 下 1 0 j l
昭 l n 6 2 イ f ] け j
平 成 2 午 6 月
平 成  2 年 1 2 j j
乎 成 3 年 7 月
十 成  6  イ 1 '  1  j l
平 成 8 午 6 村
斗 り 女  8 年 7  j 、 」
平 成  8 勺 二 1 2 打
平 成 H 年 4 ナ 1
平 成 1 6 郁 け ]
平 成 1 9 年 9  」 、 j
米 【 司  E C F M G  試 験 介 格 ( c e r t 途 C a t e  1 9 1 4 認 2 )
医 師 免 許 取 得 ( 氏 篇 登 録 番 ・ 琴 2 1 9 5 0 1 号 )
日 本 救 急 、 医 , 学 会 認 定 医 ( 第 4 2 3 ・ 号 ) ( 平 成 1 6 4 に 1  乃 よ り 救 急 科 ] " 門 脈 )
央 京 消 防 斤 救 急 隊 指 導 医
Π 本 梢 化 器 外 科 学 会 認 定 氏 ( 芽 Π 0 0 2 9 0 2 リ )
訂 木 外 科 学 会 , i 忍 定 医 輯 四 0 0 心 2 0 ぢ )
H 木 胸 部 外 科 学 会 認 定 医 ( 芽 Π 2 9 伊 D
Π 人 救 急 氏 ツ 会 指 遵 医 ( 第 1 6 7 牙 )
Π 本 消 化 器 外 科 学 会 指 遵 咲 峨 牙 U O ・ 号 ) ( 平 成 玲 勺 二 5 月 ま で )
日 人 胸 部 外 科 学 会 指 ヨ 丹 医 ( 錦 9 7 - 0 4 外 "
Π 本 外 科 学 会 指 導 氏 ( 登 録 番 号 S O 0 2 7 0 8 号 )
日 木 熱 傷 学 会 認 定 譲 ( 認 定 医 番 琴 9 8 - 0 5 9 号 ) ( 平 成 1 9 年 9 打 よ り 専 「 耻 励
日 本 救 急 阪 ツ 会 救 急 科 脚 門 阪 ( 第 4 2 3 ・ 牙 )
日 人 熱 イ U 学 会 山 門 医 ( 認 定 医 番 牙 9 8 - 0 5 併 ナ )
学 会 等 に お け る 活 動 ( 役 職 等 )
1 . Π 木 救 急 、 医 学 会 ( 評 議 典 ( 中 成 尤 介 ・ ~ > , 指 導 医 認 定 委 H 会 委 n 長 , 詐 議 貝 選 出 委 貝 会 委 n
長 , 専 門 医 認 定 委 員 会 委 n 長 , 价 理 委 員 会 委 H 長 , 制 腰 委 ι 1 1 会 委 員 , 細 深 委 員 会 委 員 , 会 則

































24. Ame丁ican Burn Associalion (1982~)
25.1ntemationalsociety for Bum lnjuries (1987~),(BⅢ'ns EditorialBoard Nlember, ptogram
Committee, Researc]1 Con〕111ittee)
26,1nternational c0Ⅱege of sutgeons (2001~), Japan section (1989~)
27.11]ternational sociely of surgery (1997~)
28.1nternational Association {or the surgery of Trauma and surglca11ntensive care
その他:CCM輪汲・栄養研究会(世話人),央北f削派・経腸栄荏仙究会(世嘉人),宮城リA救急,
災111医_虻モ懇'舌会(代衷世話人), Cτ北ical care Medicine懇話会(世話人),東北セプシ
スセミナー(儒.]1D,仙台外傷症例検討会(代表発起ノ0
社 会 に お け る 活 動
] . Π 本 学 術 会 議 迎 携 委 貝 ( 十 ・ 成 1 8 郁  8  打 ~ 平 成 2 3 勺 二 9  乃 )
2 . 医 道 密 議 会 四 円 委 n  ( 医 帥 分 科 会 R ) , 氏 師 試 験 委 1 1  何 り 支 1 2 年 6  打 ~ 平 成 】 8 年 6 月 )
3 . 宮 城 1 ι 医 師 会 代 議 n  ( 平 成 2 0 4 F 2  打 ~ )
4 . 宮 城 ↓ 1 ι 救 急 1 犬 擁 恊 議 会 副 会 長 ( 平 成 1 5 4 に 5 j l ~ )
5 . 宮 城 ↓ 1 ' メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル 協 i 筏 会 会 長 ( 平 成 1 4 q 二 1 0 打 ~ )
6 . 筥 城 ↓ 【 , U 也 域 区 捺 仙 帳 セ ン タ ー 仰 、 1 i  ( 十 成 1 2 イ 「 . 5  刃 ~ )
フ . 宮 城 ↓ 1 , り 也 域 氏 療 恬 郁 シ ス テ ム 運 僻 委 n 会 委 H  ( 十 成 1 8 イ f l 0 村 ~ ・ 乎 成 2 2 郁 3 ナ D
8 . 宮 城 リ ι 救 急 、 教 脊 検 村 委 R 会 委 n N  ( 、 F 成 1 1 仟 ・ 7 J ] ~ 平 成 1 2 イ 1 ' ) , ' 宮 城 県 救 急 、 數 力 誤 例 ψ 会 議 議
長 ( 平 成 】 3 4 に  7 月 ~ 平 成 1 7 午 )
9 . 宮 城 地 ば 穆 袋 急 被 ぱ く 医 療 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 」 委 R  ( 平 成 1 4 イ 1 、 7 J I ~ 、 r 成 2 2 q , 3 J わ
1 0 . 宮 城 ↓ 1 , U 也 域 医 療 批 近 委 U 会 委 1 ! 〔 ( 十 ・ 成 1 9 イ n 0 打 ~ )
Ⅱ . 4 , 、 北 1 拓 次 救 急 . 氏 療 仏 制 池 絲 調 柴 1 島 議 会 委 H  ( 十 , 成 1 1 イ 「 3 j ・ 」 ~ )
1 2 . 仙 台 . ! 県 川 地 域 メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル 恊 , 設 会 部 会 長 ( 十 成 1 5 Ⅱ , 3  " ~ )
1 3 . 仙 台 市 救 / ム 業 務 垈 人 問 題 検 討 会 枩 1 , U 之  6 F 成 1 0 年 1 0 刀 ~ )
N . イ 1 ( げ 打 I U 也 域 氏 療 対 策 恊 議 会 旧 舮 " , 救 急 氏 療 諦 会 会 長 ( 平 成 Ⅱ 1 に 6  打 ~ )
1 5 ' 仙 台 市 災 筈 医 療 迎 谿 調 整 会 議 幹 * や 1 勺 戌 1 0 仟 1 υ J ) , 仙 台 市 医 則 1 会 救 急 1 知 上 丈 行 委 n 会 委 1 1
( 平 成 1 2 午  4  刃 ~ 、 r 成 1 8 イ 1 Ξ 3 1 D , 仙 介 1 1 j 災 ι , 1 1 時 医 療 病 院 迎 締 会 委 H  何 勺 戍 1 4 午 ) , 仙 台 市 災
皆 " 寺 浜 療 協 議 会 枩 a  ( 平 成 1 5 年 7 1 D , 仙 台 市 医 削 ] 会 救 急 ・ 災 " 1 款 寸 策 委 R 会 委 n  ( Ψ 成 1 8 "
4  河 ~ 十 成 2 2 年 3  j j )
1 6 . 仙 台 市 _ 立 1 丙 院 「 1 h 立 病 院 の あ り 力 に 関 す る 検 1 ↓ 委 H 会 」 委 U  0 1 り 女 1 7 年 1 0 刀 ~ )
1 7 . 広 南 会 ' ; 乎 議 n  糾 勺 女 1 0 年 1 2 打 ~ 平 成 2 2 イ f 6 1 D
1 8 . 辛 西 会 ' 乎 6 詮 H  ( 十 : 成 1 0 年 9  心 ~ )
1 9 . 央 北 医 学 会 ( ' 十 雨 又 U  く 平 成 1 1 イ F ~ > , 魚 、 務 幹 ' Ⅱ く 平 成 1 4 q ・ ~ 乎 成 j 5 守 > )
2 0 . 東 北 大 学 欧 J 部 会 代 議 t l  ( 平 成 1 3 年 4  打 ~ 十 } 曵 2 2 イ f 3  ナ 」 )
2 1 . 宮 城 県 1 小 地 震 刈 策 研 究 会 協 議 会 や 1 勺 戍 ] 6 年 8 打 ~ , 災 害 医 療 部 会 部 会 j む
2 2 . 災 二 七 に 強 い コ ミ ュ ニ テ ィ の た め の 市 民 フ ォ ー ラ ム 尖 行 委 j ・ 1 会 ( 平 成 2 1 介  6 j ・ 1 ~ , 委 員 長 )
、 ' 内
( 医 学 部 ) に お け る 活 動
医 半 部 教 務 委 a 会 委 R  ( 教 育 ノ π 去 等 に 関 す る 検 , ゞ 枩 a 会 や 内 戍 Ⅱ 年 > , 横 斯 的 汎 義 W G く 平 成
1 2 イ ヤ > , 侍 , リ 太 系 カ リ キ ュ ラ ム 検 肘 W G 委 n 会 < 乎 成 1 2 イ f > ,  1 珀 , 床 系 カ リ キ ュ ラ ム 検 討 審 議 会
< 平 成 B 仟 > ,  C B T  問 地 ! 竹 成 び 円 戍 1 4 午 > ) , 喩 床 小 委 ι 、 1 長 ( 平 成 1 5 年 ~ 平 } 女 1 7 年 ) ( O S C E  実
施 厶 任 お < 乎 成 1 5 午 > , 学 ● 試 験 ・ 、 三 次 修 練 再 編 成 W G  < 平 成 1 7 午 > )
1 、 1 己 点 栓 ・ 評 価 述 営 委 U 会 ( 平 成 Ⅱ 年 )
大 半 入 試 セ ン タ ー 試 験 災 施 枩 員 会 軒 り 戍 1 3 ・ 1 4 年 )






( 病 院 ) に お け る 活 動
( 救 急 部 , ) 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー ] 世 営 委 ι 1 会 枩 R 長 ( 十 ・ 成 1 0 イ r 9 j ・ 1 ~ )
( 救 急 、 部 , ) 商 厩 救 命 救 急 、 セ ン タ ー 連 絲 恊 議 会 委 H 長 ( 、 1 三 成 ] 0 午 9  " ~ )
肌 液 汀 H ヒ 療 法 部 述 , 営 委 n 会 ( 平 成 Ⅱ イ 1 二 ~ 平 成 ] 6 イ 1 り
総 介 診 療 部 述 営 委 n 会 ( 平 成 Ⅱ 年 ~ 、 γ 成 1 6 年 )















































































































































































































































































































































































































8. complicatio】〕s of Burn lnjury (shin02awa Y, Aikawa N)












笑 痛 ・ シ . ツ ク ( 篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 直 枯 b
腹 部 救 急 診 療 の 実 際 ( 四 方 i 亨 ・ 一 監 修 ) , 1 9 船 , 阪 学 灰 Ⅱ 井 出 版 ,  P 1 1 5 - 1 2 7
1 3
熱 傷 ・ 火 傷
標 難 外 科 マ ニ ュ ア ル ( 北 鳥 , 政 樹 , 商 見 博 編 ) , 1 9 9 3 , イ ン タ ー メ ル ク ,  P 3 3 7
3 4 8
U
. シ ョ ッ ク ( 2 ) プ ナ フ ィ ラ キ シ ー , シ ョ ヅ ク ( 3 ) イ 氏 容 量 件 シ ョ ヅ ク , 腹 猶 K D
鉐 " 刈 と 緊 急 処 置 , 外 傷 患 、 者 の 全 身 管 理 , 胸 部 外 傷 , 腹 部 外 傷 , 血 管 損 傷 , 多
発 外 傷
救 急 レ ジ デ ン ト マ ニ ュ ア ル ( 相 川 西 樹 , 堀 進 悟 羽 諦 , 1 9 9 3 , 氏 学 〒 ! 1 院 ,  P 3 3
3 4 ,  P 3 5 - 3 6 ,  P 1 2 0 - 1 2 5 ,  P 1 9 2  - 1 9 4 ,  P 2 1 0 - 2 1 3 ,  P 2 1 4  - 2 1 9 ,  P 2 3 7  - 2 3 8 ,  P 2 3 9
・ 2 4 1
. シ , ヅ ク ( 2 ) ア ナ フ ィ ラ キ シ ー , シ ョ ヅ ク ( 3 ) 低 容 呈 性 シ ョ ヅ ク , 腹 涌 ( D
鑑 別 と 緊 急 処 置 , 外 偽 恕 、 岩 の 令 身 管 哩 , 胸 ・ 部 外 傷 , 腹 剖 ψ 卜 傷 , 血 乍 汗 則 牙 , 多
発 外 傷
救 急 レ ジ テ ン ト マ ニ ュ ア ル ( 改 訂 2 版 ) ( 相 川 皿 砕 対 , 堀 進 悟 飼 弱 , 1 9 9 8 , 氏 学
1 1 院 ,  P 朝 ・ 5 0 ,  P 5 1 - 5 2 ,  P 1 3 7  - 1 4 2 ,  P 2 2 0 - 2 2 2 ,  P 2 3 8 - 2 4 1 ,  P 2 4 2 - 2 4 7 ,  P 2 価
・ 2 6 6 ,  P 2 6 7 - 2 6 9
. シ , ツ ク ( 3 ) 低 容 品 性 シ , ヅ ク , 腰 痛 ( D
鑑 別 と 緊 急 処 置 , 血 管 損 偽
救 急 レ ジ デ ン ト マ ニ ュ ア ル ( 改 副  3 版 ) ( 1 則 川 ' i 樹 , 堀 進 悟 嗣 嗣 , 2 0 佛 , 氏 ツ .
1 1 院 ,  P 4 3 - " ,  P ] 3 7 - 1 4 3 ,  P 2 8 4 - 2 部
・ シ ョ ヅ ク ( 3 ) 低 容 、 吊 二 性 シ ョ ヅ ク , 腹 J 雨 ( D
嬬 別 と 緊 急 処 匙 , 血 管 損 傷
救 急 レ ジ デ ン ト マ ニ ュ ア ル ( 改 訂 4 版 ) ( 相 川 尼 井 耐 , 堀 進 " H 佃 , 2 0 0 9 , 医 学
1 1 院 ,  P 5 2 - 5 3 ,  P 1 4 9 - 1 5 5 ,  P 2 9 1 ・ ・ 2 9 2
急 性 虫 垂 炎 , 輸 液 薬 剤 の 取 り 扱 い 力
消 化 器 急 性 症 ( 玉 熊 止 悦 編 ) , 1 9 9 4 , 日 本 メ デ ィ カ ル セ ン タ ー ,  P 2 4 0 - 2 4 4 ,  P
3 3 1 - 3 4 1
1 5
1 6
減 圧 切 開 法
今 日 の 治 療 指 診 1 9 9 4 午 版 ( Π 野 原 亟 明 , 阿 部 1 モ 手 叫 殆 修 ) , 1 9 9 4 , 医 学 冉 院 ,  P
9 3  叫
1 7
縦 隔 ・ 横 隔 膜 の 損 偽
鬨 解 外 傷 治 療 ガ イ ド ( 杉 本 侃 新 D , 1 9 9 4 , 文 光 堂 ,  P 2 5 3  2 印
1 8
S w a n - G a n Z  カ テ ー テ ル 挿 入
救 急 認 定 1 矢 の た め の 診 療 指 診 ( H 木 救 急 医 学 会 認 定 医 認 定 委 員 会 編 ) , 1 9 9 4 ,












Shinozawa Y, Aikawa N
. Renalfailute m burned patients
Total Burn care(Ed. DN Ha'ndon),1996, WB saunders co., P313 318
. RenalfaⅡUre in burned patients














次,飯野靖彦新D,1999,メディカルレビュー社, P70 乃, P82-84
・経肘,脈治療オーダーマニュアル'99 (千Π田孝雄,小川舵,林田鴛汗明,島崎修















4. 経 静 脈 治 療 オ ー ダ ー マ ニ ュ ブ ル ( 和 田 孝 雄 , 小 川 龍 , 杁 田 憲 明 , 島 崎 修 次 ,
飯 野 靖 彦 編 ) , 電 子 書 籍 ( C D - R O M ) , 2 0 0 6 , メ デ ィ カ ル レ ビ ュ ー 社 ,  P 1 2 9
・  1 3 5 ,  P 1 4 0 - 1 4 3
. 経 静 脈 治 療 オ ー ダ ー マ ニ ュ ア ル ( 和 田 孝 難 , 小 川 能 , 林 田 憲 明 , 島 崎 修 次 ,
飯 野 靖 彦 編 ) , 2 0 0 7 , メ デ ィ カ ル レ ビ ュ ー 社 ,  P 1 2 9  1 3 5 ,  P 1 4 0  1 4 3
. 経 静 脈 治 療 オ ー ダ ー マ ニ ュ ブ ル ( 小 川 龍 , 島 山 榊 多 次 , 飯 野 姑 彦 , 五 十 嵐 隆 ,
福 島 亮 治 編 ) , 2 0 0 9 , メ デ ィ カ ル レ ビ ュ ー 社 ,  P 1 3 8  1 4 4 ,  P 1 4 9  - 1 5 2
シ , ヅ ク の 病 態 と J 無 滴
最 新 寸 鄭 注 マ ニ ュ ア ル ( Ⅲ 中 制 " 澗 , 1 9 9 6 , 小 学 館 ,  P 7 2  7 3
剣 1 傷
今 日 の 救 急 治 療 指 診 ( 前 川 和 彦 , 相 川 直 樹 編 ) , 1 9 9 6 , 医 学 冉 院 ,  P 3 5 1  3 5 7
急 性 酸 塩 基 平 衡 岬 害
今 日 の 治 療 指 診 1 9 9 7 年 版 作 冊 f 原 重 明 , 阿 部 、 正 千 小 詮 修 ) , 1 9 9 7 , 医 学 汗 " 院 ,  P
1 7 - 1 8
代 謝 ・ 栄 養 管 理 ( 図 説 最 新 麻 酔 科 学 シ リ ー ズ )
救 急 医 療 と 集 小 治 療 ( 釘 宮 些 城 , 高 橋 成 輔 , 士 肥 修 司 新 D , 1 9 9 7 , メ ジ カ ル ビ
ユ ー 社 ,  P 1 5 0 - 1 6 2
救 急 医 学 と サ イ ト カ イ ン ( 篠 沢 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳 一 , 藤 島 清 太 郎 , 相 川 直 樹 )
疾 病 と サ イ ト カ イ ン ( 浅 野 茂 隆 , 谷 憲 三 朗 編 ) , 1 9 9 7 , 貞 興 交 易 ( 株 ) 阪 1 1 1 Ⅱ _ リ 扱
部 ,  P 2 5 0  2 6 5
D I C  ( 篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 )
症 例 か ら 学 ぶ 臨 床 検 査 の ポ イ ン ト ( 相 川 直 樹 , 管 野 剛 史 , ヰ , 甫 編 ) , 1 9 9 7 , 診
断 と 治 療 社 ,  P 3 8 - 3 9
バ ク テ リ ア ル ト ラ ン ス ロ ケ ー シ ョ ン
キ ー ワ ー ド を 読 む 消 化 器 ( 北 島 政 樹 , 織 田 正 也 漸 誇 三 ) ,  1 9 9 7 , 恢 学 1 1 院 ,  P
1 3 8
気 道 熱 偽
今 日 の 診 断 指 診 ( 他 1 _ 1 _ 1 正 J 心 ,  f Ⅱ 田 治 男 , 高 久 史 麿 , 阿 部 令 彦 総 編 集 ) , 1 9 9 7 ,
医 学 冉 院 ,  P 4 兜  4 9 3
診 断
腹 部 外 傷 の 臨 床 ( 山 本 修 三 編 架 ) , 1 9 9 7 , へ る す 出 版 ,  P 6 5 - 7 3
ス ー パ ー 抗 原 ( 篠 澤 洋 太 郎 , 田 熊 沽 継 )
臨 床 侵 襲 学 ( 小 川 道 雛 , 斉 藤 英 昭 編 ) , 1 9 9 8 , へ る す 出 版 ,  P 2 別 ・ 2 兜
血 気 胸
◇ 日 の 治 療 指 針 1 9 9 8 年 版 ( 多 賀 須 幸 男 , 尾 形 悦 郎 総 編 条 ) , 1 9 9 9 , 医 学 1 1 院 ,




























































偶 発 性 低 体 温 症
今 Π の 治 療 指 針 2 0 0 2 年 版 ( 多 賀 須 平 男 , 尾 ナ 珍 悦 郎 監 修 , 山 " 徹 , 北 原 光 夫 総 縮
集 ) , 2 0 0 2 , 医 学 譜 院 ,  P 6 3 3  6 3 4
腹 痛
救 急 救 命 上 鵯 轡 化 テ キ ス ト ( 改 訂 第 6 版 ) ( 救 急 救 命 十 教 育 研 究 会 監 修 ) , 2 0 0 2 ,
へ る す 1 " 版 ,  P 4 5 8 - 4 6 4
広 範 囲 熱 傷
今 Π の 診 断 指 剣 ・ 第  5 版 ( 屯 1 _ Ⅱ 正 邦 , 高 久 史 麿 総 編 集 ) , 2 0 0 2 , 医 学 1 1 院 ,  P 5 1 2
5 1 4
血 液 分 布 異 常 性 シ , ツ ク  1  感 染 性 シ , ヅ ク
シ , ツ ク の 臨 床 ( 欠 崎 義 節 需 i 修 , 磯 部 光 章 編 架 ) , 2 0 0 2 , 氏 薬 ジ ャ ー ナ ル 朴 ,
P 3 2 0 3 2 7
愉 液 吊 法 の 目 的 と 適 応
体 液 管 即 , 愉 液 マ ニ ュ ア ル ( 相 川 西 樹 殆 修 , 篠 洋 汗 太 則 蒔 胴 集 ) , 2 0 0 3 , 照 林 社 ,
P 7 2  - 7 4
脱 水 症 患 者 の 体 液 徹 澗 !
休 液 管 理 . 怜 液 マ ニ ュ ア ル ( 棚 川 心 樹 1 肱 修 , 篠 洋 洋 太 郎 新 糾 り , 2 0 鴨 , 照 林 社 ,
P 2 2 2  2 2 4
熱 傷 の 診 断 法 ・ 全 身 療 法 の 進 歩
熱 傷 の 治 療 : 最 近 の 進 歩  q 皮 利 井 清 紀 監 修 ,  f f 東 比 古 編 集 ) , 2 0 0 3 , 克 誠 室 ,
P 2 1 3 3
② 救 急 ネ 刀 期 診 旅 に お け る 診 療 指 剣  5 . 症 候 に 刈 す る 救 急 初 療 の 診 療 指 針
M . 叶 下 血 ,  N . 腰 痛 , 0 . 嘔 吐 ・ 下 痢
③ 救 急 悲 、 者 処 擢 の 基 本 手 技  2 . 経 験 が 望 ま し い 手 技  G . イ レ ウ ス 管 の 挿 入 ,
H . 腰 腔 穿 刺 ,  r 劇 侘 洗 浄 ,  J .  S B チ ュ ー ブ 挿 入
救 急 診 療 指 針 第 2 } 扱  q ・ 1 本 救 急 医 学 会 監 修 , ヨ 本 救 急 、 医 学 会 認 定 医 認 定 委 員
会 新 ' ) , 2 0 0 3 , へ る す 1 _ 1 _ 1 版 ,  P 1 4 9 ・ ・ 1 5 1 ,  P 1 5 2  1 5 5 ,  P 1 5 6  - 1 5 8 ,  P 4 4 6  - 4 四 ,  P
4 5 0  - 4 5 2 ,  P 4 5 8 - 4 田
A L V A R D S の J 遅 礎 傷 病 爪 症 熱 傷 ・ 多 発 外 傷
S I R S  の 病 態 と 治 療  I  A L I / A R D S  ( 棚 川 祀 井 射 監 修 , 藤 島 清 太 良 「 野 舗 染 ) , 2 0 0 4 ,
医 薬 ジ ャ ー ナ ル 社 ,  P I 0 8  Ⅱ 6
D I C , 病 態 解 明 と 治 療 の 妓 前 線 , タ H 牙 と  D l c  q 深 澤 洋 太 郎 , 小 池 魚 , 吉 井 宏 ,
相 川 直 樹 )
2 0 叫 , 鳥 居 薬 ' 早 , 株 式 会 社 ,  P 2 1 1  2 1 8
救 急 氏 学
智 リ 化 外 科 学 第 1 0 版 ( 小 柳 仁 , 松 野 止 紀 , 北 島 正 樹 綸 ) , 2 0 0 4 , 氏 学 , ! { 院 ,  P





























































② 救 急 初 期 診 療 に お け る 診 療 指 針  5 . 症 候 に 対 す る 救 急 初 療 の 診 療 指 剣
M . 吐 下 」 m ,  N . 腰 痛 , 0 . 嘔 吐 ・ ド 痢
③ 救 急 患 、 者 処 1 鐙 の 基 木 手 技  2 . 経 験 が 望 ま し い 乎 技  G . イ レ ウ ス 管 の 挿 入 ,
H . 腰 腔 穿 刺 , 腹 腔 洗 浄 ,  J .  S B チ ュ ー ブ 挿 入
救 急 診 療 指 針 第 3 版 ( U 本 救 急 医 学 会 監 修 , 日 木 救 急 除 学 会 専 門 医 認 定 委 員
会 編 ) , 2 0 0 8 , へ る す I H 1 扱 ,  P 1 5 3 - 1 5 5 ,  P 巧 6 - 1 5 9 ,  P 1 6 0 - 1 6 2 ,  P 4 9 3  四 6 ,  P
4 9 7 一 四 9 ,  P 5 0 9 - 5 1 2
7 6
ア ナ フ ィ ラ キ シ ー シ ョ ッ ク
今 H の 治 % U 旨 針 2 0 0 9 午 版 ( 1 _ Ⅱ Π 徹 , 北 原 光 夫 , 福 井 次 矢 総 編 集 ) , 2 0 四 , 医 学
i 1 1 ・ 院 ,  P 1 8  1 9
商 温 に よ る 陣 害 ( 熱 小 症 )
今 日 の 治 療 指 針 2 0 0 9 年 版 ( 山 Π 徹 , 北 原 光 夫 , 福 井 次 欠 総 編 染 ) , 2 0 0 9 , 医 学
1 1 、 院 ,  P 7 郭
フ フ
7 8
シ ョ ヅ ク
標 準 救 急 医 学 第 4 年 版 ( 日 本 救 急 医 学 会 監 修 ) , 2 0 四 , 医 学 η 井 院 ,  P 1 9 4 - 2 1 2
Ⅱ 一  2 ) 著 書 ( 共 著 )
1 . 相 川 直 樹 , 篠 沢 洋 太 郎
イ レ ウ ス 管
救 急 プ ラ ク テ ィ カ ル Q & A  q 公 山 陣 〒 i , 太 田 宗 火 編 ) , 1 9 釘 , 金 原 出 版 ,  P 8 0 - 8 2
2 .  A n d o  N ,  s h i n o z a w a  Y ,  o h g a m i M ,  A b e  o
N e c e s s i t y  f o r  p o s t o p e r a t i v e  a r t i f i c i a l  r e s p i r a t i o n  i n  e s o p p h a g e a l  s u r g e l ' y  1 9 8 8 ,
D i s e a s e  o f  t h e  e s o p h a g u s ,  s p n n g e t - v e r l a g ,  P 2 1 3 - 2 1 9
3 .  A n d o  N ,  S ] 1 i n o z a w a  Y , 1 k e h a t a  Y ,  o h m o r i T ,  A b e  o
P o s t o p e r a t i v e  n u t n t i o n a l  s t a t u s  i n  p a t i e n t s  l v i t h  e s o p h a g e a l  c a r c i n o m a  1 9 9 0 ,
D i s e a s e  o f  t h e  e s o p h a g u s ,  M o u n t  K i s c o ,  P 2 6 1 - 2 6 9
4 . 安 藤 暢 敏 , 横 田 昌 明 , 篠 沢 洋 太 郎
D o o r o p e n 法 に よ る § 則 胸 境 界 部 食 道 癌 の 助 除 羽 俳 §
食 道 癌 : 診 断 と 治 療 の 進 歩  q 卦 川 師 大 編 ) , 1 9 9 0 , へ る す 出 版 ,  P 1 侃  1 0 9
5 . 人 森 泰 , 幕 内 博 泰 , 安 藤 1 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 菊 永 裕 打 , 入 久 巳 , 向 井 万 起 屶
食 道 表 在 掘 各 菊 型 症 例  0 1 型 , 0 ・ Ⅲ 型
食 道 表 在 癌 画 像 診 断 と 病 理 ( 吉 Ⅱ 1 操 ら 編 ) , 1 9 9 3 , 医 学 1 1 院 ,  P 2 1 8 - 2 1 9 ,  P
2 8 8  2 8 9
6
相 川 辿 樹 , 篠 澤 洋 太 郎
コ ロ イ ド 早 ・ 凱 投 リ 法
披 新 の 熱 傷 1 顎 床 一 そ の 理 論 と 交 際 一 ( 平 山 峻 , 島 崎 修 次 編 ) , 1 9 鮖 , 克 誠 堂













































熱 傷 シ , ツ ク に お け る 微 小 循 環 動 態 の 検 討 と 微 小 循 環 モ ジ ュ レ ー シ , ン の 右 用 竹
1 9 9 9 年 3 打 , 平 、 成 8 年 疫 ~ 平 成 H 年 座 科 学 研 究 費 補 助 釡 ( 基 雛 研 究 C 2 ) 研 究
成 果 報 告 冉
取 症 敗 血 症 に お け る 酸 素 代 謝 改 善 を 目 指 し た 酸 業 運 搬 体 作 製 に 関 す る 実 験 的 検 討
( 1 深 汗 洋 太 郎 , 小 池 燕 , 仲 井 邦 彦 )  2 0 0 4 年 3 月 , 平 成 1 4 年 度 ~ 平 成 1 5 年 度 科 学
研 究 費 袖 助 金 ( J 占 雛 研 究 ( B ) ( 2 ) ) 研 究 成 果 報 告 冉
災 響 に 対 す る 大 学 病 院 の 関 わ り ( 篠 澤 洋 太 郎 , 小 池 女 り
篠 澤 洋 太 郎 , 園 部 萸 俊 : シ ン ポ ジ ウ ム  1 、 、 宮 城 県 沖 地 震 に ど う 伽 え る か 」 価 匹 長
総 括 )
第 Ⅱ 回 H 本 条 け 1 災 , リ 医 学 会 総 会 準 備 会 ワ ー ク シ ョ ッ プ 報 告 、 出
( 堺 肋 多 第 Ⅱ 回 H 木 集 団 災 客 医 7 会 総 会 凖 備 会 , 編 集 上 葆 鳴 夫 , 佐 心 健 )
下 り 成 野 W 小 地 裟 対 策 協 議 会 ,  P 1 5  1 6 ,  P 1 四 一 I H , 2 0 0 8 年 6 月 1 2 Π
宮 城 県 に お け る ド ク タ ー へ り 導 入 に 関 す る 検 討 級 告 丸 ( 東 北 大 学 俳 引 浣 )




Ⅲ 一 2 ) 調 査 報 告 書 ( 共 著 )
1 . 佐 々 木 浮 ・ , 緜 洋 洋 太 郎 , " 心 1 、 】 崇
重 症 頭 割 ψ H 牙 恕 、 名 に お け る 脳 低 温 療 法 施 行 " 寺 の 脳 傷 害 関 連 メ デ ィ エ イ タ ー 変 動
交 通 当 般 氏 療 臨 床 的 研 究 助 成 刑 究 縦 告 集 平 成 9 年 座 , 1 9 9 8 年 ・ 1 2 打 , 日 本 損 冉 保
険 恊 会 医 研 セ ン タ ー
2 . 小 池 燕 , 山 本 保 博 , 篠 洋 洋 太 郎
多 臓 器 < 全 の 病 態 解 明 を め ざ し た 動 物 モ デ ル の 雛 築 と そ の 評 価
2 0 0 2 午 3 j l , 平 成 Ⅱ イ r . 度 ~ 平 成 1 3 年 度 科 学 研 究 贅 補 助 金 ( 基 雛 研 究 ( C ) ( 2 ) )
研 究 成 果 蛾 告 冉
3 . 小 池 燕 , 小 林 暫 * , 柏 星 淳 一 , 篠 澤 洋 太 郎
小 腸 虚 血 再 環 流 に 什 う 遠 隔 臓 器 障 害 の 発 生 機 庁 の 解 明
2 0 備 イ r 5 j j , 平 成 1 4 年 度 ~ 平 成 1 6 年 度 科 学 研 究 q ・ ? 補 助 金 ( 基 雛 研 究 ( C ) ( 2 ) )
研 究 成 果 帳 告 , t l
4 . 奥 村 誠 , 篠 洋 洋 太 郎 , 1 _ Ⅱ 内 聡 , 織 田 澤 利 守 , 塚 井 誠 人
大 規 模 災 W の 市 傷 者 搬 送 に お け る 局 速 道 路 の 役 割 と 耐 震 投 資 の 最 適 化
2 0 四 年 ■ 打 , 高 速 道 路 関 連 礼 会 貢 献 協 議 会 平 成 2 0 午 度 研 究 助 成 研 究 成 果 報 告 古
Ⅳ 一  1 ) 研 究 論 文 値 著 )
1 . 篠 沢 洋 太 郎 , 1 1 1 木 修 _ ' , 宮 川 健 , 茂 木 正 寿 , 今 井 迷 郎 , 市 列 ・ 圷 h e , 須 獄 政 彦
_ 市 症 外 傷 に お け る ス ワ ン ガ ン ツ カ テ ー テ ル の 臨 床 使 用 経 験
救 急 氏 学  1 ( 4 ) : 4 7 5 ・ ・ 4 8 2 ,  1 9 7 フ
2 篠沢洋太郎,村1川直樹,安藤暢敏,米川甫,波辺良友,島津元秀,石引久弥,
阿部令彦














篠沢洋太郎, N、1川1"樹,イi引久弥,阿部令彦, John F. Burke, charles A
Hales
気道熱仏刈市におけるプロスタグランディン(PG) EI, F2α,12 代謝
熱傷 10(2):2船 209, 1985
篠沢洋太郎,山木修三,茂木正寿,吉井宏,堀之内宏久,加心・一良,池上敬一,
須膿政彦
























S I ) i n o z a w a  Y ,  H a l e s  c ,  J u n g  工 入 1 ,  B u r ] 祀  J
I b u p r o f e n  p r e v e n t s  s y n 壮 ) e t i c  s m o k e  i n d u c e d  p u l m o n a r y  e d e l n a
A n ] e r i c a n  R e v i e w  o f  R e s p i T a t o r y  D i s e a s e  1 3 4 : 1 1 4 5 ・ ・ 1 M 8 , 1 9 8 6
篠 沢 洋 太 郎 , 安 際 暢 敏 , 大  k 正 裕 , 北 野 光 秀 , 小 港 羽 f 治 , 加 1 瀬 建 一 , 人 森 泰 ,
中 島 顕 ・ 郎 , 藤 Π 1 直 也 , 阿 部 令 彦
胸 部 食 道 掘 術 後 呼 吸 管 理 の 間 題 点 と 刈 策
H 本 胸 部 外 科 学 会 雑 誌  3 5 ( 5 ) : 7 0 5 7 0 7 , 】 9 釘
篠 沢 郡 太 郎
食 道 癌 根 治 術 後 早 捌 に お け る 肺 ・ 腎 機 能 変 動 に 関 す る 価 究
日 木 外 科 学 会 雑 誌  9 0 ( 5 ) : 6 印 一 6 8 0 , 1 9 8 9
篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 心 樹 , 安 藤 暢 敏 , 若 林 剛 , 石 引 久 弥 , 阿 部 令 彦 , 伐 木 正 好 ,
北 野 光 秀 , 1 _ 1 _ 1 本 修 _ ' , 前 小 由 巳 , 須 藤 政 彦
気 道 熱 偽 の 病 態 一 臨 床 的 , 実 験 的 検 討 一
熱 偽  1 5 ( 4 ) : 2 1 5  2 2 2 , 1 9 8 9
篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 1 暢 敏 , 菊 永 裕 行 , 小 ル リ 太 正 , 横 田 昌 明 , 長 島 敦 , 阿 部 令 彦
手 術 侵 襲 と 生 休 反 応 ・ 生 体 防 御 と 臓 器 1 箪 害 の 二 而 性 一 ・
Π 人 外 科 学 会 熱 誌  9 1 四 ン  1 1 7 0  1 1 7 3 , 1 9 9 0
篠 沢 洋 太 部 , 安 緜 暢 敏 , 落 介 亮 一 ・ , 小 山 恭 正 , 菊 永 裕 行 , 大 作 昌 義 , 雛 i 田 昌 明 ,
長 富 j 敦 , 北 川 雄 光 , 愛 甲 聡 , 森 俊 緋 , 阿 部 令 彦
胸 部 食 道 掘 根 治 術 後 早 期 に お け る 機 械 的 呼 吸 補 助 の 有 用 忰
日 本 胸 部 外 科 学 会 雑 誌  3 9 ( 5 ) ■ 7 4  5 7 6 , 1 9 9 1
篠 沢 汗 太 郎 , 安 峠 1 暢 敏 , 織 Ⅱ 1 昌 明 , 大 作 昌 才 亘 , 長 島 敦 , 北 川 雄 光 , 愛 甲 聡 , 森
俊 航 , 佐 藤 道 犬 , 中 川 基 人 , 阿 部 令 彦
千 術 侵 襲 と 牛 イ 本 反 応 一 侵 製 度 と サ イ ト カ イ ン
B I O T H E R A P Y  6 ( 5 ) : 7 9 2 - 7 叫 , 1 9 兜
篠 沢 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳 一 ' , 際 島 清 太 郎 , 平 田 俊 弥 , 堀 進 悟 , 相 川 直 樹
熱 傷 患 者 血 清 , や の 活 性 酸 素 産 物 と 病 態
熱 傷  1 8 ( 5 ) : 2 5 2 2 5 8 , 1 9 兜
篠 沢 洋 人 郎 , 堀 進 悟 , 扣 川 直 樹 , 奥 沢 星 二 郎 , 安 藤 暢 敏 , 中 川 基 人 , ゼ 訂 燦 道 火 ,
池 田 佳 史 , 北 島 政 樹
シ ョ ヅ ク 時 の 障 害 臓 器 と 予 後 : f 後 判 別 関 数 式 に よ る 予 後 判 別 と の 比 較
日 木 救 急 氏 学 会 関 東 地 力 会 知 沽 志  1 3 ( 2 ) : 5 2 2 - 5 2 6 , 1 9 9 2
篠 沢 洋 太 郎 , 安 ル 卸 暢 敏 , 小 浮 壮 治 , 佐 藤 道 夫 , 小 川 基 人 , 介 洋 牙 宏 , 池 田 佳 史 ,
田 村 明 彦 , 篠 崎 浩 治 , 辻 塚 ・ " , 堀 進 悟 , 今 枝 博 之 , 佐 々 木 淳 一 , 相 川 碓 井 封 ,
北 島 政 樹
腹 部 救 急 疾 恕 、 の 予 後 と ハ イ ド ロ オ キ シ ラ デ ィ カ ル



































Shinozawa Y, sasald J, Takuma K, Kim田'a Y, Fujishima s, Ai1凱Wa N
Progress in tl〕e understandings of the pathophysi010gy ot severe burns;
Chemical mediatm's in the paulophysi010gy of burns
Xxx world congress of the lnternationa] C0Ⅱege of surgeons :43 48,
1996
Shinozawa Y,1くoike lく, Yamazaki M, Yamahata Y, End01, Nomura R, Ai・
kawa N, sasald J, Ando N, ozawa s
Possibility of the participation of helne oxygenase in the pathopl〕ysi010gies o{
CnticaⅡy 辺 SUI'gical patients











篠 澤 洋 太 部 , 謝 筱 瑛 , 遠 際 御 之 , 1 ] _ 1 熊 清 継 , 小 池 燕
血 液 凝 慥 1 ・ 線 溶 系 と サ イ ト カ イ ン
Π 木 臨 床  6 2 a 2 ) : 2 2 5 3 2 2 引 , 2 0 0 4
Ⅳ 一  2 ) 研 究 論 文 ( 共 著 )
1 . 笘 川 健 , 山 本 修 _ ' , 茂 木 正 寿 , 篠 沢 洋 太 郎 , 牙 Ⅲ 知 女 彦
肝 損 傷 手 術 術 後 合 併 症 の 検 討
日 オ ヌ 災 害 氏 学 会 誌  2 4 ( 5 ) : 2 3 1 - 2 3 6 , 1 9 7 6
2 . 島 伸 子 〒 , 掛 川 肺 夫 , 安 藤 暢 敏 , 池 内 駿 之 , 別 所 隆 , 片 J 島 康 栄 , 艇 田 博 i F , 米 川
雨 , 天 野 洋 , 篠 沢 洋 太 郎
新 し い 食 道 焔 切 除 適 応 1 ' 塑 佐 の 打 え 方
日 木 消 化 鵬 外 科 学 会 誌 ] 0 ( 4 ) : 3 7 7  3 8 5 , 1 9 7 フ
3 . 4 リ 島 康 栄 , 掛 川 1 嘩 夫 ,  1 ; H 小 1 千 , 天 野 洋 , 藤 田 博 l f , 安 喋 1 陽 敏 , 池 内 駿 之 , 別 所
隆 , 米 川 甫 , 篠 沢 洋 太 郎
食 道 再 建 に お け る 吻 合 法 の 再 検 討
基 礎 と 臨 床  1 1 : 2 9 2 2 - 2 9 2 6 , 1 9 7 フ
4 . 島 仲 吾 , 別 所 降 , 安 藤 暢 敏 , 池 内 駿 之 , 牛 島 康 栄 , 藤 幽 N ; 止 , 米 j 1 川 1 , 犬 野 洋 ,
篠 沢 洋 太 郎 , 掛 川 肺 大
食 道 と 他 臓 器 重 複 癌 N 例 の 検 討
外 科 診 療  2 0 ( 2 ) : 1 9 5 - 1 9 8 , 1 9 7 8
5 . 相 川 伯 1 吋 , 安 藤 暢 敏 , 米 川 甫 , 篠 沢 洋 太 郎 , 石 引 久 弥 , 阿 部 令 彦
外 科 術 後 急 、 性 循 環 不 全 と D 叩 a m 血 e
急 、 件 循 環 不 个 研 究 会 誥 演 架 : 7 4 - 7 8 , 1 9 7 8
6 . 安 藤 暢 敏 , 村 1 川 直 樹 , 米 川 桶 , 篠 沢 洋 太 郎 , 石 引 久 弥 , 阿 部 令 彦
消 化 器 外 科 に お け る シ ョ ヅ ク 治 療 へ の D o p a m i n e  の 1 心 用
救 急 医 学  3 ( D  : 8 5 - 9 1 , 1 9 7 9
フ . 心 田 博 正 , Ⅱ り Ⅲ 硫 火 , 安 緜 暢 敏 , 天 野 洋 , 篠 沢 洋 太 郎 , 青 木 党 恋 , 波 辺 良 友 ,
熊 谷 美 也
食 道 a 0 癌 の 肌 床 病 理 学 的 検 討
Π 本 外 科 学 会 卿 念 七  8 1 ( 1 ) : 巧 ・ 2 4 , 1 9 8 0
8 . 安 藤 暢 敏 , 米 川 市 , 篠 沢 祥 太 郎 , 渡 辺 良 友 , 大 島 厚 , 鈴 木 博 , 人 問 均 , 藤 崎 真
人 , 阿 部 令 彦
食 道 掘 越 、 名 に お け る 術 前 術 後 の 循 環 動 態 の 変 動 に 関 す る 研 究
日 木 外 科 学 会 郷 琉 古  8 3 ( フ ン  6 2 4 - 6 3 4 ,  1 9 8 2
9 . 茂 木 正 寿 , 山 本 修 三 , 篠 沢 洋 太 郎 , 吉 井 宏 , 須 藤 政 彦
腹 部 剌 創 の 開 腹 適 1 心 に つ い て ; 自 験 仭 Ⅱ 3 0 例 の 検 討














Ando N, Yonekawa H, shinozawa Y, ohsl〕ima A, ohtaka H, Fujisald M,
Tanahashi T, ohgami M, Kitano M, Abe o
Critical care using swan Ganz cau]eter f0ⅡOwing esophageal cancer surga'y
CUYrent clinical practice serieS 40:193・・196,1986
AⅡζawa N, shinozawa Y,1Shibiki K, Abe o
































K i t a g a w a  Y ,  u e d a  M ,  A n d o  N ,  s h i n o z a w a  Y ,  s h i m l z u  N ,  A b e  o
S i g n i f i c a n c e  o f  i n t - 2 / h s t - 1  C o a m p l i f i c a t i o n  a s  a  御 " o g n o s t i c  f a d m '  m  p a t l e n t s
I v i t h  e s o p h a g e a ]  s q u a m o u s  c a r c l n o m a
C a n c e r  R e s e a r c h  5 1 : 1 5 0 4 - 1 5 0 8 , 1 9 9 1
田 熊 消 継 , 相 川 直 樹 , 石 引 ク J 珎 , 堀 進 悟 , 篠 汽 井 羊 太 郎 , 阿 部 令 彦 , 八 谷 滋 , 佐
藤 勝
細 菌 汚 染 を 受 け た Ⅲ 度 熱 傷 創 に 対 す る 抗 菌 薬 全 身 投 ・ ケ の 効 果 に 関 す る 実 験 的
検 討
熱 傷  1 7 ( 2 ) : 5 7 一 綿 , 1 9 9 1
安 藤 陽 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 森 俊 雄 , 愛 甲 聡 , 北 川 雄 光 , 、 1 ・ り " 基 人 , 佐 藤 道 夫
食 道 癌 の り ン パ 節 転 移 程 度 と 予 後
K A R K I N O S  4 四 ン  1 0 7 9  1 0 朋 ,  1 9 9 1
安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 小 沢 1 上 治 , 森 俊 雄 , 愛 甲 聡 , 北 川 節 . 光
食 道 癌 切 除 術 後 の 1 0 年 生 存 率 と 1 0 年 生 存 例
臨 床 胸 剖 ψ 卜 科  1 1 ( 5 ) : 4 1 7 - 4 2 0 , 1 9 9 1
O s a k u  M ,  u e d a  M ,  A n d o  N ,  s h l n o z a w a  Y ,  H i r o t a  N ,  s h i m i z u  N ,  A b e  o
T a r g e t e d  k i Ⅱ i n g  o f  s q u a m o u s  c a r c i n o m a  c e Ⅱ S  b y  a  m o n o c l o n a l  a n t i b o d y -
P e p l o m y c i n  c o n j u g a t e  w h i c h  r e c o g n i z e s  t h e  E G F  r e c e p t o r
A n t i c a n c e r  R e s e a r c h  1 1 : 1 9 5 1 - 1 9 5 6 , 1 9 9 1
佐 藤 道 夫 , 安 際 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 長 島 敦 , 大 森 泰 , 阿 部 令 彦
細 胞 培 養 法 を 応 用 し た 人 工 食 道 内 腔 上 皮 化 に 関 す る 宏 験 的 研 究
P r o g r e s s  i n  M e d i c i n e  1 1 ( 1 D  : 3 1 4 3  3 1 4 4 , 1 9 9 1
水 野 雅 文 , 鹿 島 晞 雄 , 武 田 純 三 , 安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 浅 井 昌 Ⅲ 、
I C U に お け る 軽 度 意 識 肺 害 の 検 査 法 、 食 道 癌 根 治 術 後 患 X で の 検 討 ・
I C U  と  C C U  1 6 ( 1 ン  5 3 - 5 8 , 1 9 兜
安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 大 森 泰 , 愛 小 聡 , 北 川 雛 光 , 森 俊 難 , 中 川 基 人 , 佐 藤
道 火 , 北 島 政 樹
食 道 再 建 臓 器 の 選 択 基 凖
日 胸 外 会 誌 如 ( 5 ン フ 3 6  7 3 7 ,  1 9 兜
平 田 俊 弥 , 小 原 克 之 , 篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , ル 判 き , 洞 太 郎 , 宮 田 義 之 , 並 木 涼 ,
田 代 博 一 ・ , 小 泉 淳 , 何 偉 傑 , 仇 々 木 淳 一 , 相 川 辿 樹
救 急 部 に お け る 薬 物 小 商 症 例 の 検 討
日 救 急 、 医 会 関 東 誌  1 3 a ) : 2 0 8  2 四 , 1 9 9 2
佐 々 木 淳 一 , 圧 映 買 淌 継 , 篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , 小 原 兇 之 , 藤 島 油 太 郎 , 宮 「 氏 残
之 ,  N 木 淳 , 田 代 博 一 , 小 泉 淳 , 何 俸 傑 , 〒 田 俊 弥 , 相 川 直 樹
熱 傷 治 療 に お け る  H y d m c 0 Ⅱ o i d  D r e s s i n g  の 検 討

















Mori T, shinozawa Y, Ando N, ozawa s, Kitagawa Y, Aiko s, sato M,
Nakagawa M, Tamura A,11Wda Y,1mazu Y, Kjtajima M
Role of hydroxyl radicalin 杜〕e developaηent of m'gan dysfunction after sur・
gical stress
1992, cytopTotection and cytobi010gy v01 10, ExceTpta Medica, P274-279
Aiko s, Ando N, shinozawa Y, ozawa s, Kitajima M, Kurose l, Tsuchiya M
Role of platelet activating fador in endothelial dalnage o{ the gastric tube for
esophageal reconstruction
















Aiko s, Ando N, shinozawa Y, ozawa s, Kitajima M, Kurose l, TSUC]〕iya M
Increased chemiluminescence and ulcer developement in d〕e low blood aow
State of tl〕e gastric tube for esophageal replacement












小 泉 淳 , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 直 樹 , 奥 田 茂 男 , 久 住 浩 美 , 平 松 京
下 肢 静 脈 造 影 検 査 に お け る 血 圧 の 変 動 と 失 神
日 本 氏 学 放 射 線 学 会 雑 誌  5 4 四 ) : 別 6 - 8 5 2 , 1 9 9 4
N a k a g a w a  M ,  s h i n o z a w a  Y ,  A n d o  N ,  A i k a w a  N ,  K i t a j i m a  M
T h e  e 丘 e c t s  o f  d o p a m i n e  i n f u s i o n  o n  t h e  p o s t o p e T a t i v e  e n e r g y  e x p e n d i t 山 ' e ,
m e t a b o l i s m ,  a n d  c a t e c h o l a m i n e  l e v e l s  o f  p a t i e n t s  a f t e r  e s o p h a g e c t o m y
J p n  J  s u r g  2 4 : 6 8 8 - 6 9 3 , 1 9 9 4
佐 々 木 淳 一 ' , 藤 島 清 太 郎 , 篠 沢 洋 太 郎 , 田 熊 淌 継 , 堀 進 悟 , 奧 沢 見 三 部 , 吉 井
宏 , 茂 木 正 プ 了 , 山 本 修 _ ' , 相 川 直 樹
熱 傷 受 傷 後 〒 朔 の 病 態 に お け る  l n t a ・ 1 e u l d n - 8  q L - 8 ) の 検 討
熱 傷  2 1 ( D  : 9 - 1 4 ,  1 9 9 5
鈴 木 昌 , 篠 洋 洋 太 郎 , 加 1 進 1 吾 , 藤 島 清 太 郎 , 野 川 茂 , 田 熊 渚 耕 , 左 合 止 周 , 木
村 裕 之 , 大 木 貰 博 , 相 川 心 樹
心 1 } 而 嫌 生 術 , ・ 1 . 止 の H 刷 剖 的 基 準
日 木 救 命 医 , 寮 研 究 会 誌  9 : ] 9 7 - 2 0 2 , 1 9 9 5
T a k u m a  K ,  H o r i  s ,  s a s a k i J ,  s h i n o z a w a  Y ,  Y o s h i k a w a  T ,  H a n d a  s ,  H o r i ] く a w a
M ,  A i k a w a  N
A n  a l t a ' n a t i v e  l i m b  l e a d  s y s t a 〕 〕  f o r  e l e c l r o c a l ' d i o g r a p h s  i n  e m e r g e n c y  p a t l e n t s
A m  J  E m a ' g  M e d  1 3 : 5 ] 4 - 5 1 7 , 1 9 9 5
際 島 淌 太 郎 , 佐 々 木 淳 一 , 篠 沢 洋 太 郎 , 田 熊 沽 継 , 鈴 人 昌 , 堀 進 悟 , 相 川 画 樹
感 染 性 S I R S  ( 敗 血 症 ) 症 例 に お け る 血 小 お よ び 感 染 局 所 I L - 8 仙 の 検 討
Π 木 外 科 感 染 症 研 究  7 : 2 7  3 0 , 1 9 鮖
高 橋 孝 行 , 森 俊 雄 , 石 引 久 弥 , 栗 原 直 人 , 相 川 直 樹 , 田 熊 清 継 , 篠 洋 洋 太 郎 ,
佐 々 木 淳 一 , 堀 進 悟
外 本 怜 則 或 に お け る  C e a U 甜 e n a m  の 基 礎 的 検 討
日 木 化 7 井 寮 法 学 会 誌  4 3 : 1 5 2 ・ ・ ] 5 9 , 1 9 9 5
N o z a k i H ,  H o r i s ,  s h i n o z a w a  s ,  F u j i s h i m a  s ,  T a k u m a  K ,  s a g o h  M ,  K i m u r a  H ,
O h k i  T ,  s u z u l d  M ,  A i k a w a  N
S e c o n d a r y  e x p o s u r e  o f  m e d i c a l s t a 丘  t o  s a r i n  v a p o r  i n  t h e  e m e r g e n c y  r o o m
I n t e n s i v e  c a r e  M e d  2 1 : 1 0 3 2 - 1 0 3 5 ,  1 9 9 5
F u j i s h i n 〕 a  s ,  s a s a k i  J ,  s h i n o z a w a  Y ,  T a k u n ] a  K ,  K i m u r a  H ,  S U Z U ] d  M ,
K a n a z a w a  M ,  H o r i  s ,  A i k a w a  N
S e r u m  M I P - 1 α  a n d  l L - 8  i n  s e p t i c  p a t i e n t s
I n t e n s i v e  c a r e  M e d  2 2 : 1 1 6 9  1 1 7 5 , 1 9 9 6
佐 々 木 淳 一 , 堀 進 悟 , 鈴 人 昌 , 篠 沢 洋 太 郎 , 心 島 清 太 郎 , 里 刊 嚇 博 之 , 木 村 裕 之 ,
副 島 京 子 , 黒 田 直 人 , 柳 Ⅱ 1 純 一 , 相 川 直 樹
心 肺 機 能 停 止 の 原 因 : 臨 床 診 断 と 剖 検 診 断 の 比 較













Isozumi K, Hori s, Tanahashi N, sninozawa Y, Fujishima s, Aikawa N
Superacute phase blood pressure elevation may relate to massive hematoma in
hypa'tel〕sive putaminal hemorrhage





Noza]d H, Hori s, S11inozawa Y, Fujishilna s, Takuma K, SUZU]d M, Ai1租Wa
N
Relations】〕ip between pupil size and acetylcho]inesterase activity jn patiel〕ts
exposed sarin vapor




心1識 19 ( S 5):11-14,1997
佐々木再t-,人村裕之,堀進悟,篠沢洋太郎,藤島清太郎,副1話京子,小林正






Thaapeutic Research 19(2):3田 302,1998
喋島清太郎,篠沢洋太郎,堀進悟,青木克憲,木村裕之,横山雅f,堀Π崇,
高刀誠司,鈴木昌,1_1_11崎元姑,関柧和彦,宮武諭,三村塚也,相川画樹
SIRS, AU の重症度評価指標としてのAPACHE Ⅲスコブ, pa02/Fi02 比の
検討
日本救命医療研究会側i七 13:119・・124,1999
Ando N, ozawa s, Kitagawa Y, shinozawa Y, Kitajjma M
Improvement in a]e Results of S磁'gical Treatment of advancedSquamous
esophageal carcinoma during 15 Consecutive ye雛S












鈴 木 昌 , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤 島 清 太 郎 , 木 村 裕 之 , 堀 口 崇 , 中 浮 堅 次 , 小
林 健 二 , 佐 々 木 淳 一 , 相 川 直 樹
院 外 心 肺 機 能 停 止 患 者 の 転 帰 か ら み た 救 急 救 命 士 制 度 運 用 の 地 域 差
日 木 臨 床 救 急 医 学 会 雑 誌  3 ( 3 ) ■ 2 6 - 3 3 2 , 2 0 0 0
K o i l く e  K ,  A i b o s h i J ,  Y a m a z a l d  M ,  s h i n o z a w a  Y
E 丘 i c a c y  o f  p h o s p h o l i p a s e  A 2  i n h i b i t o r  f o r  t h e  t r e a t m e n t  o f  s e v e T e  s e p s l s
S h o c l 【  1 7 : 1 7  - 2 3 , 2 0 0 2
K 。 i k e  K ,  s h i n o z a w a  Y ,  Y a m a z a k i  M ,  E n d o  T ,  N o m 山 ' a  R ,  A i b o s h i J ,  s a m a t 、
g h a n d i a n  s ,  E m m e t t  M ,  p e t e r s o n  v
R e c o m b i n a n t  h u m a n  m t e r l e u l d n - 1 α  i n a ' e a s e s  s e r u m  a l b u m i n ,  G C - g l o b U Ⅱ n ,
a n d  α 1  ・ a n t i t r y p s i n  l e v e l s  i n  b u r n e d  m i c e
T o h o k u  J  E X P  M e d  1 9 8 : 2 3  2 9 , 2 0 0 2
甥 , 村 亮 介 , 遠 藤 智 之 , 関 根 和 彦 , 小 池 燕 , 篠 澤 洋 太 郎
中 両 悲 、 者 の 来 院 時 意 識 レ ベ ル か ら の 重 症 度 判 定 は 可 能 か
宮 城 県 救 急 医 療 研 究 会 備 玲 志  4 ( 2 ) : 1 5 - 1 8 , 2 0 船
K o i k e  K ,  A i b o S 1 1 i  J ,  E n d o  T ,  s e k i n e  K ,  s h i n o z a w a  Y
E 丘 i c a c y  a n d  s a f e t y  o f  p h o s p h o l i p a s e  A 2  i n h i b i t o r  l n  p a t i e n t s  w i t h  s u s p e c t e d
S e p s i s  a n d  o r g a n  f a i 1 山 ' e
S h o c k  ] 8 ( 2 ) : 5 9 - 6 6 , 2 0 船
K o i k e  K ,  A i b o s h i J ,  s h i n o z a w a  Y ,  s e k i n e  K ,  E n d o  T ,  Y a m a m o t o  Y
C o r T e l a t i o n  o f  g l o m e r u l a r  p e n n e a b i l i t y ,  e n d o t h e l i a l i n j u r y ,  a n d  p o s t o p e r a t l v e
m u l t i p l e  o r g a n  d y s f u n c t i o n
S 磁 ・ g  T o d a y  3 4 : 8 1 1 - 8 1 6 , 2 0 0 4
H a n  F ,  T a k e d a  K ,  Y 0 1 く o y a m a  s ,  u e d a  H ,  s h i n o z a w a  Y ,  F u r u y a m a  K ,  s h i b a 、
h a r a  s
D y n a m i c  c h a n g e s  i n  e x p r e s s i o n  o f  h e m e  o x y g e n a s e s  i n  m o u s e  h e a r t  a n d  l i v e r
d u r i n g  h y p o x l a
B i 。 c h e m i c a l  a n d  B i o p h y s i c a l  R e s e a r c h  c o m m u n i c a t i o n S  3 3 8 : 6 5 3  - 6 5 9 , 2 0 0 5
W a t a n a b e  J ,  K a n a z a w a  M ,  Y a g i  T ,  o d a k u r a  H ,  K a m e y a m a  M ,  s a k u r a i  K ,
H i T a m 。 t 。  T ,  u e n o h a r a  H ,  E n d o  T ,  K o s e k i Y ,  s h i n o z a k i T ,  s h i b a  N ,  K a r i b e  A ,
S a k u m a  M ,  F u k u d a  K ,  K a g a y a  Y ,  N 山 n a k a r a  K ,  Y a m a ] d  M ,  s h i n o z a w a  Y ,
S h i r a t o  K
I n c i d e n c e  a n d  c h a r a c t e r i s t i c s  o {  v e n t r i c u l a r  f i b r i Ⅱ a t i o n  i n  b y s t a n d e r - w i t n e s s e d
。 u t - o f - h o s p i t a l  c a r d i a c  a r r e s t  w l t h  c a r d i a c  e t i 0 1 0 g y  i n  牡 l e  c i t y  o f  s e n d a i
J a o a n  J  A n ' 1 1 y t h m i a  2 1 : 4 5 0 - 4 5 6 , 2 0 備
X i e  x Q ,  s h i n o z a w a Y ,  s a s a k i J ,  T a k u m a  K ,  A k a i s h i s ,  Y a m a n o u c h i s ,  E n d o T ,
N o m u r a  R ,  K o b a y a s h i  M ,  K u d o  D ,  H o j o  N
N e u r o e n d o c r i n e  s y s t e m  r e s p o n s e  m o d u l a t e s  o x i d a t i v e  c e Ⅱ U l a r  d a m a g e  i n  b u r n
P a t l e n t s









68 XiexQ, shinozawaY, sasakiJ, Takuma K, Akaishis, Yamanouchis, Endo T,
Nomura R, Kobayashi M, Kudo D, Hojo N
The effects of arginine and selective inducible nitric oxide synthase inhibitor
On pathophysi010gy of sepsis in a cLp model
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72 Han F, Takeda K,1Shikawa K, ono M, Date F, Yokoyama s, Furuyama K,
Shinozawa Y, urade Y, shiba1徐ra s
Induction of lipocal]n-type prostaglandin D synthase in mouse heal't under
hypoxemia
Biochem Biophys Res commun 385:"9-453,2009
Sasald J, Takuma K, oda J, saitoh D, Takeda T, Tanaka H, HarunariN, Hojo
N, Matsumura H, ueyama M, shinozawa Y




74 Han F, Takeda K, ono M, Date F,1Shikawa K, Yokoyama s, shinozawa Y,
Furuyama K, shibahara s
Viriability in a〕e tissue-specific expression of ha]〕e oxygenese-1 Under
hemodynamic stress in mice
The Joun〕al ol Biochanistry,2009 (in press)
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V - 1 ) 症 例 報 告 値 著 )
1 . 篠 沢 洋 太 郎 , 1 _ 1 1 本 修 三 , 茂 木 正 寿 , 古 井 宏 , 二 三 角 隆 彦 , 岩 井 敦 志 , 加 藤 一 良 ,
渡 辺 千 冬
大 腸 穿 孔 に 什 う  S e p t i c s h o c k  の ー ・ 治 験 例 に つ い て
判 g 貞 1 1 1 急 性 循 環 不 全 研 究 会 講 演 集 : 3 0 3 6 , 1 9 8 4
2 . 篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏
集 ホ 治 療 と 検 査 D I C 症 例
ニ ー ズ & シ ー ズ  2 ( D  : 1 , 1 9 船
3 . 篠 澤 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳 ・ ー , 藤 島 消 太 郎 , 相 川 池 1 吋
重 症 熱 傷 患 者 に お け る 白 血 球 変 動 , 肺 機 能 変 動 と セ フ ァ ラ ン チ ン
第 2 3 回 ア ル カ ロ イ ド 研 究 会 蛾 告 集 : 1 2 3 - 1 2 7 ,  1 9 9 7
4 . 篠 澤 洋 太 郎 , 翻 " 好 其 , 野 村 亮 介 , 遠 藤 智 之 , 山 内 聡 , 田 熊 淌 継 , 小 池 燕
小 児 広 範 囲 熱 傷 悲 、 名 の 代 謝 変 動 と 栄 養 管 理 に つ い て の 芳 察
第 1 0 回  C C M  怜 液 ・ 栄 養 研 究 会 記 録 集 ,  P 2 5 - 2 9 , 2 0 0 7
V - 2 ) 症 例 報 告 ( 共 著 )
1 . 宮 川 健 , 山 本 修 三 , 伐 木 正 秀 , 折 井 正 博 , 青 木 渚 一 , 篠 沢 洋 太 郎 , 須 j 摂 政 彦
鈍 的 外 力 に よ る 総 朋 管 完 全 航 断 の 1 手 術 治 験 例
南 床 外 科  3 1 a 2 ) : 1 6 3 7 - 1 6 4 0 , ] 9 7 6
2 . 1 S I ] i i T , 1 r i H ,  Y a m a m o t o  s ,  S I ] i n o z a w a  Y ,  s u d o  M
G r a n u l a r  c e Ⅱ  m y o b l a s t o m a  o f  t h e  g a Ⅱ b l a d d e r
A m e r i c a n  J o u r n a l G a s t r o e n t e r o ] o g y  6 8 : 3 8  4 4 , 1 9 7 フ
3 . 田 村 諏 二 , 石 渡 弘 一 , 松 人 純 夫 , 馬 」 昜 秀 文 , 北 条 ・ 一 宇 , 篠 沢 汗 太 郎 , 花 絢 和 明
眼 球 脈 絡 膜 黒 色 唖 の 肺 転 移 の 1 例
Π 本 胸 部 外 科 学 会 剰 t 誌  3 0 四 ) : 1 6 0 0 - 1 6 0 4 , 1 9 8 2
4 . 前 佃 京 助 , 相 川 直 樹 , 松 井 英 男 , 緜 田 1 百 也 , 人 森 泰 , 若 林 剛 , 尾 沢 巌 , 篠 沢 洋
太 郎 , 安 ル 和 陽 敏 , 阿 部 令 彦
受 傷 5 脚 寺 開 後 に 切 除 ・ 柿 皮 術 を 施 行 し た 商 齢 者 仏 範 囲 熱 傷 例 の 全 身 管 郡
" 本 救 急 医 学 会 関 東 地 力 会 知 三 よ  7 ( 2 ) . 5 3 6  5 3 8 , 1 9 8 6
5 . 相 浦 浩 一 , 篠 沢 汗 太 郎 , 井 戸 邦 雛 , 片 井 均 , 力 川 頼 建 一 , 若 林 剛 , 安 獄 嘔 リ 政 , 相
川 直 樹 , 阿 部 令 彦
鈍 的 外 傷 に よ る 刷 腎 損 傷 の 1 例
Π 本 救 急 医 学 会 関 東 地 力 会 練 誌  9 ( D  : 2 7 0  2 7 2 , 1 9 8 8
6 .  o z a w a  s ,  A n d o  N ,  s h i n a z a w a  Y ,  o h m o r i  T ,  K a s e  K ,  s a t o  T ,  A b e  o
T w o  c a s e s  o f  r e s e c t e d  e s o p h a g e a l  m u c o e p i d e r m o i d  c a r c l n o n l a




















































佐 々 木 淳 ・ , 篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 慨 , 藤 島 清 太 郎 , 小 泉 淳 , 今 枝 博 之 , 平 田 俊 弥 ,
鈴 木 昌 , 相 川 辿 樹
小 場 ・ 結 腸 刺 創 を 合 併 L た ド 大 刷 脈 ・ 左 総 腸 骨 む 制 脈 剌 創 の 1 球 命 例
Π 救 急 医 会 鬨 来 誌  1 4 ( 2 ) : 8 0 0 - 8 0 2 , 1 9 9 3
田 f ! 旨 沽 継 , 関 敦 仁 , 小 泉 淳 , 篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , 際 島 油 太 郎 , 五 十 棲 ・ リ 1 ,
松 山 眞 千 , 木 村 裕 と , 相 川 直 樹
頸 舳 損 傷 を 合 併 し た 低 体 温 症 の 1 例
臼 救 急 医 会 関 東 誌  1 5 a ) : 1 9 8 - 1 9 9 , 1 9 9 4
小 泉 淳 , 堀 進 怡 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤 島 清 太 郎 , 五 十 棲 ・ 一 男 , 関 敦 イ _ 1 , 松 1 _ Ⅱ 眞 千 ,
田 熊 油 継 , 木 村 裕 之 , 相 川 迫 樹
診 断  H 剖 題 の あ っ た 重 症 大 動 脈 解 珂 t に よ る  H o s p i t a l c p A の 検 討
救 命 救 急 医 療 研 究 会 剣 誌  8 : 3 5 - 4 4 , 1 9 9 4
鈴 木 昌 , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤 島 沽 太 郎 , 田 熊 清 継 , 相 川 直 樹
頭 部 打 挟 に よ り 救 急 外 来 を 受 診 し た 筋 緊 張 性 ジ ス ト ロ フ ィ ー 症 の 2 例
1 小 散 急 医 会 開 東 誌  1 5 ( 2 ) : 5 0 8 - 5 1 0 , 1 9 9 4
柴 垣 圭 吾 , 木 村 裕 之 , 篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , 藤 島 清 太 郎 , 野 川 茂 , 円 熊 清 継 ,
明 " 奇 博 之 , 鈴 木 昌 , 相 川 心 樹
出 血 性 胖 炎 と 嬬 別 が 困 雌 で あ っ た 副 腎 腫 揚 の 1 例
日 救 急 医 会 関 東 誌  1 6 ( 1 ) : 2 7 4 - 2 7 5 , 1 9 9 5
N o z a k i H ,  A i k a w a  N ,  F u j i s h i m a  s ,  s u z u k i M ,  s h i n o z a w a Y ,  H o r i s ,  N o g a w a  s
A  c a s e  o f  v x  p o i s o n i n g  a n d  t h e  d i f f e r e n c e  { r o m  s a r i n
L a n c e t  3 4 6 ( 8 9 7 6 ) : 6 9 8 - 6 9 9 , 1 9 9 5
田 熊 清 継 , 篠 澤 洋 太 郎 , 相 川 直 樹
母 国 で 受 傷 後 , 連 絡 な し に , 連 絡 な し に 来 H , 搬 送 さ れ た 熱 傷 例
E m e r g e n c y  n u r s i n g  8 四 ) : 7 9 5  8 0 0 , 1 9 9 5
鈴 木 昌 , 堀 進 悟 , 田 熊 清 継 , 篠 澤 洋 太 郎 , 肝 1 川 直 樹
頭 部 創 処 羅 小 に 予 棚 せ ぬ 心 所 誹 亨 止 を 来 し た  1 例
1 人 」 科 専 円 氏 会 誌  7 ( 3 ) : 2 2 8  2 3 1 ,  1 9 9 5
野 崎 博 と , 田 熊 沽 継 , 木 村 裕 と , 人 木 1 汁 専 , 鈴 木 昌 , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤
島 沽 太 郎 , ブ f 合 正 周 , 相 川 適 樹
超 急 , ■ 甥 に  P r a l i d o x i m e ( P A M ) が 箸 効 し た サ リ ン 中 轟 の  1 例
日 救 急 氏 会 関 東 肱  1 6 ( 2 ) : 田 0  6 Ⅱ , 1 9 9 6
副 島 京 ・ f , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 娜 , 心 島 消 人 郎 , 武 田 英 孝 , 木 村 裕 之 , 佐 々 木 淳
, 相 川 直 樹
大 動 脈 介 狭 窄 に て 失 神 発 作 を 生 じ b y s t a n d e r c p R  と な っ た  1 例


























































船 曳 知 弘 , 佐 々 木 瀞 ・ ー , 横 山 雅 子 , 木 小 井 谷 之 , 篠 沢 洋 太 郎 , 堀 逝 悟 , 際 島 清 太
郎 , ■ リ ・ j 誠 司 , 鈴 木 昌 , Ⅱ _ 1 崎 尤 靖 , 村 1 川 i 血 樹
片 麻 抑 , 愆 識 師 害 を 主 訴 と し 九 非 閉 塞 性 場 管 梗 塞 症 の 1 例
日 救 急 医 会 関 柬 誌  1 9 ( 2 ) : 5 5 6 一 郭 7 ,  1 9 9 8
H o r i g u c h i  T ,  H o r i  s ,  s h i n o z a w a  Y ,  F u j i s h i m a  s , 1 く i m u r a  H ,  Y o k o y a m a  M ,
S a s a l d  J ,  T a k a t s u k i  s ,  s u z u l d  M ,  Y a m a z a k i  M ,  A i ] 稔 W a  N
A  c a s e  o f  h ・ a u m a t i c  s h o c I く  C o m p l i c a t e d  b y  m e t h a m p h e t a n 〕 i n e  i n t o x i c a t l o n
I n t e n s i v e  c a r e  M e d  2 5 : 7 5 8 - 7 6 0 ,  1 9 9 9
五  1 嵐 久 美 , 赤 田 隹 ・ f , 秋 元 久 忠 , 吉 j 毛 恵 子 , 長 谷 川 正 志 , 小 池 燕 , 篠 洋 洋 太
郎
薬 物 中 肖 悲 、 者 の 回 復 期 に 肺 塞 栓 症 を 介 併 し 九 症 例
' 宮 城 県 救 急 医 療 研 究 会 雑 誌  4 ( 2 ) : 2 9 - 3 1 , 2 0 0 3
X i e  x Q ,  E n d o  T ,  T a l く U m a  K ,  K o i k e  K ,  s h i n o z a w a  Y
H y p e r a 1 1 m e n t a t i o n  c o n t a i n i n g  l i p i d  i n  a  m a l n o u r i s h e d  p a t i e n t  w i t h  A R D S
第  8 1 回  C C M  輸 液 ・ 栄 美 研 究 会 記 録 架 ,  P 5 6 ・ ・ 6 0 , 2 0 備
田 牧 畷 志 , 鳥 矢 部 荘 八 , 券 ; 野 修 史 , 商 地 崇 , 今 井 啓 道 , 館 政 弘 , 山 田 敦 , 田 熊
消 継 , 小 池 燕 , 遠 藤 智 之 , 篠 浮 洋 太 郎
9 6 % 広 範 田 扶 太 傷 小 児 例 に 刈 す る 同 種 皮 愉 移 柚 の 絲 験
熱 傷  3 2 ( 3 ) : 1 3 7  1 4 4 , 2 0 0 6
力 山 嫉 量 広 , 述 藤 智 之 , ル 1 内 聡 , 北 條 仙 子 , 上 藤 大 介 , 小 林 道 4 Ξ , 野 村 亮 介 , , ・ 1 ・ .
川 敦 寛 , 壱 井 義 光 , 赤 1 " E ' 紀 , 黒 田 術 , 田 f 娠 沽 継 , 佐 々 木 淳 一 ' , 赤 イ i 敏 , 篠 洋
洋 太 郎
特 発 性 縦 隔 気 唾 の 3 例
宮 城 県 救 急 医 療 研 究 会 軌 誌  9 ( 2 ) : 2 7 - 2 9 , 2 0 0 8
川 口 典 彦 , 小 林 道 生 , 工 藤 大 介 , 山 内 聡 , 遠 藤 智 之 . , 北 條 仙 子 , 野 村 亮 介 , , ・ 1 ,
川 敦 寛 , 菅 井 義 光 , 冰 細 昌 紀 , 黒 田 宙 , 佐 々 木 淳 一 , 1 1 1 熊 沽 継 , 赤 石 敏 , 篠 澤
洋 太 郎
シ ー ト ベ ル ト 外 偽 に よ り 緊 急 j 肖 村 を 施 行 し た 2 例
' 宮 城 県 救 急 医 療 研 究 会 卿 誌  9 ( 2 ) : 3 0  3 3 , 2 0 0 8
T 、 際 大 介 , 佐 々 木 淳 ・ , ヰ ・ ・ 川 效 寛 , 田 熊 沽 継 , 述 藤 智 之 , 野 村 亮 介 , 篠 澤 洋 太
郎
早 期 商 気 圧 触 素 療 法 に よ り 救 命 し 得 た 心 肺 停 止 減 圧 症 の 1 例














































篠 沢 洋 太 部 , 石 引 久 弥 , 相 川 直 樹
遍 症 感 染 症 , イ ン テ ン シ ブ ・ ケ ブ に 必 要 な 柴 剤 と そ の 選 択
消 化 器 外 1 斗  1 0 四 ) : 1 3 0 8  - 1 3 1 2 , 1 9 8 7
篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 直 樹 , 阿 部 令 彦
ハ イ リ ス ク 態 、 者 の 救 急 、 , 救 急 , 患 者 の り ス ク 計 価
赦 急 除 学  1 2 ( フ ) : 7 9 3  - 8 0 0 ,  1 9 8 8
篠 沢 洋 太 郎 , 安 際 憎 血 & , 相 川 直 樹
各 神 兆 " 震 に お け る 輸 液 の あ り 力 , 術 中 , 術 後 の 輸 液
m e d i c i n a  2 5 a 3 ) : 2 8 3 2  2 8 3 3 ,  1 9 8 8
篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 1 酬 射 , 安 藤 暢 敏 , 小 U _ 1 恭 正 , 阿 部 令 彦
外 科 臨 床 に お け る 病 態 別 栄 養 , 重 症 感 染 症 お よ び M O F の 栄 養 管 理
臨 床 外 科  U ( 5 ) : 6 3 3  6 4 0 , 1 9 8 9
篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 伯 1 封 , 安 藤 1 陽 敏 , 山 木 修 _ ' , 阿 部 令 彦
消 化 管 穿 孔 , 消 化 管 穿 孔 の 合 併 症 と f 後
1 顎 床 消 化 排 1 人 J 科  4 ( 1 0 ) : 1 6 3 5 - 1 6 4 6 ,  1 9 8 9
篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 直 樹 , 安 喋 暢 敏 , 石 引 久 弥 , 阿 部 令 彦
救 命 救 急 の 実 際 , 熱 傷
診 断 と 治 療  7 7 a o ) : 2 6 別 ・ 2 6 8 4 , 1 9 8 9
救 急 看 護 の 基 礎 技 術 , 体 液 智 迅 ,
E m e r g e n c y  n u r s i n g  2 ( 5 ) : 4 5 2 - 4 5 5 ,  1 9 8 9
篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 遠 藤 昌 夫 , 阿 部 令 彦
消 化 器 外 科 懲 、 者 の 経 腸 栄 養 管 即 に お け る P 北 f a Ⅱ
J J P E N  1 2 ( 2 ) :  B 9 - 1 4 3 , 1 9 9 0
篠 沢 洋 太 郎 , 扣 川 直 樹 , 安 艇 1 揚 敏 , 菊 永 裕 行 , 森 俊 鳳 , 阿 部 令 彦
呼 吸 不 令 治 療 の 問 接 的 ア プ ロ ー チ , 抗 炎 症 ・ 免 疫 の 面 か ら
I C U  と  C C U  1 4 a o ) : 9 2 5  9 3 5 , 1 9 9 0
篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 阿 部 令 彦
シ ョ ッ ク ー 病 態 研 究 ・ 治 療 の 妓 Ⅲ 絲 宋 カ テ コ ー ル ア ミ ン , α , β ブ ロ ッ カ ー
救 急 医 学  1 4 a D  : 1 3 鉐  1 3 6 7 , 1 9 9 0
篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 阿 部 令 彦
シ ョ ッ ク ー 病 態 研 究 ・ 治 療 の 妓 前 線 利 尿 剤 と A N P
救 急 医 , γ  1 4 ( 1 1 ) : 1 3 8 0  - 1 3 8 2 , 1 9 9 0
篠 沢 洋 太 郎 , 安 膝 暢 敏 , 愛 甲 聡 , 阿 部 令 彦
外 , H 拘 侵 襲 と 生 体 ・ 岐 近 の ' 題 一 ・ 各 種 ホ ル モ ン の 変 化
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篠沢洋太郎,相川直樹
ショックと愉液療法














篠 沢 洋 人 鄭 , 佐 々 人 淳 一 , 今 枝 博 之 , 相 川 直 樹 , 旺 ゆ 靴 青 継 , 茂 木 止 青
食 道 ・ 胃 異 4 刎 徐 去 法
E m e r g e n c y  n w ' s i n g  5 a 2 ) : 1 0 6 2  1 0 6 5 , 1 9 兜
篠 沢 洋 人 郎 , 相 川 直 樹
致 死 的 救 急 j 突 恕 、 ー そ の 木 態 と 対 策  D I C
n a n o G I G A  2 ( 2 ) : 1 9 4 - 1 9 9 , 1 9 9 3
篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 直 樹
多 臓 器 障 奔
外 科 診 療  6 8 ( 5 ) : 1 0 6 3 - 1 0 6 8 ,  1 9 9 3
篠 沢 洋 太 郎 , 菊 永 裕 行 , 森 俊 雄 , 相 川 辿 樹 , 北 島 政 樹
フ リ ー ラ ジ カ ル
救 急 、 医 学  1 7 ( 8 ) : 9 4 8 - 9 5 3 ,  1 9 9 3
篠 沢 汗 太 郎 , 藤 島 清 太 郎
熱 傷 患 者 の 病 態 と サ イ ト カ イ ン
医 学 の あ ゆ み ] 6 7 ( 8 ) : 6 4 5 , 1 9 船
篠 沢 洋 太 郎 , 際 島 リ , 太 郎 , 佐 々 木 淳 一 , Ⅱ 1 川 心 樹
A R D S  と  C h a η i c a l  m e d i a t m ' S
n a n o G I G A  2 a 2 ) ■ 0 6 0 - 2 0 6 6 , 1 9 鰐
篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 直 樹 , 安 藤 暢 敏 , 小 沢 壮 治 , 菊 永 裕 行 , 森 俊 雄 , 北 1 1 b 正 針 討
外 科 侵 襲 と フ リ ー ラ ジ カ ル
侵 製 と 免 疫  3 ( D  : 1 1 - 1 8 ,  1 9 9 4
篠 沢 洋 太 郎 , 村 ・ υ 1 1 辿 1 封
症 候 別 内 科 エ マ ー ジ ェ ン シ ー シ , ツ ク
m e d i c i n a  3 1 a の : 2 0 7 3  2 0 7 5 ,  1 9 財
篠 沢 洋 太 郎 , 田 熊 清 継 , 相 川 旧 樹
熱 傷 シ , ヅ ク 期 の 病 態 と 循 環 管 理
外 科 診 療  3 7 ( D  : 9 ・ B , 1 9 鮖
篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 、 心 島 渚 太 郎 , 旺 禎 断 占 継 , 佐 々 木 淳 一 , ' 1 ・ U " 直 樹
感 染 性 シ ョ ッ ク
冶 療  7 フ ( 2 ) : 4 2 4 - 4 2 8 ,  1 9 9 5
篠 沢 洋 太 部 , 安 藤 暢 敏
不 可 欠 ア ミ ノ 触 と し て の ア ル ギ ニ ン
医 口 を の あ ゆ み  1 7 3 ( 5 ) : 3 8 3 - 3 8 6 , 1 9 鮖
篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 相 川 直 樹 , 北 島 政 樹
術 後 合 併 症 と そ の 治 療 S I R S































































篠 澤 洋 太 郎 , 相 川 直 樹
救 急 疾 患 治 療 の 竝 近 の 進 歩 1  高 サ イ ト カ イ ン 血 症
冶 療 学  3 ] ( 8 ) : 9 7 2 - 9 7 8 , 1 9 9 7
ブ ル ギ ニ ン 昭 床 使 用 の 現 況
医 学 の あ ゆ み  1 8 3 ( 9 ) : 7 3 7 7 4 2 , 1 9 9 7
熱 偽 の 鋏 静 , 疹 痛 管 埋 の 注 意 点 に つ い て
臨 床 麻 酔  2 2 a ) : 7 3  7 4 , 1 9 9 8
篠 洋 洋 太 郎 , 田 熊 清 継
熱 傷 敗 血 症 の 柄 態
L I S A  5 ( 2 ) : 1 3 4  1 4 2 , 1 9 9 8
篠 澤 洋 太 郎 , 藤 島 清 太 郎 , 佐 々 人 淳 一 , 山 崎 元 靖 , 相 川 直 樹
気 道 剣 寸 牙 の } 丙 j 意 と n 乎 吸 管 赳 !
染 中 治 療  1 0 ( 2 ) : 1 4 3 - 1 5 1 , 1 9 9 8
篠 澤 洋 太 郎 , 田 熊 清 継 , 相 川 直 樹
広 範 囲 熱 傷 と 敗 血 症
日 外 会 誌  9 9 a ) : 3 1 - 3 9 , 1 9 9 8
篠 澤 洋 太 郎 , 藤 島 清 太 郎 , 佐 々 人 淳 一 , 山 崎 元 靖 , 村 1 川 直 樹
抗 サ イ ト カ イ ン 療 法 の 現 況 と 将 来
小 物 試 利 ・ 分 析  2 1 ( 2 ) : 1 3 0  1 4 1 , 1 9 9 8
外 科 感 染 症 の  C D c  c r i t e r i a
外 科  6 0 ( 8 ) : 9 1 3 - 9 1 5 ,  1 9 9 8
篠 澤 洋 太 鄭 , 藤 島 清 太 郎 , 相 川 偵 樹
敗 l m 症 シ ョ ッ ク ,  M O F  と ス テ ロ イ ト
化 学 療 法 の 領 域  1 4 四 ) : 4 1  四 , 1 9 9 8
篠 浮 洋 太 郎 , 相 川 直 樹
シ ョ ッ ク ー 廓 球 に お け る 最 新 の 動 恂 敗 血 症 性 シ ョ ッ ク
" 本 医 市 新 報 謁 7 9 : 2 1  2 7 , 1 9 9 8
篠 澤 洋 太 郎 , 藤 島 清 太 郎 , Ⅱ _ 1 崎 元 靖 , 関 根 和 彦 , 三 村 琢 也 , 相 川 直 樹
多 厳 器 不 全 の 発 牛 機 庁
臨 床 外 科  5 9 四 ) : 1 1 1 1  1 1 1 7 , 1 9 9 8
篠 澤 洋 太 郎 , 藤 島 沽 太 郎 , 佐 々 木 淳 ・ ー , 山 崎 元 姑 , 相 川 匡 井 耐
集 中 冶 療 と サ イ ト カ イ ン
集 中 治 療  1 0  ( 臨 ) :  e 2 1 1 ・ ・  e 2 2 1 , 1 9 9 8
愉 液 品 法 の U 的 と 適 応






























































重 症 病 見 凱 こ お け る ア ル ギ ニ ソ 使 用
医 学 の あ ゆ み  1 9 8 a 3 ) : 1 0 3 1 - 1 0 3 5 , 2 0 0 1
ペ ニ シ リ ン 系 抗 菌 薬 の 冉 評 価  S I R S の 概 念 に よ る 敗 血 症 治 療 の 立 場 か ら
臨 床 と 微 生 物  2 9 a ) : フ ] ー フ 9 , 2 0 呪
敗 血 症 性 シ , ヅ ク ( s e p t i c  s h o d o
感 染 症 と 化 学 療 法  6 ( 2 ) : 3 8 - 4 1 , 2 0 0 2
商 度 侵 襲 手 術 に お け る S I R S と ス テ ロ イ ド 投 与
貯 ' 床 外 科  5 7 ( フ ) : 9 3 1 - 9 3 7 , 2 0 0 2
篠 澤 洋 太 郎 , 小 池 熱
C A R S  は 存 在 す る の か 一 T h l ・ T h 2  何 " 斤 の U p t o d a t e -
Π 本 腹 部 救 急 氏 学 会 刈 歸 志  2 2 ( 6 ) : 8 7 9  8 8 5 , 2 0 0 2
熱 傷 の 重 症 度 分 類 と 分 類 に よ る 治 療 戦 略
小 児 夕 仟 斗  3 4 ( 1 の : 1 2 2 2  1 2 2 8 , 2 0 0 2
篠 洋 汗 太 郎 , 小 池 " 嶬 , 吉 井 宏 , 相 川 直 樹
外 傷 と  D I C
医 薬 の 門  4 2 ( 6 ) : 8 1 2  8 1 9 , 2 0 呪
ア ル ギ ニ ン の 効 果 と 品 1 Ⅱ 乍 用
J J P E N  2 4 ( 1 2 ) : 6 9 1  6 9 8 , 2 ( 川 2
食 道 破 裂 を 疑 う
m e d i c i n a  4 0 ( 4 ) : 6 7 5 - 6 7 フ , 2 0 船
篠 淫 井 羊 太 郎 , 小 池 燕 , 金 塚 完 , 本 郷 道 夫 , 山 田 章 古
東 北 大 学 の 卒 後 臨 床 研 修 プ ロ グ ラ ム
救 急 、 . 架 小 治 療  1 5 a o ) : 1 0 2 7 1 0 3 2 , 2 0 0 3
篠 洋 汀 三 人 郎 , 小 池 燕
出 血 性 シ ョ ヅ ク と 虚 血 再 畊 t 流 の 病 態 と 最 新 治 療
日 外 会 誌  1 1 4 a 2 ) : 8 3 5  8 3 9 , 2 0 0 3
救 急 患 者 に お け る 粲 急 検 査
綜 介 晦 j 人  5 3 ( S U P P 1 ン  1 7 フ - 1 7 9 , 2 0 叫
篠 澤 洋 太 郎 , 木 山 節 郎 , 佐 藤 篤 司 , 小 野 寺 久
資 料 : ス テ ロ イ ト 長 期 投 ぢ ・ 疾 想 、 と 艘 部 救 急 、 疾 悲 、
Π 本 腹 部 救 急 医 学 会 雑 誌  2 4 : 5 9 5 - 5 9 9 , 2 0 0 4
篠 澤 洋 太 郎 , 田 熊 沽 継 , 遠 愁 智 之 , 小 池 燕
F l u i d  R e s u s c i t a t i o n  の 進 歩 重 度 外 傷


































Systemic inaan〕n〕atory response syndrome (SIRS)
救急氏学 31(3):323,2007
術後・救危寸牙病恕■・における急件呼吸不全



























前 中 由 巳 , 宮 川 健 , 茂 木 正 寿 , 篠 沢 洋 太 郎
胸 部 の 鈍 的 外 傷
外 科  3 8 ( 1 2 )  1 3 4 0  - 1 3 5 0 , 1 9 7 6
山 本 修 三 , 宮 川 健 , 茂 木 正 方 , 折 井 正 傅 , 青 木 清 一 , 篠 沢 洋 太 郎 , 須 藤 政 彦
十 二 指 腸 後 腹 膜 破 裂 一 術 前 診 断 と 空 腸 柴 膜 パ ヅ チ 法 を 中 心 と し て
日 本 救 急 医 学 会 誌  3 ( 3 ) : 9 1 ・ ・ 9 8 , 1 9 7 6
山 本 修 三 , 宮 川 健 , 茂 木 正 寿 , 篠 沢 洋 太 郎 , 前 中 山 巳 , 須 藤 政 彦
重 度 外 偽 と 輸 液
災 害 医 学  1 0 ( 3 ) : 2 四 ・ 2 1 5 , 1 9 7 フ
茂 木 正 寿 , Ⅱ _ 1 本 修 三 , 宮 川 健 , 篠 沢 洋 太 郎 , 今 井 迷 郎 , 須 藤 政 彦
大 腸 損 傷 手 術 々 式 の 検 討 を 中 心 に
災 害 医 学  1 0 ( 6 ) : 4 2 7 - 4 3 2 , 1 9 7 フ
掛 j 川 軍 夫 , 安 藤 暢 敏 , 犬 野 洋 , 篠 沢 洋 太 郎 ,  h 木 克 憲 , 波 辺 良 友
食 道 掘 術 後 合 併 症
外 科 診 療  2 0 ( 1 山 : 1 2 1 8  1 2 2 2 , 1 9 7 8
石 引 久 弥 , 相 川 直 樹 , 安 際 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎
細 菌 性 シ , ヅ ク に お け る 嫌 気 性 菌 の 問 題
臨 床 外 1 斗  3 4 ( 1 ) : 3 9 - 4 6 , 1 9 7 9
相 川 仙 オ 封 , 石 引 久 弥 , 篠 沢 洋 太 郎 , 山 田 好 則 , 山 本 修 三 , 茂 木 正 力 , 須 藤 政 珍
手 ・ 術 と 抗 生 物 質 の 処 力
甑 床 夕 仟 斗  3 4 四 ) : 1 3 9 1  1 3 9 9 , 1 9 7 9
掛 川 陶 { 火 , 石 引 久 弥 , 吉 野 ・ , 窄 ・ , 安 心 1 陽 敏 , 熊 井 浩 一 郎 , 篠 沢 洋 太 郎 , 天 野 ' 洋 ,
青 木 兇 建 , 渡 辺 良 友
下 部 食 道 曠 門 焔 の 手 術
日 木 侶 到 太 外 科 医 学 会 雑 誌  4 0 ( 5 ) : 8 6 8 一 部 2 , 1 9 7 9
掛 J Ⅲ 那 夫 , 安 ル 和 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 吉 木 克 憲 , 熊 井 浩 一 郎 , 春 1 1 , 1 克 郎 , 六 野 1 雁
, 石 引 久 弥 , 阿 部 令 彦
下 部 食 道 ・ 1 噴 門 癌 の 下 術 乎 術 術 式 の 還 択
消 化 器 外 科  2 a の : 1 4 3 3 ・ ・ 1 4 3 9 , 1 9 7 9
相 川 直 樹 , 安 藤 暢 敏 , 米 川 市 , 篠 沢 洋 太 郎 , 石 引 久 弥 , 掛 川 暉 大 , 阿 部 令 彦
外 科 術 後 の シ , ヅ ク の 治 療
M e d i z i n  v o n  h e u t e  6 2 : 3 9 9 一 如 7 , 1 9 8 0
安 藤 暢 敏 , 篠 沢 汗 太 郎 , 相 川 直 樹 , 阿 部 令 彦
治 療 の 実 際 ー シ ョ ヅ ク と  M u l t ゆ l e  o r g a n  F a i 1 Ⅷ 、 e -


























































吉 井 宏 , 山 本 修 二 , 茂 木 正 寿 , 篠 沢 洋 太 郎 , 須 應 政 彦
救 急 症 候 か ら X 線 診 断 腹 部 外 傷
総 合 臨 床  3 3 ( 3 ) : 5 7 8 - 5 8 4 , 1 9 8 4
茂 木 正 寿 , 山 木 修 三 , 篠 沢 洋 太 郎 , 古 井 宏 , 三 角 隆 彦 , 須 藤 政 彦
外 傷 3 . 腰 部 一 畔 ・ 十 二 指 腸 損 傷 , 胆 艇 ・ 胆 管 損 傷 一
外 科  4 6 ( 4 ) : 3 7 4 - 3 7 9 , ] 9 8 4
吉 井 宏 , 山 木 修 三 , 茂 木 正 青 , 篠 沢 洋 太 郎 , 須 藤 政 彦
胖 外 傷
外 科 診 療 ( 4 ) : 妬 9 - 4 7 4 ,  1 9 8 4
茂 木 止 寿 , 川 木 修 三 , 篠 沢 洋 太 郎 , , ! f 井 宏 , 三 角 隆 彦 , 波 辺 千 冬 , 岩 井 敦 志 ,
須 藤 政 彦
小 児 の 肝 破 裂
救 急 氏 学  8 ( 5 ) : 5 9 3 - 5 9 8 , 1 9 8 4
山 本 修 三 , 茂 木 正 寿 , 篠 沢 洋 太 郎 , 古 井 宏 , 井 戸 邦 節 . , 平 松 京
救 急 医 療 に お け る 画 像 診 断 腹 部 外 偽
臨 床 放 牙 縣 泉  2 9 ( 6 ) : 6 8 9  的 5 , 1 9 8 4
吉 井 宏 , 山 本 修 三 , 茂 木 正 方 , 篠 沢 洋 太 郎 , 須 藤 政 彦
腹 部 大 血 管 損 傷
救 急 医 学  8 a の : 1 5 2 9 - 1 5 3 4 , 1 9 8 4
吉 井 宏 , 茂 木 正 寿 , 篠 沢 洋 太 郎 , 山 木 修 、 三
急 牲 腹 症 の C T 検 査
臨 床 医 Ⅱ a ) : 9 0  9 3 , 1 9 部
吉 井 宏 , 山 本 修 三 , 茂 木 正 力 , 篠 沢 洋 太 郎 , 須 膝 政 彦
腹 部 の 超 片 波 診 断
I C U  と  C C U  9 a ) : 9  1 7 ,  1 9 8 5
田 小 裕 , 茂 木 正 力 , 篠 沢 洋 太 郎 , 六 井 宏 , 森 光 生 , 木 村 昭 夫 , 山 木 修 二
急 性 腹 症 の 腹 部 単 純 X 線 写 点 に よ る 診 断
臨 床 消 化 排 内 科  1 ( 5 ) : 5 1 3  5 2 4 , 1 9 8 6
茂 木 正 寿 , 山 本 修 _ Ξ , 篠 沢 洋 太 郎 , 吉 井 宏 , 須 愁 政 彦
腹 部 外 傷 診 療 上 の  P i 仕 a Ⅱ
小 児 外 科  1 8 ( 6 ) : 印 9 - 7 0 4 , 1 9 8 6
安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 人 島 J 早 , 大 商 均 , 田 十 " 羊 一 郎 , , 捌 需 逹 一 郎 , 北 野 光 秀 ,
阿 部 令 彦
食 道 掘 i 術 , ・ 1 ・ ・ ・ 術 後 の 輸 液 ・ 栄 養





























































相 川 確 樹 , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 郎
救 急 , 恐 者 の ス コ ア シ ス テ ム
診 断 と 治 療  7 フ ( 1 0 ) : 2 3 9 8  2 4 俳 ,  1 9 8 9
相 川 ゛ 井 針 , 篠 澤 洋 太 郎 , 佃 熊 清 継
早 期 切 除 ・ 松 皮 術
于 ・ 術  U ( 5 ) : 5 0 7  5 1 3 ,  1 9 9 0
田 熊 袖 継 , 相 川 凾 1 封 , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 郎
熱 傷 の 診 断 , 初 期 治 療
汀 P E N  1 2 ( フ ) : 8 7 7  8 8 3 , 1 9 9 0
相 川 適 樹 , 篠 沢 洋 太 郎 , 田 熊 清 継 , 堀 進 悟
重 症 熱 傷 の 治 療 成 紬 と 外 科 的 治 療
診 断 と 治 療  7 8 ( 8 ) : 2 0 2 9 - 2 0 3 2 ,  1 9 9 0
村 ・ υ 1 Ⅲ 工 1 對 , 田 熊 沽 継 , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 郎
熱 傷 悲 、 者 の M R S A 感 染 症
染 中 治 療  1 2 a 2 ) : ] 3 6 3 - 1 3 7 0 , 1 9 9 0
田 熊 沽 継 , 相 川 直 樹 , 堀 巡 悟 , 篠 沢 洋 人 郎
感 染 対 策
救 急 医 学 ] 4 a 2 ) : 1 4 7 3 - 1 4 7 9 , 1 9 9 0
相 川 直 樹 , 堀 進 悟 , 篠 浮 洋 太 郎
感 染 竹 シ " ヅ ク
カ レ ン ト テ ラ ピ ー  8 a 2 ) : 1 9 4 6 - 1 9 5 0 , 1 9 9 0
A Ⅱ 毅 W a  N ,  w a k a b a y a s h i  G ,  u e d a  M ,  s h i n o z a w a  Y
R e g u ] a t i o n  o f  r e n a 1  1 U n c t i o n  i n  t h e r m a 1  1 n j 磁 ' y
J  T r a u m a  3 0 a 2 ) :  S 1 7 4  S 1 7 8 , 1 9 9 0
相 川 直 樹 , 堀 進 悟 , 篠 澤 洋 太 郎
重 症 感 染 症 の 合 併 症 対 策 の 突 際
M e d i c a l  p r a d i c e  8 ( 4 ) : 5 3 7 - 5 4 2 , 1 9 9 1
相 川 直 樹 , 篠 澤 洋 太 郎
熱 傷 ・ 一 早 期 功 1 徐
外 科 診 療  3 3 ( 3 ) : 3 2 9 - 3 3 4 ,  1 9 9 1
安 ル 劃 暢 敏 , 篠 沢 洋 人 郎 , 愛 甲 聡 , 北 川 雄 光 , 森 俊 雄 , 阿 部 令 彦
高 齢 名 の 胸 部 食 道 掘 と そ の 治 療
Π 気 食 会 帳  4 2 ( 2 ) : 鮖  9 9 ,  1 9 9 1
相 川 直 樹 , 堀 進 悟 , 篠 澤 洋 太 郎 , 若 林 剛
鼎 W 易 の 病 態 解 析 の 進 歩 ・ 一 熱 偽 シ , ヅ ク の 病 態 を 小 心 に ー ・



























































安 際 暢 敏 , 小 浮 壮 治 , 今 津 嘉 宏 , ' ・ ト 川 基 人 , 佐 嫌 道 火 , 篠 沢 洋 太 郎 , 北 島 政 1 封
胸 部 に 浸 淵 し た 頚 部 食 道 癌 の 切 除 ・ 再 建 一 D o o r o p e n 法
予 術  4 7 ( 8 ) : 1 2 部  1 2 9 0 , 1 9 9 3
堀 進 悟 , 〒 田 俊 弥 , 田 熊 清 継 , 篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 1 白 オ 肘
低 体 温
外 科  5 5 a D  : 1 2 0 9  1 2 H ,  1 9 9 3
樹 川 直 樹 , 篠 澤 洋 太 郎 , 田 熊 沽 継 , 堀 進 悟
一 般 外 科 患 者 に お け る 鄭 治 性 細 菌 感 染 症
Π ポ 晦 床  5 2 ( 2 ) : 4 6 8 - 4 7 3 ,  1 9 9 4
側 川 直 樹 , 若 林 剛 , 篠 澤 洋 太 郎 , 藤 島 淌 太 郎 , 堀 進 悟
多 臓 器 不 全 の メ デ ィ エ イ タ 対 策 一 抗 サ イ ト カ イ ソ 療 法 を ヰ 上 心 に
散 急 医 ツ 、  1 8 ( 3 ) : 3 7 3 - 3 7 6 , 1 9 9 4
若 林 剛 , 島 " b 七 秀 , _ k 田 政 和 , 篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 伯 1 樹 , 北 宮 ル 女 1 封
、 重 症 忠 者 の 病 態 牛 , 到 ! ・ ホ ル モ ソ ・ サ イ ト カ イ ン の 面 か ら
リ 三 , ・ 1 ・ , 治 療  6 ( フ ) : 6 6 3  6 7 0 , 1 9 9 4
安 ル 扣 陽 敏 , 小 澤 壮 治 , 篠 崎 浩 治 , 辻 ・ 一 平 , 篠 沢 洋 太 郎 , 北 島 政 樹
D o o r o p e n 法 に よ る 頚 胸 境 界 部 食 道 癌 の 切 除 と り ン パ 節 郭 清
手 術  4 8 四 ) : 1 2 部 一 1 2 9 0 , 1 9 9 4
小 澤 壮 治 , 安 藤 暢 敏 , 篠 澤 洋 太 郎 , 北 島 政 樹
併 存 疾 態 、 を も つ 食 道 癌 患 者 の 手 術 適 応 と 周 術 瑚 管 即 の 妾 点
・ ・ ・ 肝 , 腎 機 盲 E イ 氏 下 を 中 心 に ー
外 科  5 6 四 ) : 兜 1 ・ ・ 9 2 7 , 1 9 9 4
小 泉 淳 , 篠 沢 洋 太 郎
疾 恐 別 粲 急 検 査 の 実 際 急 性 腹 症
I N N E R V I S I O N  9 ( 1 0 ) : 5 4  田 ,  1 9 9 4
安 ル 和 陽 敏 , 小 沢 壮 治 , 三 人 浩 栄 , 諏 訪 述 志 , 篠 沢 洋 太 郎 , 北 島 政 樹
頸 部 に お け る 食 通 ・ 胃 管 / 結 場 器 械 吻 介 術
臨 床 外 科 四 ( 1 山 : 1 2 3 3 ・ ・ 1 2 4 0 , 1 9 9 4
野 崎 博 之 , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤 島 清 太 郎 , 相 川 直 樹
東 京 地 下 鉄 サ リ ン 事 件 ・ 災 , ! { 医 療 と サ リ ン 小 毒 の 治 療
救 急 医 学  1 9 a 2 ) : 1 7 8 9 - 1 7 9 2 , 1 9 野
佐 々 木 浮 ・ , 篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 辿 樹
丁 術 法 3 . 創 偽 処 置 と 舶 皮 法







































Emergency Nursing 増: N2-147,1998
嚇島沽太郎,篠沢洋太郎,堀進悟,相JⅢ貞樹
各極臓器不企の治号E法に関する新知見一急f■柿傷霄を中心に

















伊 藤 規 雄 , 篠 洋 洋 太 郎
. 急 性 循 環 不 全 の ・ 甲 症 度 の 評 価 一  1 ,  S C O P E  3 8 ( 4 ) : 2 0  2 1 , 1 9 9 9
. 急 性 循 環 不 全 の i 丘 症 度 の H 平 価 一  2 ,  S C O P E  3 8 ( 5 ) : 2 0 - 2 1 , 1 9 9 9
. 急 性 循 環 不 全 の 電 症 度 の ヨ 平 佃 i - 3 ,  S C O P E  3 8 ( 6 ) : 2 0 - 2 1 , 1 9 9 9
. 急 性 循 環 不 令 の 重 症 度 の 評 価 一  4 ,  S C O P E  3 8 ( フ ) : 2 0 ・ ・ 2 1 , 1 9 四
. 急 性 循 球 不 全 の 電 症 度 の i 乎 価 一 ま と め ,  S C O P E  3 8 ( 8 ) : 1 8 ・ ・ 1 9 , 1 9 9 9
太 山 良 雛 , 伊 藤 規 節 . , グ 訂 藤 敏 光 , 篠 澤 洋 太 郎
小 心 ゛ 御 脈 栄 養
内 科  8 3 ( 6 ) : 1 0 5 5  1 0 5 7 , 1 9 9 9
太 田 良 蹴 , 伊 藤 規 鰯 . , 佐 飲 敏 光 , 篠 洋 洋 太 郎
止 血 法
救 急 、 医 学  2 3 ( 励 : 5 仭 一 5 H , 1 9 9 9
太 田 良 雄 ,  g 打 藤 規 雄 , 佐 藤 敏 光 , 篠 澤 洋 太 郎
場 閉 塞
救 急 医 学  2 3 a の : 1 3 6 5  1 3 6 8 , 1 9 9 9
太 田 良 雄 , 伊 藤 規 緋 , 佐 藤 敏 光 , 篠 浮 洋 太 郎
急 性 腹 症
G e r i a t r i c  M e d i d n e  3 7 a o ) : 1 4 腿 一 1 4 6 8 , 1 9 四
太 Ⅱ 1 良 雄 , 伊 藤 規 雄 , 佐 藤 敏 光 , 篠 澤 洋 太 郎
救 急 外 来 で の 怜 血
診 断 と 治 療  8 8 ( 5 ) : 7 9 1 - 7 9 6 , 2 0 0 0
人 田 良 雛 , 伊 熊 規 雄 , 佐 峡 敏 光 , 篠 滞 洋 太 郎
十 厶 指 腸 憩 室
臨 床 消 化 器 内 科  1 5 四 ) : 1 2 1 7  1 2 2 2 , 2 0 0 0
太 田 良 雄 , 伊 藤 規 雄 , 佐 藤 敏 光 , 篠 浮 汗 太 郎
イ レ ウ ス 管 挿 入
救 急 医 学  2 4 a o ) : 1 3 5 9 - 1 3 備 , 2 0 0 0
島 崎 修 次 , 幽 中 秀 治 , 青 山 久 , 安 瀬 正 紀 , 鵜 飼 卓 . , 大 谷 津 恭 之 , 川 井 真 , 斎 喋
大 蔵 , 増 浬 予 茂 , 篠 沢 洋 太 郎 , 鈴 人 幸 ・ ・ ・ 郎 , 原 田 娜 ' , 福 西 健 至 , 辺 見 弘 , 本 n ・ ; 1
賢 一 ー , 迎 仲 彦 , 欠 永 博 子 , 行 岡 哲 男
< 資 料 > ス キ ン バ ン ク の 運 悩 下 測 置 基 凖
1 _ 1 本 熱 傷 ツ ^ 会 会 誌  2 6 ( 5 ン  6 4  7 2 , 2 0 0 0
塚 木 茂 樹 , 佐 際 雅 栄 , 佐 緜 敏 光 , 篠 洋 洋 太 郎
吐 血 の 緊 急 、 止 血 法


















救急、・染中帷陽f 13d曽): e89 e92,2001
伊藤規雄,篠澤洋太郎








































田 熊 清 継 , 小 池 燕 , 篠 澤 洋 太 郎
地 域 内 で の 救 急 棲 み 分 け 力 式 の 長 加 と 今 後 の 方 向 性
救 急 医 学  2 9 : 1 1 田  H 6 6 , 2 0 備
野 村 亮 介 , 篠 浮 洋 太 郎
食 道 ・ ト ' 竹 池 化 管 ( 胃 ・ 十 二 指 腸 ) 穿 孔
外 科 治 療  9 3 : 6 2 0  6 2 7 , 2 0 0 5
小 池 戴 , 遠 藤 智 之 , 田 1 追 淌 継 , 篠 澤 洋 太 郎
< 縦 告 >  1 、 s u r v i v i n g  s e p s i s  c a m p a i g n _ 」 に つ い て
宮 城 県 救 急 氏 療 和 1 究 会 雑 誌  6 ( 2 ) : 3 5  3 7 , 2 0 0 5
田 熊 清 継 , 篠 澤 洋 太 郎
熱 傷 の 感 染 対 策
救 急 医 学  3 0 : 2 0 3 - 2 1 0 , 2 0 0 6
山 内 聡 , 篠 澤 汗 太 郎
止 血 法
外 科 治 療 舛 : 3 9 5  如 0 , 2 0 0 6
遠 藤 智 之 , 篠 澤 洋 人 郎
A E D を 用 い 九 C P R 手 順 の 突 際
モ ダ ン フ ィ ジ シ ャ ン  2 6 : 1 6 3 7  1 6 4 3 , 2 0 0 6
遠 際 智 之 , 篠 澤 洋 人 郎
② . ガ イ ド ラ イ ン 2 0 備  5 . プ ナ フ ィ ラ キ シ ー
日 木 内 科 学 会 剣 t 誌 怖 : 2 4 6 3 - 2 4 認 , 2 0 0 6
佐 々 木 淳 一 ・ , 藤 島 清 太 郎 , 篠 澤 汗 人 郎 , 相 川 辿 樹
ス テ ロ イ ド 薬 一 感 染 症 治 療 に お け る ス テ ロ イ ド 薬 の 位 羅 づ け ー
Π 本 晦 床 儒 ● 1 5 - 3 1 9 , 2 0 俳
赤 坂 純 逸 , 布 施 昇 男 , 佐 々 木 淳 ・ ・ ・ , 金 光 啓 二 , 出 林 恍 ・ , 篠 澤 洋 太 郎 , 賀 来 満
大
I C D か ら み た 貞 菌 感 染 対 策 一 診 断 か ら 治 療 ま で の 総 合 戦 1 略 一
化 学 療 法 の 領 域  2 3 : 8 3 - 8 8 , 2 0 俳
山 内 聡 , 篠 汗 洋 太 郎
( わ か り や す ぃ 輸 液 管 理 Q & A ) 1 5 . 敗 血 症 シ ョ ッ ク 恕 、 者 の 怜 液 管 埋
救 急 , 1 1 ミ . , や 治 療  1 9 a  ・  2 ) : 9 9  ] 0 3 , 2 0 俳
1 藤 人 介 , 篠 洋 洋 太 郎
( 熱 傷 治 療 ガ イ ド 2 0 0 7 )  3 . 熱 傷 の 病 態 消 化 器 系 レ 消 化 器 介 併 症 を 小 心 に
救 急 抄 ミ 学  3 1 : 7 6 2  7 6 3 , 2 0 俳

























































集 小 治 療 と 検 査  D I C  ( 篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 波 辺 清 明 )
N e e d s  &  s e e d S  2 ( D  , 1 9 9 3
シ ョ ッ ク 慰 、 者 管 理 と ド ブ タ ミ ン
E x c e l ・ p t a  M e d i c a  L i t e r a t u t e  R e v i e w  N O . 2 , エ ク セ プ タ . メ テ " イ カ , 1 9 9 5
サ ハ リ ン 北 部 震 災 支 援 活 動  f 備 調 査 を 終 え て サ ハ リ ソ  a 9 鮖 年 7 月 )
K E I 0  医 学 部 ・ 病 院 ニ ュ ー ス  N O . 1 5 2  ' 9 5 / 1 0 月 号
手 術 侵 襲 と D I C , D I C 準 備 状 態 の 診 断 の た め に
D I C  と そ の 対 策 外 科 編  N O . 1 , 協 和 企 画 , 1 9 9 5
鼎 ゞ 冴
M E D I C A M E N T  N E W S  1 5 3 2 号 , ラ イ フ ・ サ イ エ ン ス , 1 9 9 6 年 1 2 月 1 5
ア ル ギ ニ ン
N U T R O T H E R A P Y  2  号 ,  P 1 3 , 1 9 9 8
( 質 疑 応 答 ) 熱 傷 の 鎮 静 , 疹 痛 管 理 の 注 意 , ' 1 熊 こ つ い て
臨 床 麻 酔  2 2 ( 1 ) : 7 3  7 4 ,  1 9 9 8
「 体 液 管 理 . 輸 液 マ ニ ニ ア ル 」 編 集 の こ と ぱ
E x p e 此  N u r s e  H  ( 1 顎 ) , 1 9 9 8
巻 頭 言 「 医 療 の 選 択 , そ の 制 約 と 氏 療 の 質 」
臨 床 麻 酔  2 2 ( 1 2 ) : 1 6 乃 , 1 9 9 8
艮 陵 に 赴 き て
/ J 林 7 2 号 , 平 成 1 0 年 1 2 j 1 2 1  Π
新 任 教 授 挨 拶
艮 陵 新 1 Ⅱ 1 2 1 3 号 , 1 9 四 . 2 . 2 5
J M G H A A 出 務 局 移 転 の お 知 ら せ
J M G H A A  N E W S L E T T E R  第  4  号 ,  D e c e m b e r  1 9 9 8
救 急 偽 病 者 を 前 に し て 問 わ れ る 救 急 救 命 士 の 質
会 報 ( 東 北 救 急 救 命 士 会 ) 第 3  号 : フ , 1 9 9 9
i 1 1 評 「 小 川 道 雛 茗 , 新 ・ 侵 製 と サ イ ト カ イ ン 」
臨 床 麻 酔  2 3 ( 6 ン  1 0 5 7 , 1 9 9 9
は じ め に
( 仮 称 ) 県 南 中 核 病 院 救 急 、 医 療 専 門 部 会 Ⅷ 告 冉 , 平 成 H 年 8 河
N e w  l v a v e


































































特 集 : ス テ ロ イ ド 長 瑚 投 、 ケ イ 列 の 腹 部 救 急 疾 患 の 治 療 戦 略 特 集 に あ た っ て
U 本 腹 部 救 急 氏 学 会 雑 f 誥  2 4 : 1 部 一 1 8 4 , 2 0 0 4
仙 台 市 の 救 急 * 恬
束 北 大 学 艮 陵 協 議 会 会 机 「 け や き 」  1 5 号 : 1 5 - 1 6 , 2 0 0 4 . 1 0
A E D の 普 及 と 心 噛 隣 深 生 法 の 進 化 ~ 東 北 大 学 病 院 の 係 わ り ~
ま な び の 杜  3 1  S P T i n g  : 3 , 2 0 備
ご あ い さ つ
第 1 9 回 東 北 救 急 睡 学 会 総 会 ・ 芋 才 村 集 会 プ ロ グ ラ ム , 2 0 備 仟  6 月 2 5 Π
( 質 疑 応 答 ) 免 疫 不 全 状 態 の 診 断 ・ 治 療
日 本 氏 4 f 新 蝦  4 2 5 9 : 9 6 9 7 , 2 0 0 5
特 集 : 腹 部 救 急 疾 患 と 卒 後 教 育 特 架 に あ た っ て
日 木 腹 部 救 急 医 学 会 雑 誌  2 6 ( 3 ) : 3 9 1 , 2 0 0 6
こ 挨 拶
第 3 2 回 Π 木 熱 傷 学 会 総 会 ・ 学 術 集 会 抄 録 集 , 2 0 0 6 年 6 打  8  "
商 度 救 命 救 急 セ ン タ ー オ ー プ ン
東 北 人 学 病 院 地 域 医 療 連 挑 セ ン タ ー 通 伝 「 w i t h 1  第 2  号 : 1 , 2 0 0 6 , Ⅱ
東 北 大 学 病 院 1 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー 開 設 1 仟
東 北 大 学 艮 陵 恊 議 会 会 帆 「 け や き 」  1 8 号 : 1 7  1 8 , 2 0 0 7 . Ⅱ
東 北 大 学 } 剛 浣 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー 開 設 1 年 を 迎 え て
東 北 大 学 病 院 地 域 医 療 連 1 秀 セ ン タ ー 通 信 「 w i t h 」 第 6 号 : 1 , 2 0 0 7 . 1 1
特 架 : 1 C U に お け る 感 染 の ト ビ ヅ ク ス 特 集 に あ た っ て
I C U  と  C C U  3 2 ( 3 ) : 1 7 9 , 2 0 0 8
巻 頭 言 : 救 急 、 氏 療 を 人 災 に し て は い け な い
救 急 医 療 ジ ャ ー ナ ル  1 6 ( 4 ) : 1 , 2 0 0 8
刊 行 に 寄 せ て
第 Ⅱ 回 Π 木 集 団 災 害 氏 学 会 総 会 叫 鄭 倩 会 ワ ー ク シ ョ ッ プ 帆 告 1 1 , 2 0 0 8 年 6 打 1 2 日
「 震 災 発 生 時 の 救 急 医 療 の 現 場 」
地 域 防 災 力 向 上 支 撥 シ ン ポ ジ ウ ム 机 告 、 り : 1 8 3 1 , 2 0 0 8 年 3 月
東 北 大 学 病 院 商 度 救 命 救 急 セ ン タ ー
刀 林 7 2 屶 ' , 平 成 2 0 年 1 2 打 2 5 Π
シ ョ ッ ク 管 理 Q & A
一 迅 速 で , が 川 在 な 対 応 の た め に 一  q 燦 沸 洋 太 郎 , 岡 元 和 文 )
























































安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 加 瀬 建 一 , 大 森 泰 , 藤 田 直 也 , 中 島 顕 ' ・ 郎 , 菊 永 裕 行 ,
小 山 恭 正 , 阿 部 令 彦
食 道 癌 術 後 呼 吸 管 理 に お け る 機 械 的 呼 吸 補 助 の 右 用 性 と そ の 工 夫
日 本 胸 部 外 科 学 会 射 歸 志  3 7 ( 5 ) : 9 3 0 - 9 3 1 ,  1 9 8 9
I t o  N ,  A i ] 仏 W a  N ,  H o r i  s ,  s h i n o z a w a  Y ,  o b a r a  K ,  s a 北 O  R ,  T a s h i r o  H
L a r y n g e a l  m a s k  a i r w a y  i n  a c u t e  c e r e b r o v a s c u l a r  d j s e a s e
L a n c e t  3 3 9 : 6 9 , 1 9 兜
相 川 1 百 樹 , 田 熊 油 継 , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 郎 , 佐 々 木 1 早 一 , 石 引 久 弥
セ フ ェ ム 系 薬 の Ⅲ 度 熱 傷 創 組 織 移 打 と 汚 染 熱 傷 創 に 対 す る 感 染 防 止 効 果
日 木 外 科 感 染 症 研 究  4 : 5 1 , 1 9 兜
F u j i s h i l n a  s ,  s a s a l d  J ,  s h i n o z a w a  Y ,  T a k u m a  K ,  H o r i  s ,  A i k a w a  N
I n t e r l e u k i n  8  i n  A R D S
L a n c e t  3 4 2 : 2 3 7 - 2 3 8 , 1 9 9 3
N o z a ] d  H ,  A i k a w a N ,  s h i n o z a w a Y ,  H o r i s ,  F u j i s h i m a  s ,  T a R u m a  K ,  s a g o h  M
S a r i n  p o i s o n i n g  i n  T o k y o  s u b w a y
L a n c e t  3 4 5 ( 8 9 5 5 ) : 9 8 0  9 8 1 , 1 9 鮖
小 泉 淳 , 井 戸 邦 雄 , 小 林 成 司 , 成 松 芳 明 , 井 筒 睦 , 堀 進 悟 , 篠 洋 洋 太 郎 , 相 川
直 樹 , _ ト . 田 敏 , 、 F 松 京 ・ ー
大 動 脈 解 蹴 に 対 す る 経 静 脈 血 管 内 超 音 波 断 胴 装 識 の 応 用
I n t e r v e l 〕 t i o n a l  R a d i 0 1 0 g y  l o  : 5 0 ,  1 9 9 5
呂 彩 f , 堀 進 悟 , 堀 1 _ 1 崇 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤 島 清 太 郎 , 木 村 裕 之 , 波 邊 茂 , 佐 々
木 淳 一 , 副 島 京 了 ・ , 山 崎 元 靖 , 相 川 直 樹
C P A 悲 、 者 に お け る 血 中 ブ ン モ ニ ア 値
日 本 救 命 眠 療 研 究 会 靴 誌  1 2 : 4 1 - 4 3 ,  1 9 9 8
佐 藤 敏 朗 : ( 石 名 坂 医 会 外 科 部 会 学 術 講 演 般 告 )
篠 洋 洋 太 郎 「 外 傷 患 者 の プ ラ イ マ リ ー ケ ア に お け る ピ ッ ト フ ォ ー ル 」
仙 台 、 市 " ξ 師 会 縦 第 4 1 5 ・ 号 : 5 1 - 2 , 1 9 四
吉 尾 悪 子 , 菊 池 さ お り , 野 」 也 真 奈 美 , 長 谷 川 正 志 , 山 崎 元 靖 , 小 池 越 , 篠 澤 洋
太 郎
< 短 級 > 東 北 大 学 医 学 部 附 属 病 院 に お け る 救 危 噛 悩 丙 床 開 設 の 効 果
宮 城 県 救 急 、 医 療 研 究 会 判 歸 志  3 ( 2 ) : 3 3 - 3 4 , 2 0 呪
吉 井 宏 , 家 接 健 ・ ・ ' , 十 谷 飛 鳥 , 野 , 村 亮 介 , 栗 栖 茂 , 中 島 久 幸 , 小 泉 雅 典 , 篠 汗
洋 太 郎 , 荒 木 恒 敏
< そ の 他 > 胖 損 傷 の 診 療 の 現 況 ; 第 2 0 回 日 本 外 傷 学 会 発 表 よ り
















































抗 菌 却 情 東 り 込 み 中 心 哨 制 脈 カ テ ー テ ル に よ る カ テ ー テ ル 敗 血 症 の 予 防 効 果
( メ タ ブ ナ リ シ ス に よ る 検 討 ) ( 太 田 良 雄 , 篠 澤 洋 太 良 扮
J A M A  < 日 本 i 剖 振 > 1 1 月 : 鮖 ・ 1 0 3 , 1 9 9 9
重 症 敗 血 症 と 敗 血 症 性 シ , ツ ク
ハ リ ソ ン 内 科 学 ( 第 2 版 ) ( 福 井 次 矢 , 煕 川 油 写 肋 多 )




1 . 北 島 政 樹 , 炭 1 _ Ⅱ 嘉 伸 , 望 月 英 隆 , 篠 浮 洋 太 郎
「 急 性 腹 症 」
C U R R E N T  T H E R A P Y  1 7 : 7 0 4  7 1 6 , 1 9 9 9
2 . 北 島 政 樹 , 介 無 畢 洋 太 郎 , 中 小 蜂 己 夫 , 杉 山 頁
「 術 後 ス ト レ ス 潰 傷 を い か に 子 ゛ 方 ・ 治 療 す る か 」
エ ス エ ス 製 薬 株 式 会 社 : 1 - 8 , 1 9 9 9
3 . 岡 田 正 , 望 月 英 隆 , 篠 澤 洋 太 郎 , 山 森 秀 夫
「 i m m u n o n u t r i t i o n  を め ぐ っ て 」
栄 養 ミ 平 価 と 治 療  2 1 : 3 7 9 - 3 9 7 , 2 0 0 4
X I
マ ス ^ メ テ ィ ア
1 . 熱 傷 患 、 者 の 感 染 防 止
ラ ジ オ た ん ぱ 放 送 , 平 成 5 仟  8 刀 2 3 日
2 . い ま , 熱 中 症 が あ な ど れ な い ( 健 康 セ ミ ナ ー テ レ ビ 番 組 「 知 っ て ,
康 ラ イ フ 」 )
東 Π 本 放 送 , 平 成 1 2 年 8  珂  5  Π
3 . 敗 血 症 忰 シ ョ ヅ ク ( s e p u c s h o c k ) ( ダ イ ナ ボ ヅ ト 感 染 症 ア ワ ー )
ラ ジ オ た ん ぱ , 平 成 1 4 年 2 j ] 2 2 日
4 . ス ズ メ バ チ に 剌 さ れ た ら
而 U ヒ ウ ィ ー ク リ ー 上 曜 版  f 健 康 キ Π 談 Q & A J , 平 成 1 7 年 1 0 打 2 2 日
5 . 河 北 新 報 な る ほ ど 健 康 雑 学 東 北 大 り レ ー 講 座
・ や け ど , 平 成 2 0 年 5 j 1 1 9 日
・ 熱 中 症 , 平 成 2 0 年 ・ 5 j ] 2 6 日
・ 災 害 医 療 , 乎 成 2 0 年 6 月 2 日






































特 別 講 演 「 敗 血 症 ~ 最 近 の 話 題 ~ 」
第 2 5 1 回 1 1 1 形 シ ョ ヅ ク 研 究 会 , 山 形 市 , 平 成 2 0 年 2 月 6 日
I n v i t e d  L e c t u t e  " B u r n  M a n a g e m e n t  i n  J a p a n  :  T h e  s t a t u s  Q u o  a n d  F u t u r e  l s ・
, ,
S u e s
2 0 0 8  K o r e a n  B u m  s o c i e t y ,  s e o u l ,  J u n e  1 2  1 3 , 2 0 0 8
特 別 講 演 「 日 木 に お け る 熱 傷 治 療 の 現 状 と 今 後 」





X 皿 一  2  )講 演 ( 医 師 会 , な ど )
「 シ ョ ッ ク 治 療 の 現 況 」
第 如 回 消 水 市 医 師 会 学 術 誠 演 , 清 水 市 , 平 成 4 年 8 月 7 日
「 外 傷 患 者 の プ ラ マ リ ー ケ ブ に お け る ビ ヅ ト フ ォ ー ル 」
石 名 坂 医 会 外 科 部 会 学 術 勉 強 会 , 仙 台 , 平 成 1 0 年 Ⅱ 月 1 7 U
学 術 講 演 会 「 、 重 症 悲 、 者 管 理 の 味 付 け 」
栃 木 県 外 科 医 会 講 演 会 , 宇 都 宮 , 平 成 1 0 年 H 打 2 0 日
「 外 傷 ・ , 熱 傷 , 急 性 小 毒 の プ ラ イ マ リ ケ ア 」
第 3 5 2 回 北 上 医 航 会 医 学 染 談 会 , 北 卜 市 , 平 成 Ⅱ 年 1 門 2 8 日
「 高 物 急 性 中 両 の 診 断 と 治 療 」
口 医 生 涯 教 育 講 座 ・ 救 急 医 療 医 師 研 修 会 仟 1 ぱ 語 地 区 ) , 塩 釜 市 , 平 成 Ⅱ 年 2 月
2 5 1 ヨ
「 侵 襲 メ デ ィ エ イ タ ー モ ジ ュ レ ー シ ョ ン の 意 義 」
第 9 9 1 川 梨 需 副 太 条 談 会 , 東 北 大 学 医 学 噛 3 附 属 病 院 , 平 成 Ⅱ 午 5 打 1 3 Π
「 外 傷 救 急 に お け る プ ラ イ マ リ ー ケ ア と 管 理 」
仙 南 外 科 談 話 会 , 宮 城 第 ・ ー ホ テ ル , 乎 成 Ⅱ 年 5 月 1 4 日
「 救 急 医 療 と j 悩 死 移 袖 」
H 医 牛 涯 教 育 擶 座 ・ 救 急 透 療 恢 師 可 T 修 会 ( 大 崎 地 区 ) , 古 川 市 , 平 成 Ⅱ 年 7 月
2 2 日
「 救 急 医 療 に つ い て 」
日 医 生 涯 教 育 講 座 ・ 救 急 医 療 医 師 研 修 会 ( イ 加 打 地 区 ) , 柴 田 町 , 乎 成 Ⅱ 年 1 0 月
1 6 日
「 急 性 樺 ( 薬 ) 物 巾 毒 の 診 断 と 治 療 」
日 医 佳 涯 教 育 講 座 ・ 救 急 医 療 医 師 研 修 会 ( 仙 北 第 一 ' 地 区 ) , 迫 町 , 平 成 Ⅱ 年 Ⅱ
























































組 一  3 ) 講 演 ( 講 習 会 , な ど )
1 . 誥 演 「 気 道 熱 偽 と  M O F 」
H 本 熱 偽 協 会 劍 立 1 0 朋 年 記 念 梨 " 牙 誥 習 会 , 東 京 , 昭 羽 1 6 0 午 2 月
2 . 感 染 文 j 策 ( 篠 沢 洋 太 郎 , 古 田 哲 冠 り
第  1 回 日 本 熱 偽 学 会 講 習 会 , 箱 根 , 平 成 4 年 5 打  6  Π
3 . 熟 傷 初 捌 の 補 助 的 療 法 の 実 際
第 2 回 U 木 熱 傷 学 会 講 習 会 , 倉 敷 , 平 成 5 年 5 打 2 6 日
4 .  D I C ・ M O F の 最 新 研 究 と こ れ か ら の 治 療 邦 Ⅲ H 発
D I C ・ M O F  何 「 究 セ ミ ナ ー , 東 京 , 平 成 7 年 7 月 2 5 日
5 . 「 災 害 咲 療 に つ い て 」
平 成 1 0 午 度 救 護 劃 要 員 W n 多 会 , 国 立 仙 台 打 引 浣 , 平 成 Ⅱ 年 1 月 1 9 日
6 . 「 救 急 塒 の 対 1 ' に つ い て 」
猪 又 柄 院 研 修 会 , 猪 又 病 院 , 平 成 Ⅱ 4 F 6  打 1 2 日
フ . 熱 傷 初 刈 治 療 の 輸 液
東 北 熱 偽 誠 習 会 , 艮 陵 会 館 , 平 成 Ⅱ 仟 1 0 打 1 7 Π
8 . 救 急 医 療 に お け る 小 ' ー そ の 診 断 と 治 療 一 ・
第 2 5 回 臨 床 ・ 検 査 懇 話 会 , 分 子 診 断 学 教 * 氏 局 , 平 成 Ⅱ 仟 1 0 打 2 0 H
9 . 「 救 急 部 の 現 状 と 将 来 」
平 成 1 2 年 度 医 H  ( 研 修 医 ) 等 の 院 内 側 修 会 , 肌 床 小 ; 品 堂 , 平 成 1 2 年 5 月 1 8 Π
1 0 . 「 心 肺 蕪 生 法 ガ イ ド ラ イ ン 2 0 0 0 」
第 4 3 回 医 . 療 技 術 者 の た め の 心 臓 病 セ ミ ナ ー 私 邪 業 救 急 の Q & A , 仙 台 , 平 成 1 3 年
Ⅱ 打  3 円
Ⅱ . 「 メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル 実 施 に 向 け て の 現 状 と 課 題 」
救 急 、 救 命 士 指 導 者 研 修 会 , 仙 台 , 平 成 1 4 年 1 2 河 2 0 H
1 2 . 4 " 川 誥 演 「 宮 城 県 の 救 急 医 療 の 現 状 と 近 未 来 」
第 1 4 回 萌 梨 会 総 会 , 仙 台 , 平 成 1 5 4 F 6 j ] 2 8 Π
1 3 . 救 急 氏 療 の 朋 題 点 と 今 後 の 展 望 一 特 に 宮 城 県 の 現 況 と み や ぎ 県 南 巾 核 病 院 の
役 割 に つ い て ・
み や ぎ 噺 師 卸 卞 核 病 院 検 討 会 発 足 記 念 講 演 会 , 平 成 1 6 年 2 河  9 Π
U . ( 防 災 に っ い て の 取 り 細 み ) 宮 城 県 1 判 也 震 刈 策 研 究 協 議 会 災 辨 医 . 療 部 会 に つ い
て














































「 た す け る の は あ な た 一 災 言 Ⅲ 寺 に お け る 口 助 ・ 共 助 一 」
第 4 0 0 回 市 民 医 学 講 座 記 念 誥 演 会 , ブ エ ル , 平 成 l g 中 7 打 2 9 臼
災 辨 迭 療 に お け る ネ ヅ ト ワ ー ク と コ ー デ ィ ネ ー シ " ン に つ い て
大 規 模 地 旋 対 策 特 別 委 員 会 ( 参 芳 人 意 見 耽 Ⅷ 又 ) 県 議 会 庁 舎 , 平 成 1 8 年 9 1 1 4 日
救 命 救 急 の 体 御 N こ つ い て
柄 院 公 例 見 学 会 , 平 成 1 8 イ F 1 1 1 1 2 4 日
生 体 反 応 : 過 ぎ た る は 及 ぱ ざ る が ご と し
仙 台 第 二 商 等 学 校 「 1 日 人 学 」 , 平 成 1 8 年 1 2 1 1 7 日
「 知 っ て お き た い 救 急 , 災 筈 氏 療 」 ~ 地 域 で 子 ど も の 命 を も 守 ろ う ~
平 成 1 8 年 度 東 北 大 学 1 島 度 救 命 救 急 セ ン タ ー 市 民 公 開 誥 座 , ブ エ ル , 平 成 1 9 年 3
打  9  Π
知 っ て お き た い 救 急 の こ と 「 救 急 医 療 の し く み っ て こ ん な ふ う に な っ て い る の 」
乎 成 1 9 年 度 東 北 大 学 局 度 救 命 救 急 、 セ ン タ ー 市 民 公 1 升 L M 座 , 仙 台 市 1 伐 災 復 興 記 念
館 , 平 成 2 0 イ r  2  刀  2 3 日
地 域 防 災 力 向 上 支 援 シ ン ポ ジ ウ ム 「 裟 災 発 牛 ' 時 の 救 急 、 医 療 の 現 場 ~ 訓 練 を 踏 ま
え て 」
2 0 0 8 年 3  打 2 7 日 , 仙 台 国 際 セ ン タ ー
「 救 急 と は ? 救 急 医 療 の 鮫 前 線 」








刈 一  1 ) 一 日 ) 口 頭 発 表 ( 自 演 ) シ ン ポ ジ ウ ム ・ パ ネ ル テ ィ ス カ ツ シ ヨ ン な と
1 . 篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 直 樹 , 安 1 卸 陽 敏 , 米 川 甫 , 1 1 ' 引 久 弥 , 阿 部 令 彦
パ ネ ル デ ィ ス カ ヅ シ ョ ン 「 代 謝 性 昏 睡 」
外 科 領 域 に お け る  H y p e r g l y c e m i c  H y p e r o s m o l a r  N o n  K e t o t i c  c o m a
( H H N K C )
第 5 回 日 本 救 急 医 学 会 , 博 多 , 昭 和 5 2 年 Ⅱ 打
2 . 篠 沢 汗 ' 太 部 , 相 川 頂 樹 , 安 ル 奏 1 暢 敏 , 米 川 甫 , 渡 辺 良 友 , 島 津 尤 秀 , 冷 引 久 弥 ,
阿 部 令 彦
シ ン ポ シ ウ ム 「 シ , ツ ク 治 療 の 新 し い 上 夫 」
細 菌 性 シ ョ ッ ク に 於 け る 循 環 動 態 の 把 握 の 愆 義
第 6  同 U 本 救 急 、 医 学 会 , 東 京 , 昭 和 脇 年 9 j 」 2 7 - 2 9 日
3 . 篠 沢 洋 太 郎 , 掛 川 暉 夫 , 安 藤 暢 敏 , 米 川 市 , 渡 辺 良 友 , 牛 島 康 英 , 藤 田 博 正 ,
犬 野 洋 , 青 木 克 憲
ラ ウ ン ド テ ー ブ ル デ ィ ス カ シ ョ ン 汗 棚 髪 肺 介 併 症 の 対 策 」
食 道 癌 袮 H 劉 怖 合 併 症 の 検 討












































篠 沢 洋 人 郎 , 相 川 直 樹 , 安 藤 暢 敏 , 若 林 剛 , 石 引 久 弥 , 阿 部 令 彦 , 茂 木 l f 寿 ,
吉 井 宏 , 北 野 光 秀 , " _ 1 本 修 二 三 , 前 小 由 巳 , 須 際 政 彦
シ ン ポ ジ ウ ム 「 気 道 熱 傷 の 病 態 と そ の 対 策 」
父 道 熱 傷 の 病 態 一 臨 床 的 , 実 験 的 検 討
第 1 4 回 日 木 熱 仏 ジ 1 会 総 会 , 下 葉 , 昭 和 6 3 年 6 月
篠 沢 洋 太 郎 , 柏 川 直 樹 , 安 喋 暢 敏 , 堀 進 悟 , 阿 部 令 彦
シ ン ポ ジ ウ ム 「 救 急 J ど 名 の 重 症 度 計 価 」
多 変 姑 解 析 法 に よ る シ ョ ヅ ク 患 者 の 重 症 度 評 価
錦 1 6 回 日 水 救 急 医 学 会 , 人 阪 , 昭 和 6 3 年 H 月 2 4 - 2 6 日
篠 沢 洋 太 郎 , 打 リ 1 1 直 樹 , 安 藤 暢 敏 , 北 野 光 秀 , 吉 井 宏 , 茂 木 正 野 , 山 人 修 三 ,
イ イ 引 久 弥 , 阿 部 令 彦
パ ネ ル デ ィ ス カ ヅ シ , ン 「 急 性 期 熱 仏 リ 台 療 に お け る 薬 物 療 法 」
急 性 朔 熱 傷 治 療 に お け る 薬 物 療 法
群 n 5 1 0 1 日 本 熱 傷 学 会 総 会 , 弘 前 , 、 F 成 元 年 5  打
篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 旧 樹 , 安 膝 暢 敏 , 菊 永 裕 行 , 山 本 修 _ ' , 阿 部 令 彦
パ ネ ル デ ィ ス カ ヅ シ , ン 「 消 化 器 外 科 に お け る M O F の 病 態 の 新 し い 知 見 と 対 策 」
臓 器 肺 1 1 発 症 に お け る 活 性 酸 業 の 関 与 と  M P M  ( m u l t ゆ l e  p r o p h y l a c t i c
m a n a g e m e n t )
第 3 4 回 日 人 消 化 器 夕 仟 斗 学 会 , 久 留 米 , 平 成 元 午 7 打 1 3 ・ 1 4 Π
篠 リ N 羊 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 小 山 恭 正 , 菊 永 裕 行 , 大 作 昌 義 , 横 田 昌 明 , 長 島 敦 ,
北 川 雄 光 , 愛 甲 聡 , 森 俊 雄 , 阿 部 令 彦
シ ン ポ ジ ウ ム 「 手 術 侵 襲 と 牛 体 反 応 」
f 術 侵 襲 と 生 体 反 応 牛 体 防 御 と 膽 揣 師 害 の _ 二 面 性
第 9 0 1 回 Π 木 外 科 学 会 , オ 剖 児 , 平 成  2 年 5 j 1 1 6 - 1 8 日
篠 沢 洋 太 郎 , 遠 藤 昌 夫 , 安 藤 暢 敏 , 小 山 恭 正 , 上 田 政 和 , 横 U _ 1 穣 太 郎 , 阿 部 令 彦
シ ン ポ ジ ウ ム 「 各 種 病 態 下 の 基 質 利 用 」
術 後 耐 糖 能 異 常 ' 時 に お け る 基 質 利 削
第 2 7 回 日 本 外 科 イ 断 謝 栄 養 学 会 , 京 都 , 平 成 2 年 7 打 1 2 - N e
篠 沢 洋 太 部 , 安 緜 暢 敏 , 落 合 亮 ・ ・ ・ , 小 " 1 恭 正 , 菊 永 裕 行 , 大 作 昌 義 , 横 田 昌 明 ,
長 島 敦 , 北 川 齢 光 , 愛 甲 聡 , 森 俊 雄 , 阿 部 令 彦
シ ン ポ ジ ウ ム 「 食 道 癌 が ん 術 後 に レ ス ピ レ ー タ ー は 必 要 か ? 」
胸 部 食 道 癌 根 治 術 後 早 期 に お け る 機 械 呼 吸 補 助 の 有 用 性
第 4 3 1 川 Π 本 胸 部 外 科 学 会 , 4 t 京 , 平 成 2 イ F I 0 月 1 8 - 2 0 日
S h i n o z a w a  Y
R o u n d  T a b l e  D i s c u s s i o n  " c a Ⅱ e n g e  o f  M e 壮 〕 i c i 1 1 i n  R e s i s t a n t  s t a p h y l o c o c c u s
, ,
a u r e u s
M R S A  i n  S 磁 ・ g i c a l  p a t i e n t s ;  1 n c i d e n c e ,  p r e v e n t i o n  a n d  T T e a t m e n t
T h e  6 t h  l n t e r n a t i o n a l  s o c i e t y  f o r  B u r n  l n j u r i e s  c o n f e r e n c e - 1 9 9 2 ,  l v a i l e a ,



































第30山1日本外科イt'i謝暁で,足¥会,久吊米,平成 5年7 " 13-15日
25 Shinozawa Y, Aikawa N
Panel" postburn lmmunosuppression, cause and e丘ects"
Changes in host defense function in burned patients










篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , 藤 島 清 太 郎 , 五 ・ 1 1 女 一 男 , 小 泉 淳 , 安 心 院 康 彦 , 今 + 劃 導
之 , 関 敦 仁 , 田 熊 清 継 , 佐 々 木 淳 一 , 平 田 俊 弥 , 相 川 直 樹
シ ン ポ ジ ウ ム 「 生 体 侵 襲 と 免 疫 反 応 」
熱 傷 早 期 に お け る 免 疫 応 答 ; 侵 襲 度 , 非 特 異 的 生 体 反 応 と の 関 係
第 2 1 回 日 本 救 急 医 学 会 , 広 島 , 平 成 5 年 H 月
2 8
篠 沢 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳 一 , 田 熊 清 継 , 藤 島 清 太 郎 , 堀 進 悟 , 北 野 光 秀 , 奥 沢 星
二 郎 , 吉 井 宏 , 茂 木 正 寿 , 1 1 1 本 修 三 , 相 川 直 樹
シ ソ ポ ジ ウ ム 「 急 性 期 の 輸 液 管 N 」
モ ニ タ ー に 基 づ い て の り 励 川 愉 液 管 理 ; 重 症 度 ,  m e d i a t o r  m o d u l a 6 0 n  と の 関 連
第 2 0 回 日 木 熱 仏 夕 学 会 , 横 浜 , 乎 成 6 年 5  冴 2 6 ・ 2 7 日
2 9
篠 沢 洋 太 郎 , 古 井 宏 , 奥 沢 星 二 郎 , 北 野 光 秀 , 佐 々 木 普 ^ ・ , 田 熊 清 継 , 木 村 裕
之 , 局 橋 伸 , 茂 木 正 メ 子 , 相 川 辿 オ 耐 , 北 鳶 河 鮴 耐
ワ ー ク シ , ヅ プ 「 腹 部 感 群 W 走 と 免 疫 反 応 」
急 性 胖 炎 症 例 に お け る プ ロ ス タ グ ラ ソ デ ィ ン E 2 の 変 動 と 病 態
第 2 3 回 H 本 腰 部 救 急 医 学 会 総 会 , 秩 父 , 平 成 6 年 9 打  8 . 9  Π
3 0
篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 ・ , 藤 島 清 太 郎 , 小 泉 淳 , 野 川 茂 , 田 熊 消 継 , 左 合 正 周 , 木
村 裕 之 , 鈴 木 昌 , 安 藤 暢 敏 , 小 迎 訓 1 : 治 , 茂 木 正 力 , 吉 井 宏 , 佐 々 木 淳 一 , 山 本
修 三 , 相 川 画 樹 , 北 島 政 樹
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ソ 「 s e p t i c  s h o c k  の 治 療 」
血 管 拡 張 性 メ デ ィ エ イ タ ー 対 策 の 功 罪
第 2 2 回 日 本 救 急 医 学 会 , 束 京 , 平 成 6 年 Ⅱ 打  3  - 5 日
3 1
篠 υ N 羊 太 郎 , 佐 々 木 淳 ・ , 田 熊 沽 継 , 士 j 占 止 利 , 長 島 敦 , 奥 沢 星 、 1 那 , 北 野 光
秀 , 吉 井 宏 , 茂 木 正 力 , 相 川 値 樹
ワ ー ク シ ョ ヅ プ 「 血 液 代 替 物 の 臨 床 的 二 ー ズ 質 と 姑 ・ 』
重 度 外 仏 " 牛 シ ョ ヅ ク に お け る l m 液 代 替 物 の 二 ー ズ
第 2  回 血 液 代 替 物 学 会 年 次 大 会 , 東 京 , 平 成 7 年 6 月 1 9 ・ 2 0 Π
訟
篠 沢 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳 一 , 田 熊 浩 継 , 茂 木 ' 寿 , 相 川 心 樹
ラ ウ ン ド テ ー ブ ル デ ィ ス カ ヅ シ , ン 「 重 症 救 急 J 占 者 療 法 の 新 し い 試 み 」
重 症 熱 傷 患 者 治 療 の 新 し い 試 み
m e d i a t o r  m o d u l a t i o n  お よ び ブ ル ギ ニ ン 投 与 の 臨 床 的 , 実 験 的 検 討
第 2 0 回 U 木 外 科 系 連 合 学 会 学 術 集 会 , 東 京 , 平 成 7 年 6 打 2 2 - 2 4 日
器
篠 沢 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳 ' , 滕 島 沽 太 郎 , 相 川 直 樹
サ テ ラ イ ト シ ン ポ ジ ウ ム
r B e n e f i d a l  R o l e  o f  p T o t e a s e  l n h i b i t o T s  i n  s h o c k  T h a ' a p y j
R o l e  o {  n a f a m o s t a t  m e s i l a t e  i n  s h o c k  t h e r a p y
錦 1 0 師 1 Π 本 シ ョ ヅ ク 学 会 総 会 ・  3 r d  l n t e r n a t i o n a l  s h o c k  c o n g r e s s , 浜 松 , 平






35 Shinozawa Y, sasakiJ, Takuma K, Kimura H, Fujishima s, Aikawa N
Symposium "Advances in burn management: An international pa'spective"
Progress in the understandings of ule patl〕ophysi010gy of severe burns;
Chanical mediatm's in the pathopl〕ysi010gy of burns













SI〕inozawa Y, sasaki J, Fujishima s, Yamazald M, sekine K, Mimura T, Ai・
kawa N
Panel Discussion "1nhalation injury"
Cytoldne releases il〕 inhalation injuries

















S h i n o z a w a  Y
P a n e l  s e s s i o n  "  B u r n  R e s e a r c h "
S e p s i s  i n  e x t e n s i v e  b u r n  p a t i e n t :  U P - d a t e  c h a r a c t e r i s t i c s  a n d  m a n a g e m e n t
T h e  3 r d  A s i a n - p a c i f i c  B u r n s  c o n f e r e n c e ,  T a i p e i ,  A p r i l , 2 - 5 , 2 0 0 0
篠 澤 洋 太 郎
シ ン ポ ジ ウ ム 「 多 発 外 傷 悲 、 名 の 現 状 と 展 望 」 基 開 講 演
宮 城 県 救 急 医 療 研 究 会 第 2 回 学 術 集 会 , 古 川 , 平 成 1 2 年 1 0 月 7 日
篠 澤 洋 太 郎
特 別 企 画 印 夏 部 救 急 疾 態 、 の 画 像 診 晰 貴 力 な ら ど う す る ; 診 断 か ら 治 療 ま で 」
特 別 発 而
第 3 6 回 日 木 腹 部 救 急 医 学 会 , 北 九 州 市 , 平 成 B 年 3  打 1 5 ・ 1 6 日
篠 澤 洋 太 郎 , 佐 藤 敏 光 , 塚 木 茂 樹 , 佐 藤 牙 仁 栄 , 安 藤 暢 敏 , 小 洋 荘 治
サ ー ジ カ ル フ ォ ー ラ ム 砕 卸 」 、 循 環 と ガ ス 状 メ デ ィ エ イ タ ー 」
外 科 系 集 中 治 療 愆 名 に お け る ガ ス 状 モ ノ オ キ シ ド メ デ ィ エ イ タ ー と 病 態
第 1 0 1 回 日 本 外 科 学 会 総 会 , 仙 台 , 平 成 1 3 年 4  " 1 1 - 1 3 "
S h i n o z a w a  Y
S y m p o s i u m  " c h a n g e s  i n  m o n o x i d e  m e d i a t o r s  i n  c r l t i c a Ⅱ y  辺  S u r g i c a l  p s t i e n t s "
C e s k o - J a p p o n s k e  s y m o p z i u m ,  p r a h a ,  M a y . 2 0 0 1
S h i n o z a w a  Y
S y m p o s i u m  " M o d e r n  T h e t a p e u t i c  s t r a t e g y  f o r  e x t e n s i v e l y  b u r n e d  p a t i e n t s "
C e s k o - J a p p o n s I く e  s y m o p z i u m ,  P 丁 a ] 〕 a ,  M a y . 2 0 0 1
篠 澤 洋 太 郎 , 山 崎 元 靖 , 塚 本 茂 樹 , 小 池 蓮 , 小 澤 荘 治 , 安 心 暢 敏
シ ン ポ ジ ウ ム 「 S I R S ・ s e p s i S  の 病 態 に お け る 血 液 頗 固 . 線 溶 系 と サ イ ト カ イ ン
の 役 割 」
S I R S . s e p s i S 患 、 者 に お け る 血 染 サ イ ト カ イ ン 濃 度 と 血 液 擬 固 . 線 溶 系 と の 開 係
群 兇 9 1 可 Π 本 救 急 医 学 会 総 会 , 東 京 , 平 j 戎 1 3 仟 ' H 月 7  - 9 日
篠 浮 洋 太 郎 ,  1 」 _ 1 崎 元 靖 , 佐 々 木 淳 一 , 小 池 燕 ,  H リ H 1 画 樹
主 題 演 懸 「 一 酸 化 窒 業 」 熱 傷 〒 期 に お け る ・ 一 酸 化 窒 業 ( N O ) 動 態 と 熱 偽 創 i n ・
t e g T i t y  保 "
一 酸 化 窒 素 合 成 酵 系 ( N O S ) 1 Ⅷ 筈 剤 の 影 糾
第 3 1 回 口 木 倉 1 Ⅱ 牙 治 癒 学 会 , 東 京 , 斗 Z 成 1 3 4 f ・ 1 2 門  6  ・  7  H
篠 澤 洋 太 郎
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 「 ス テ ロ イ ド 長 期 投 与 例 の 腹 部 救 急 疾 態 、 の 治 療 戦 略 」
特 別 発 言
































IASMEN/1ATSIC Main session " Baderia1打ans】ocation : does itreaⅡy matter ?"
Bacterialtranslocation in the Japanese : is it different from the od〕e玲?




















篠 澤 洋 太 郎 , 遠 藤 智 之 , 田 熊 消 継 , 佐 々 木 淳 一 ' , Ⅱ _ 1 内 聡 , 野 村 死 介 , 北 條 伸 子 ,
小 林 道 生 , 荒 川 英 輔 , 秀 愉 皮 康 隆
ワ ー ク シ ョ ッ プ 「 熱 傷 治 療 に つ い て 」
当 院 に お け る 熱 傷 治 療 の 現 況
宮 城 県 救 急 医 療 研 究 会 第 8 回 学 術 集 会 , 大 崎 , 平 成 1 8 年 9 月
6 0
S h i n o z a w a  Y
C o n c u r r e n t  s e s s i o n  " D e a l i n g  w i t h  t h e  B u r n  w o u n d "
F r e e  r a d i c a l i n v o l v e m a 1 し  i n  t h e  p a t h o p h y s i 0 1 0 g i e s  i n  b u r n
1 3 r d  c o n g r e s s  o f l n t a ' n a t i o n a l  s o d e t y  f o r  B U Y n  l n j u r i e s ,  F o r t a l e z a ,  s e p t e m b e r
2 4 - 2 9 , 2 0 0 6
6 1
篠 澤 洋 太 郎
( 特 別 報 告 )  7 つ の 提 案 実 現 化 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ 誕 生 の 経 緋 と そ の 活 動 に っ
い て
第 2 回 災 害 に 強 い コ ミ ュ ニ テ ィ の た め の 市 民 フ ォ ー ラ ム , せ ん だ い メ デ ィ ア
テ ー ク , 平 成 1 9 年 2  打 2 5 Π
6 2
篠 洋 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳
ク リ ニ カ ル ア ワ ー 「 各 種 疾 悲 、 に お け る 内 分 泌 異 常 と そ の 対 策 」
重 度 俊 襲 患 者 に お け る 相 対 的 副 腎 不 全 と 治 療 戦 略
第 8 3 回 Π 木 内 分 泌 学 会 学 術 総 会 , 東 京 , 、 r 成 1 9 年 6  打 1 4 - 1 6 日
S h i n o z a w a Y ,  H o j o N ,  K o b a y a s h i M ,  K u d o  D ,  N o l n u r a  R ,  E n d o T ,  Y a m a n o u c h i
S ,  s a s a l d  ] ,  T a k u m a  K ,  A k a i s h i  s
E m e r g e n c y  M e d i c a l  s e r v i c e s  f o T  T r a u m a  p a t i e n t s  i n  J a p a n ;  N o w  f o r  t h e  F U '
t u r e
T h e  1 4 t h  c z e c h - J a p a n  S 磁 ' g i c a l  s y m p o s i u m ,  T o k y o ,  J u n e  7 , 2 0 0 8
6 3
3 . 篠 沢 洋 太 郎 , 山 本 修 三 , 宮 川 健 , 茂 木 正 秀 , 須 藤 政 彦
直 腸 恕 性 黒 色 腫 の ・ 一 例
第 2 4 回 神 奈 川 県 臨 床 外 科 医 学 会 集 談 会 , 打 坤 刈 京 , 昭 和 5 0 年 Ⅱ 月 8 U
江 一  1 ) - b ) 口 頭 発 表 ( 自 演 ) 一 般 演 題 . 示 説 な ど
1 , 篠 沢 汗 太 郎 , 皆 川 規 雄 , 他
当 院 に 於 け る 乳 拙 の 妓 近 3 ケ 年 の 統 計 的 考 察
第 1 3 回 栃 木 県 農 村 医 学 会 , 昭 和 四 年 Ⅱ 打
2 . 篠 沢 洋 太 郎 , 皆 川 規 雄 , 他
臂 掘 と 誤 診 せ る W 蜂 寓 織 炎 の 1 例
























Shinozawa Y, Hales c, Burke JF
The extent and manner surface burn worsens the inhalation
16th Annual Meeting of American Burn Association, san
11-14,1984
篠沢洋太郎,相川直樹,他




















篠 沢 洋 太 郎 , 山 本 修 三 , 茂 木 正 考 , 吉 井 宏 , 三 角 隆 彦 , 波 辺 千 冬 , 岩 井 敦 志 ,
須 藤 政 彦
消 化 器 外 科 に お け る 手 術 合 併 症 と 対 策 一 M O F に 対 す る M P M に つ い て
第 2 4 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 , 京 都 , 昭 和 5 9 年 7  打 1 9 ・ 2 0 日
篠 沢 洋 太 郎 , Ⅱ 1 本 修 三 , 茂 木 正 寿 , 吉 井 宏 , 堀 之 内 宏 久 , 加 藤 ・ 一 良 , 池 上 敬 ' ,
須 藤 政 彦
消 化 器 外 科 手 術 と 多 臓 器 不 全 ( M O F ) ・ 一 商 齢 者 手 術 を 中 心 に ー
第 2 5 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 , 横 浜 ,  1 ¥ 拝 Π 6 0 年 2 月 2 1 ・ 2 2 H
篠 沢 洋 太 郎 , Ⅱ _ 1 木 修 三 , 茂 木 正 青 , 吉 井 宏 , 堀 之 内 宏 久 , 加 藤 一 良 , 池 、 1 リ 孜 ・ ・ ' ,
前 中 由 己 , 須 藤 政 彦 , 相 川 直 樹 , 石 引 久 弥 , 阿 部 令 彦
気 道 熱 傷 の 臨 床 的 検 討
第 1 1 師 1 日 本 熱 傷 学 会 総 会 , 東 京 , 昭 利 6 0 年 6 月 1 4 Π
篠 沢 洋 太 郎 , 山 本 修 三 , 茂 木 正 寿 , 吉 井 宏 , 堀 之 内 宏 久 , 力 Ⅲ 佳 一 ・ 良 , 池 上 敬 一 ,
須 藤 政 彦
消 化 器 外 科 に お け る エ ン ド ト キ セ ミ ブ の 検 制
第 2 6 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 , 札 幌 , 昭 利 6 0 年 7  打 1 8 ・ 1 9 日
篠 沢 洋 太 郎 , 山 本 修 三 , 茂 木 正 秀 , 吉 井 宏 , 須 藤 政 彦
レ ニ ン , ア ン ギ オ テ ン シ ン 系 と 輸 液 管 理
第 B 回 日 本 救 急 医 半 会 , 盛 岡 , 昭 和 6 0 年 1 0 月 ] 6 一 玲 日
篠 沢 洋 太 郎 , 山 本 修 三 , 他
器 械 吻 介 に よ る 食 道 再 建 の 経 験
第 1 4 回 神 奈 川 県 消 化 揣 外 科 研 究 会 , 昭 和 飢 年 2 打 1 5 日
S h i n o z a w a  Y ,  Y a m a m o t o  s ,  M o t e 部  M ,  Y o s h H  H ,  M a e n a ] く a  Y ,  s u d o  M
C l i n i c a l  a s p e d  a n d  p a t h o p h y s i 0 1 0 g y  o f  m h a l a t i o n  m j u r y
T h e  7 t h  l n t e r n a t i o n a l  s o d e t y  f o r  B u r n  l n j u r i e s ,  M e l b o u r n e ,  F e b . 2 3 - 2 8 ,
1 9 8 6
篠 沢 洋 太 郎 , 山 木 修 三 , 茂 人 正 力 , 吉 井 宏 , 森 光 生 , 田 小 裕 , 木 村 昭 夫 , 須 藤
政 彦
外 傷 患 者 に お け る プ ロ ス タ サ イ ク リ ン , ト ロ ン ポ キ サ ン A 2 と 病 態
第 8 6 1 回 日 本 外 科 学 会 , 東 京 , 昭 和 6 1 年 4 月 2  - 4 日
篠 沢 洋 太 郎 , 茂 木 正 寿
他 臓 器 不 全 ( M u l t i p l e  0 落 a n  F a i l u r e ,  M O F ) に 対 す る  m u l t i p l e  p r o p h y l a d i c
m a n a g e n w n t ( M P M )




























Shinozawa Y., Ando N., Aikawa N, Yamamoto s, Abe o
Changes of plasma thromboxane B2 and 6ket0 印'ostaglandin Fl alpha ]evels in
Patients lvith trauma
The 35th Annual con即'ess of the Japanese section,1nternational c0Ⅱege of
Surgeons, seP 22, Tokyo, 1989
Shinozawa Y, AⅡくawa N., Ando N,1Shibild K. Abe o
Prophy]actic use of c]1emical mediator antagonists m severely burned patients




















篠 沢 洋 太 郎 , 安 峠 暢 敏 , 横 田 昌 明 , 大 作 昌 義 , 長 島 敦 , 北 川 雄 光 , 愛 甲 聡 , 森
俊 雛 , 佐 藤 道 大 , 中 川 基 人 , 阿 部 令 彦
f 術 侵 襲 と 生 体 反 応
第 1 2 匝 1 癌 免 疫 外 科 研 究 会 , 横 浜 市 , 平 成 3 年 4 月 2 5 ・ 2 6 日
篠 沢 洋 太 郎 , 安 際 1 陽 敏 , 大 作 昌 義 , 横 田 昌 明 , 長 島 敦 , 北 川 雄 光 , 愛 甲 聡 , 森
俊 雄 , 小 川 基 人 , 佐 藤 道 夫 , 阿 部 令 彦
手 術 侵 襲 と 即 時 型 お よ び 遅 延 型 急 性 相 反 応 物 質 の 変 動
第 2 8 回 日 本 外 科 代 謝 米 養 学 会 , 仙 台 , 平 成 3 年 ・ 7 月 1 7 - 1 8 H
S I 〕 i n o z a w a  Y ,  s a s a l d  J ,  H o r i  s ,  A i k a w a  N
O x y g e n  r a d i c a l  p r o d u c t s  d e t e c t e d  i n  t h e  s e r u m  o f  b u r n e d  p a t i e n t s
T h e  6 t h  M a u i  B u m  c o n f e r e n c e ,  w a Ⅱ e a ,  F e b . 3 - フ , 1 9 9 2
篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 心 樹 , 茂 木 正 寿 , 山 木 修 三 , 安 藤 暢 敏 , 石 引 久 弥 , 北 島 政 樹
重 症 熱 傷 に お け る 他 臓 器 不 全 ( M O F ) と 予 防 対 策
第 9 2 山 1 日 木 外 科 学 会 , 東 京 , 平 成 4 年 3  打 2 5 - 2 7 日
篠 沢 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳 一 , 平 田 俊 弥 , 膝 島 沽 太 郎 , 堀 進 悟 , 相 川 直 樹
熱 傷 患 者 血 清 中 の 活 性 酸 素 産 物 と 病 態
第 1 8 回 日 木 熱 傷 学 会 , 箱 根 , 平 成 4 年 5 月 7  ・  8  U
篠 沢 汗 太 郎 , 安 藤 陽 敏 , 小 洋 壮 治 , 北 川 雄 光 , 愛 甲 聡 , 森 俊 雄 , 佐 藤 道 夫 , 小
川 基 人 , 田 村 明 彦 , 池 幽 佳 史 , 今 津 嘉 宏 , 相 川 心 樹 , 北 島 政 樹
食 道 癌 桜 治 術 後 に お け る 種 々 急 性 相 反 応 物 質 の 変 動 と 意 義
第 2 9 回 U 本 夕 仟 斗 代 謝 栄 養 学 会 , 火 阪 , 平 成 4 ザ ・ 7  打  2  - 4 日
篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , 藤 島 沽 太 郎 , 宮 田 義 之 , 太 田 晃 一 , 田 代 博 ・ , 小 泉 淳 ,
安 心 院 康 彦 , 佐 々 木 淳 一 , 平 田 俊 弥 , 安 藤 暢 敏 , 小 澤 壮 治 , 森 俊 雄 , 諏 訪 頼 止 ,
相 川 心 樹 , 北 島 政 樹
重 度 佼 襲 Π 寺 に お け る 血 中 フ ォ ス フ ォ リ パ ー ゼ A 2 活 性 一 活 性 酸 索 と の 関 係 一
第 2 0 回 日 木 救 急 医 学 会 , 盛 岡 , 平 成 4 年 1 0 月 2 9 - 3 1 "
篠 沢 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳 ・ , 今 枝 博 之 , 藤 島 沽 太 郎 , 堀 進 悟 , 相 川 直 樹
熱 傷 患 者 に お け る 抗 T N F 抗 体 投 与 : 血 清 C y t o l d n e 値 の 変 動 と 病 態 へ の 影 糾
に つ い て
第 1 9 1 回 U 本 熱 傷 学 会 総 会 , 介 敷 , 平 成 5 年 5 月 2 7 ・ 2 8 H
篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 小 澤 1 上 治 , 佐 藤 道 夫 , 中 川 基 人 , 池 田 佳 史 , 田 村 明 彦 ,
今 津 嘉 宏 , 篠 崎 浩 治 , 辻 塚 ・ 一 幸 , 相 川 直 樹 , 北 島 政 樹
比 イ 木 反 応 よ り み た f 術 侵 襲 の 評 価 と ス テ ロ イ ド 比 較 的 大 量 術 中 投 与 の 生 休 反 応
へ の 影 糾 と そ の 有 用 性
















Shinozawa Y, Fujishima, Takuma K, sasald J, Hori s, Aikawa N
Chemical mediator modulation in severe]y buTned patients


















Shinozawa Y, Endo M, Ando N, ozawa s, Aikawa N, Kitajima M
APP]ication of new amino add so]ution "DMA 8.55" in the postoperative
management of esophagealcancer
6th world congress ofthe lnten]ationalsodety for Diseases ofthe Esophagus,
Milan, August 23 26,1995
Shinozawa Y, HOTi s, Fujishima s, Kimura H, ozawa s, Ando N, Hayashi N,
Ai1稔Wa N, Kitjima M
Methemoglobin(MetHb) as a marker of nitric oxide(NO) and their
Patl〕ophysi010gicalinvolven〕ents in surgical patients













篠 沢 洋 太 郎 , 佐 々 人 淳 一 , 他
熱 偽 早 棚 に お け る ・ ・ ・ 酸 化 窒 素 ( N O ) 動 態 と 炎 症 竹 サ イ ト カ イ ン 1 L - 8
第 2 3 回 日 木 救 急 医 学 会 , 平 成 7 年 Ⅱ 月
S h i n o z a w a  Y ,  s a s a l d  J ,  T a k u m a  K ,  K i m u r a  H ,  F u j i s h i m a  s ,  A i k a w a  N
E 丘 e c t s  o f  m ' g i 1 1 i n e ,  a n  N o  p r e c u r s o r ,  o n  b u r n e d  w o u n d  i n t e g r i t y
2 8 t h  A n n u a l  M e e t i n g  o f  A m e r i c a n  B u r n  A s s o d a t i o n ,  N a s h v i Ⅱ e ,  M a r c h  1 4 -
1 7 , 1 9 9 6
篠 沢 洋 太 郎 , 木 村 裕 之 , 堀 進 悟 , 藤 島 清 太 郎 , 後 藤 和 宏 , 武 田 共 孝 , 佐 々 木 涼
, 高 1 リ 島 京 子 , 孫 東 , 林 成 之 , 相 川 直 樹
重 症 患 老 に お け る ・ 一 酸 化 窒 素 ( N O ) と 病 態 お よ び 治 療 に お け る N 0 モ ジ ュ レ ー
シ ョ ン
第 2 4 1 0 1 Π 本 救 急 医 学 会 , 平 成  8 年 1 0 "
篠 洋 洋 太 郎 , 佐 々 木 淳 ' , 安 藤 暢 敏 , 小 澤 壮 治 , 相 川 直 樹
外 科 系 重 症 悲 才 片 1 こ お け る ・ 触 化 窒 素 ( N O ) m o d u l a t i o n  の 有 用 性 と そ の 機 序
第 9 7 回 日 木 外 科 学 会 , 京 都 , 平 成 9 年 4 月 9  一 Ⅱ Π
篠 澤 洋 太 郎
重 症 熱 傷 患 者 に お け る 白 血 球 数 変 動 , 肺 1 謝 批 変 動 と セ フ プ ラ ン チ ン
築 2 3 回 ア ル カ ロ イ ド 側 究 会 , 束 京 , 平 成 9 年 6  村 2 1 Π
S h i n o z a w a Y ,  s a s a l d  J ,  T a k u m a  K ,  K i t a n o  M ,  Y o s h i i H ,  M o t e g i M ,  A Ⅱ く a w a N
R o l e s  o f  ] 1 U m o r a l  m e d i a t m ' s  a n d  t h e i r  p a t h o p h y s i 0 1 0 g i c  i n t a ' r e l a t i o n s l 〕 i p s  i n
S e v e r e ] y  i n j u r e d  p a t i e n t s
5 7 t h  A n n u a l  M e e t i n g  o f  A m e r i c a n  A s s o c i a t i o n  f o r  t h e  s u r g e r y  o f  T r a u m a ,
W a i k 0 1 0 a ,  s e p t e m b e r  2 4 - 2 7 , 1 9 9 7
S h i n o z a w a  Y ,  s a s a k i J ,  F u j i s h i m a  s ,  T a k u m a  K ,  Y a m a z a l d  M .  H o r i s ,  A i k a w a  N
E 丘 e c t s  o f  n i t r i c  o x i d e  s y n t h a s e  ( N O S )  i n h i b i t o r s  o n  b u r n  w o u n d  i n t e g t i t y
3 0 t l ]  A n n u a l  M e e t i n g  o f  A r n e r i c a n  B u r n  A s s o c i a t i o n ,  c h i c a g o ,  M a r c h  1 8  2 1 ,
1 9 9 8
篠 澤 洋 太 郎 , 菊 永 裕 行 , 安 藤 暢 敏 , 小 洋 壮 治 , 北 川 雄 光 , 北 島 政 樹
食 道 癌 術 後 の ラ ジ カ ル 動 態 と ・ 一 酸 化 窒 素 ( N O )
第 5 1 回 Π 本 胸 剖 ψ 卜 利 ・ 学 会 総 会 , 乎 成 1 0 年 1 0 月 2  - 4  Π
S h i n o z a w a  Y ,  s a s a k i J ,  T a k u m a  K , 0 捻  Y ,  s a t o  T ,  H o r i  s ,  A Ⅱ く a w a  N
I n d u c i b l e  a n d  c o n s t i t u t i v e  n i t Y i c  o x i d e  s y n t 1 徐 S e  ( N O S )  a c t i v i t i e s  i n  t h e  e a r l y
P h a s e  o f  b u r n  a n d  t h e  e 丘 e c t  o f  p r o t e a s e  i n h i b i t o r  o n  N o s  a c t i v i t y
3 1 S t  A n n u a l  M e e t i n g  o l  A m e r i c a n  B u r n  A s s o d a t i o n ,  F I O T i d a ,  M a r c h  2 4 - 2 7 ,
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篠 澤 洋 太 郎 , 謝 筱 瑛 , 遠 藤 都 之 ,  H 1 熊 清 継 , 小 池 燕
熱 傷 急 竹 娚 の O H ・ 動 態 と O H ・ モ ジ ュ レ ー シ ョ ン
第 1 9 回  C r i Ⅱ C a l c m ・ e  M e d i c i n e  癌 薪 舌 会 , 大 阪 , 平 成 1 6 年 2 月 1 9 日
S h i n o z a w a  Y ,  x i e  x Q ,  E n d o  T ,  T a k u m a  K ,  K o i k e  K
I L - 1 0  m a y  b e  a  k e y  m e d i a t o r  l o r  s e v e r e l y  b u r n e d  p a t i e n t s  t o  p a s s  a w a y
3 6 t h  A n n u a l  M e e t i n g  o {  A m e r i c a n  B u r n  A s s o c i a t i o n ,  v a n c o u v e l ' ,  M m ' c h  2 3
2 6 , 2 ( 川 4
S h i n o z a w a Y , 1 S I 〕 i d a s ,  K o i k e  K ,  T a k u l n a  K ,  E n d o T ,  T o s a k a N ,  Y a m a m o t o  Y
" H i k a r i  G i n  T e c h "  f o r  s t e r i l i z a t i o n  o f  t h e  s u n ' o u n d i n g s  o {  t h e  b u r n  p a t i e n t s
( E x p e r i m e n t a l s t u d y )
1 2 t h  c o n g r e s s  o f  l n t e r n a t i o n a l  s o c i e t y  f o r  B u r n  l n j u r i e s ,  Y o k o h a m a ,  A u g u s t
2 2 - 2 6 , 2 0 0 4
篠 洋 洋 太 郎 , 赤 石 敏 , 田 熊 油 継 , 佐 々 木 浮 ・ , 黒 田 宙 , 山 内 聡 , 杉 村 宏 側 5 ,
遠 藤 智 之 , ' ・ 1 ・ リ 1 1 敦 寛 , 野 村 亮 介 , 小 林 道 生 , 上 藤 大 介 , 北 條 伸 ・ 子 , 安 心 亮 , 赤
松 順 寛 , 関 根 祐 樹
東 北 大 学 病 院 に お け る 熱 傷 治 療 の 現 況
第 1 2 回 Π 木 熱 傷 学 会 東 北 地 ノ j 会 , 仙 台 , 平 成 1 8 午 H 打  3 日
S h i n o z a w a  Y ,  o b a  M ,  s a s a k i ] ,  s o n o b e  H ,  K a n ] e y a n 〕 a  M ,  M u r a t a  Y ,  Y a l n a d a
Y ,  Y a m a n o u c h i s ,  F u r u t a  A ,  E n d o  N ,  Y a m a g a t a  s ,  s a t o  T ,  u r e h a r a  N , 1 S h i d a  K
T h e  p T a c t i c a b Ⅱ i t y  o f  " T h e  E m e r g e n c y  a n d  D i s a s t e r  M e d i c a l  T r e a t m e n t  s y s ・
t e m  s u p p o r t  M o d e l "  f o t  u 〕 e  c o m i n g  0 丘  M i y a g i  p r e f e d u r e  E a r t h q u a k e
8 t h  A s i a  p a c i f i c  c o n f e r e n c e  o n  D i s a s t e r  M e d i c i n e ,  s h i n a g a w a ,  N o v e m b e r  2 0
2 2 , 2 0 0 6
篠 澤 洋 太 郎 , 佐 々 木 瀞
東 北 救 急 、 医 学 会 幹 1 Ⅱ 施 設 に お け る 救 急 医 療 の 現 状
第 1 2 1 引 日 人 臨 床 救 急 医 学 会 , 大 阪 , 平 成 2 1 年 6  打 Ⅱ 一 ] 2 Π
S h i n o z a w a Y ,  H o j o  N ,  K o b a y a s h i M ,  H o n m a N ,  K o b a y a s h i M ,  K u d o  D ,  y u z a w a
H ,  N o m u r a  R , 1 ] 祀 d a  Y ,  s a t o  T ,  s a i t o  A ,  E n d o  T ,  Y a n ね l n o t o  s ,  Y a m a n o u c h i s ,
K a o k u t s u  T ,  K U T o d a  H ,  s a s a k i  J ,  A k a i s h i  s
Y a m a n o u c h i s ,  F u r u t a  A ,  E n d o  N ,  Y a m a g a t a  s ,  s a t o  T ,  u r e h a Y a  N , 1 S h i d a  K
O x i d a t i v e  r a d i c a l  p o t e n t i a l s  d e c r e a s e  a l o n g  w i t h  m a l - n u t r i t i o n a l  s t a t e  i n  t h e
b u r n  p a t i e n t S  4 2 n d  A n n u a ]  M e e t i n g ,  A m e r i c a n  B u r n  A s s o c i a t i o n ,  B o s t o n ,















































三 角 降 彦 , 篠 沢 洋 太 郎 , 吉 井 宏 , 須 藤 政 彦
胸 剖 砂 H 牙 右 房 刺 創 な ら び に 左 心 筋 伏 剣 の 2 治 験 例 に つ い て
第 4 8 1 可 日 本 胸 部 外 科 学 会 関 東 循 越 地 力 会 , 東 京 , 昭 和 5 8 1 1 Ξ 1 2 村  3 日
折 井 正 博 , 山 木 修 三 , 茂 木 正 ブ 手 , 吉 井 宏 , 三 角 隆 彦 , 篠 沢 洋 太 郎 , 須 藤 政 珍
小 場 破 裂 を 件 っ た 腸 骨 動 1 脈 外 傷 の ー イ 列
鮮 野 回 神 血 管 外 科 合 同 研 究 会 , 宇 部 , Ⅷ 杯 怖 9 年 2 打  4 Π
三 介 1 隆 彦 , 1 1 1 木 修 二 1 , 茂 木 正 メ j , 篠 沢 洋 太 郎 , 吉 井 宏 , 渡 辺 下 冬 , 岩 井 敦 志 ,
須 藤 政 彦
腹 部 刺 創 1 2 6 例 の 検 討 一 n e g a t i v e l a p a r o t o m y  例 を 中 心 に
第 2 3 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 , 宇 部 , 昭 和 諦 年 2 打 2 4 Π
三 角 隆 彦 , 舶 中 1 ・ 力 己 , 山 木 修 三 , 茂 木 圧 斉 , 篠 沢 洋 太 郎 , 古 井 宏 , 須 藤 政 彦
穿 通 忰 胸 部 外 傷 4 2 例 の 治 験 経 験
剣 Π 6 1 田 U 本 救 急 医 学 会 関 東 地 力 会 , 東 京 , 昭 手 1 巧 9 年 2 月 2 5 日
波 辺 千 冬 , 1 _ Ⅱ 本 修 二 ξ , 炭 木 正 力 , 篠 沢 洋 太 郎 , 吉 井 宏 , 二 ξ 角 隆 彦 , 岩 井 敦 志 ,
須 藤 政 彦
直 腸 S p o n t a n e o u s  R u p t u N  4  「 1 後 賛 便 件 腰 膜 炎 , シ ョ ヅ ク に て 搬 入 さ れ 救 命
し え 九 7 併 設 女 性 の 管 理
群 牙 6 1 0 1 訂 本 救 急 医 学 会 関 東 地 力 会 , 束 京 , 昭 洞 巧 9 仟 、 2  打 2 5 日
相 川 直 樹 , 石 引 久 弥 , 阿 部 令 彦 , 山 本 修 三 , 茂 木 止 寿 , 篠 沢 洋 太 郎 , 吉 井 宏
シ ン ポ ジ ウ ム 「 熱 傷 の 局 所 療 法 」 硝 酸 銀 療 法 の 有 用 性 と n 打 題 点
第 1 0 回 日 人 熱 傷 学 会 , 東 京 , 昭 和 弱 年 5 打 2 3 日
加 藤 ・ 一 良 , 山 本 修 工 三 , 成 木 正 脊 , 篠 沢 洋 太 郎 , 吉 井 宏 , 三 角 隆 彦 , 岩 j 1 イ 攻 志 ,
須 峠 政 彦
重 症 胖 炎 の 病 態 と 治 療
第 1 7 回 日 本 救 急 医 学 会 関 東 地 力 会 , 東 京 , 睡 仟 U 5 9 年 6 ナ Ⅱ 6 日
二 角 隆 彦 , 前 小 巾 己 , " _ 1 人 修 工 , 茂 木 正 寿 , 篠 り U 羊 太 郎 , 吉 井 宏 , 内 藤 千 秋 ,
広 谷 隆
胸 部 外 傷 一 当 院 で 扱 っ た 心 ・ 大 血 管 損 傷 1 6 例 の 検 討 一
第 3 7 1 回 日 本 脂 分 祁 外 科 学 会 , 仙 六 、 , 昭 和 諦 午 1 0 j ]  5  Π
茂 木 止 ブ 了 , 【 _ 1 」 本 修 三 , 篠 沢 汗 太 郎 , 吉 井 宏 , 堀 之 内 宏 久 , 力 Ⅲ 係 一 ' 良 , 池  1 二 敬 ' ,
須 心 政 彦
( ラ ウ ン ド テ ー ブ ル デ ィ ス カ ヅ シ " ン ) 人 腸 穿 孑 げ 刎 に 対 す る 術 式 の 検 討
第 4 6 回 日 本 臨 床 外 科 学 会 , 東 京 , 畔 採 喝 9 年 Ⅱ 打 1 6 - 1 8 Π
吉 井 宏 , 1 」 」 木 修 二 , 茂 木 正 寿 , 篠 沢 洋 太 郎 , 堀 之 内 宏 久 , 岩 井 敦 志 , 川 Ⅲ 奏 一 良 ,
須 藤 政 彦 , 折 井 正 博
腹 部 血 管 損 傷 ・ 、 ト 大 静 脈 損 偽 を ' ・ ト 心 に























Aikawa N,1Shibild K, shinozawa Y, Yamamoto s, Abe o
Multゆle m'gan failuTe in b磁'ned patients : its incidence and etio]ogy




















Ando N, shinozawa Y, Abe o
Necessity of postoperative artificial respiration in esophageal S山'gery













大 森 泰 , 安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 小 沢 壮 治 , 加 1 瀬 建 一 ・ , 藤 田 ' 也 , 中 島 顕 一 ' 郎 ,
阿 部 令 彦
食 道 癌 に 対 す る 術 前 温 熱 療 法 単 独 施 行 の 効 果
第 2 4 1 田 「 1 本 癖 治 療 学 会 , 松 江 市 , 昭 和 田 年 1 0 j 」 フ - 9 日
大 森 泰 , 安 藤 1 陽 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 池 端 幸 彦 , 小 沢 壮 治 , 加 瀬 建 一 ' , 藤 田 直 也 ,
中 島 顕 ・ 一 郎 , 阿 部 令 彦
再 建 臓 器 別 食 道 癌 袮 并 妾 患 者 の 栄 養 学 丁 杓 検 討 ・ ・ 胃 管 再 建 V S . 糸 剖 揚 阿 建
第 3 9 回 Π 本 胸 部 外 科 学 会 , 東 京 , 昭 和 6 1 4 下 ・ 1 0 j ] 1 5 - 1 7 U
壺 内 泰 二 郎 , 相 川 直 樹 , 山 田 好 則 , 馬 場 秀 文 , 篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 久 保 敦
司 , 中 卜 ν 川 代 子 , 西 口 都 , 阿 部 令 彦
エ ン ド ト キ シ ン シ ョ ッ ク 時 の 名 臓 器 へ の 多 核 内 血 球 の 集 粘 に 関 す る 研 究
第 1 4 回 日 本 救 急 氏 学 会 , 横 浜 , 昭 利 6 1 年 H " 2 6 - 2 8 H
山 本 裕 , 相 川 心 樹 , 安 藤 暢 敏 , 篠 沢 汗 太 郎 , 杉 岡 篤 , 阿 部 令 彦
外 傷 後 の 線 溶 系 の 変 動 と 再 出 血 の 危 険 性
第 1 4 回 日 本 救 急 医 学 会 , 横 浜 , 昭 和 6 1 イ F 1 1 月 2 6 - 2 8 Π
安 喋 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 小 沢 壮 治 , 大 森 泰 , 加 瀬 建 ' , 中 島 顕 ・ 一 郎 , 藤 Ⅷ 直 也 ,
阿 部 令 彦
( 映 ) 胸 部 食 道 癌 に 対 す る 両 似 1 修 貝 部 上 縦 隔 り ン パ 節 馴 " 1 i 術
第 8 7 1 可 H 本 外 科 学 会 , 東 京 , 昭 和 6 2 年 4  ガ  1  - 3  Π
小 沢 壮 治 , 上 田 政 和 , 安 腔 1 陽 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 加 諫 貞 經 ・ , 大 森 泰 , 際 田 直 也 ,
, ・ 1 ・ リ 島 顕 ・ 郎 , 消 水 信 i 島 , 阿 部 令 彦
食 道 癌 扇 平 上 皮 掘 に お け る 上 皮 増 殖 1 村 子 レ セ プ タ ー 異 常 発 現 の 機 序 と そ の 意 義
第 8 7 1 日 I H ン ド 外 科 学 会 , 束 京 , Ⅲ 秤 Π 6 2 年 4  j 1 1  - 3 日
加 噂 貞 建 一 , 安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 小 沢 1 卜 冶 , 大 森 泰 , 藤 田 ゛ 也 , 小 島 顕 ' 郎 ,
阿 部 令 彦
食 道 掘 術 後 埀 症 不 整 脈 例 の 検 討
第 8 7 回 日 木 外 科 学 会 , 東 京 , 昭 和 6 2 年 4  ガ  1  - 3  H
若 林 剛 , 上 田 政 利 , 相 川 1 貞 樹 , 安 藤 陽 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 逮 心 昌 火 , 阿 部 令 彦
熱 傷 後 の 心 房 性 N a 利 尿 ぺ プ チ ド の 血 中 動 態 と そ の 生 邸 . 学 的 意 義
第 8 7 匝 1 日 木 夕 仟 斗 学 会 , 東 京 , 昭 和 6 2 年 4  打  1  - 3  Π
壷 内 泰 二 郎 , 山 冊 女 H 判 , 相 川 値 樹 , 馬 」 昜 秀 文 , 篠 沢 洋 太 郎 , 安 際 暢 敏 , 阿 部 令 彦
A R D S の 発 小 機 序 に お け る 多 核 訂 血 球 と 補 体 の 役 割 に 関 す る 実 験 的 検 討
第 8 7 1 川 H 本 夕 仟 斗 学 会 , 東 京 , 昭 千 " 6 2 年 4  打  1  - 3  Π
W a k a b 砥 喰 S h i  G ,  u e d a  M ,  A Ⅱ 仏 W a  N ,  N a r u s e  M .  s h i n o z a w a  Y ,  A b e
A t r i a l  n a t r i 山 ・ e t i c  p o l y p e p t i d e  f 0 1 1 0 w i n g  b u r n  i n j u r y ;  b l o o d  l e v e l  a n d  t h e  p h y s 、
i 0 1 0 g i c a l  r o l e  ] n  t h e  r a t











. Aikawa N, shinozawa Y, wakabayashi G,1Shibiki K, Abe o
Pathophysi010gical basis of early plasma infusion in burns




Ozawa s, Ando N, ueda M, shinozawa Y, shimizu N, Abe o
Two resected cases of rapidly progressed esophageal caTcinomas with EGF
receptor hyperproduction









































安 愁 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤 田 直 也 , ホ 島 顕 ・ 一 郎 , 菊 永 裕 行 , 小 Ⅱ 、 1 恭 正 , 長 島 敦 ,
大 作 昌 義 , 横 田 昌 明 , 阿 部 令 彦
( ワ ー ク シ , ヅ プ ) 胸 部 食 道 癌 に 対 す る 三 領 域 郭 清 の 評 価
第 8 9 回 日 木 外 科 学 会 , 東 京 , 平 成 元 年 3  阿 2 9 - 3 1 日
安 膝 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤 田 直 也 , 巾 島 顕 ・ 一 郎 , 菊 永 裕 行 , 小 山 恭 正 , 長 島 敦 ,
大 作 昌 義 , 横 田 昌 明 , 阿 部 令 彦
( パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ " ン ) 胸 部 下 部 食 道 癌 に 対 す る 切 除 亭 阪 l i 範 閉 の 再 評 価
第 3 4 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 , 久 詔 米 市 , 平 成 元 年 7 月 B  ・ 1 4 U
菊 永 裕 行 , 篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 膝 冊 直 也 , 小 島 顕 ・ 一 郎 , 小 Ⅱ 、 1 恭 正 , 横 田 昌
明 , 人 作 昌 義 , 長 島 敦 , 阿 部 令 彦
食 道 癌 術 後 に お け る 動 脈 血 お よ び 混 介 静 脈 血 寸 ・ . の 多 核 白 血 球 機 能
第 3 4 回 日 木 消 化 器 外 科 学 会 , 久 留 米 市 , 平 成 尤 年 7 月 1 3 ・ 1 4 凡
A n d o  N ,  s h i n o z a w a  Y ,  e t  a l
P o s t o p e r a t i v e  n u t r i t i o n a l s t a t u s  i n  p a t i e n t s  w i t l 〕  e s o p h a g e a l  c a r c i n o m a - s e c o n d
r e p o r t  o f  p t o s p e c t i v e  s t u d i e s  o n  g a s t r i c  t u b e  v s .  C 0 1 0 n  l n t e r p o s l t l o n
T h e  4 t h  w o r l d  c o n g r e s s  o n  l s D E ,  s e p t e m b e r , 1 9 8 9
A i k a w a  N ,  H o r i  s ,  s h i n o z a w a  Y ,  Y a m a w a l d  T ,  T a k a y a m a  H , 1 n o u e  T
H e m o d y n a m i c  e 丘 e c t s  o f  e a r l y  p l a s n l a  a d m i n i s t r a t i o n  i n  e x t e n s i v e  b 山 ' n s
T h e  5 t h  w o r l d  c o n g r e s s  o n  l n t e n s i v e  &  c r i t i c a l  c a r e  M e d i c i n e ,  K y o t o ,  s e p
3 0 , 1 9 8 9
安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 他
シ ン ポ ジ ウ ム 「 有 孕 性 お よ び 遊 航 性 消 化 管 に よ る 食 道 冉 建 法 」
遊 航 空 鵬 移 舶 に よ る 顕 部 食 道 再 建 術
第 5 1 回 日 本 臨 床 外 科 医 学 会 , 大 阪 , 平 成 元 年 H 打  6  - 8 M
藤 Ⅷ 直 也 , 安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 中 島 顕 ・ 一 郎 , 小 山 恭 止 , 菊 永 裕 行 , 横 田 昌
明 , 長 島 敦 , 人 作 昌 義 , 阿 部 令 彦
食 道 癌 術 後 再 建 臓 器 の 運 動 機 能 の 肌 床 的 検 討
第 4 2 回 日 本 胸 部 外 科 学 会 , 大 阪 , 〒 成 元 年 1 0 打 1 6 - 1 8 H
菊 永 裕 行 , 篠 沢 汗 太 郎 , 安 j 掬 暢 敏 , 愁 田 直 也 , 中 島 顕 一 郎 , 小 山 恭 l f , 横 醐 昌
明 , 大 作 昌 裳 , 長 島 敦 , 阿 部 令 彦
食 道 掘 悲 、 お に お け る 動 脈 血 混 合 卸 脈 血 多 核 n 血 球 0 2 ・ 産 牛 能 の 術 後 変 動 と 術
後 低 肺 機 能
第 4 2 回 日 本 Ⅲ 引 祁 外 科 学 会 , 大 阪 , 平 成 尤 年 1 0 j 1 1 6 - 1 8 Π
菊 永 裕 行 , 篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 新 見 正 則 , 北 川 雄 光 , 森 俊 雄 , 相 川 直 樹 ,
阿 部 令 彦
多 核 白 血 球 機 能 の 二 面 忰 と 臓 器 降 害


































Ki]くUnaga H, shinozawa Y, et al
Postoperative hypoxia and polymorphonudear neutrophil superoxlde produc・
tion 且丘er esopl〕agedomy
The 6th congress of the Japanese section of dle lnta'national sodety for



















安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 愛 甲 聡 , 北 川 雄 光 , 森 俊 雄 , 阿 部 令 彦
シ ソ ポ ジ ウ ム 「 局 齢 者 の 下 咽 頭 , 食 道 の 生 理 と 病 態 』 高 断 老 の 胸 部 食 道 癌 と そ
の 治 療
第 4 2 回 日 本 気 管 食 道 科 学 会 , 鹿 児 富 j 市 , 平 成 2 年 1 0 月 1 2 ・ 1 3 H
横 田 昌 明 , 安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤 田 直 也 , 大 作 昌 美 , 長 島 敕 , 愛 甲 聡 , 北
川 雄 光 , 森 俊 雄 , 阿 部 令 彦
食 道 再 建 臓 器 の 屯 気 的 運 動 機 能 1 1 1 節 に 関 す る 基 礎 的 研 究 一 第 2 帳 一
第 4 3 回 U 本 胸 剖 ψ 卜 科 学 会 , 東 京 , 平 成 2 年 1 0 打 1 8 - 2 0 日
菊 永 裕 行 , 篠 沢 洋 太 郎 , 安 藤 暢 敏 , 小 山 恭 正 , 長 島 敦 , 織 田 昌 明 , 大 作 昌 筬 ,
森 俊 雄 , 北 川 雄 光 , 愛 甲 聡 , 阿 部 令 彦
多 核 白 血 球 活 性 酸 業 産 生 能 の 食 道 癌 術 後 低 酸 宗 血 症 へ の 関 ケ '
ー エ ン ド ト キ シ ン 1 制 軍 害 モ デ ル と の 比 較 一
第 4 3 回 Π 本 胸 割 紗 卜 科 学 会 , 東 京 , 平 成 2 年 1 0 月 1 8 - 2 0 Π
菊 永 裕 行 , 篠 沢 洋 太 郎 , 安 際 暢 敏 , 嶺 田 昌 明 , 森 俊 雄 , 相 川 直 樹 , 阿 部 令 彦
E n d o t o x i n 肺 障 害 に お け る 多 核 白 血 球 動 態
第 1 8 回 日 本 救 急 、 医 学 会 , 介 敷 市 , 平 成 2 年 1 1 打  8  - 1 0 H
菅 市 尚 , 松 本 秀 年 , 篠 沢 洋 太 部 , 寺 本 龍 生 ,  m 小 1 場 ・ ' , 阿 部 令 彦
S 状 結 腸 壊 死 を 来 L た S L E の  1 例
第 5 2 回 Π 木 脇 床 外 科 学 会 , 東 京 , 斗 Z 成  2 イ 1 三 H 月 1 5 ・ 1 6 Π
A Ⅱ 袷 W a  N ,  T a k u m a  K , 1 S h i b i k i  K ,  H o r i  s ,  s h i n o z a w a  Y ,  H a c h i y a  s ,  s a t o  M
P r o p h y l a c t i c  e f f e c t s  o f  s y s t e m l c  a n t i b i o t i c s  o n  f U 1 1 - t h i c k n e s s  b u r n  w o u n d
S e p s l s
T h e  5 t h  M a u i  B u r n  c o n f a ' e n c e ,  F e b . 1 8 - 2 2 , 1 9 9 1
T a k u m a  K ,  A i k a w a  N , 1 S h i b i k i  K ,  H o r i  s ,  s h i n o z a w a  Y ,  H a c h i y a  s ,  s a t o  M
P e n e t r a t i o n  o f  s y s t e m i c a 1 1 y  a d m i n i s t Y a t e d  c e p h a l o s p o r i n s  i n t o  b u r n  e s c h a l
T h e  5 t h  M a u i  B u r n  c o n f e r e n c e ,  F e b . 1 8  - 2 2 , 1 9 9 1
大 作 昌 擾 , 上 田 政 和 , 弘 畑 憲 史 , 北 川 雄 光 , 篠 沢 洋 太 郎 , 清 水 信 義 , 安 心 1 陽 敏 ,
阿 部 令 彦
ヌ ー ド マ ウ ス 移 柚 可 E G F  レ セ プ タ ー 過 剰 発 現 ヒ ト 煽 平 _ E 皮 掘 に 対 す る E G F
レ セ プ タ ー を 標 的 と し た  i m m u n o - c h e m o - c o n j u g a t e  の 効 采
第 9 1 1 可 Π 本 外 科 学 会 , 京 都 , 平 成  3 午 4 月 9  - 1 0 日
山 本 裕 , 相 川 直 樹 , 安 際 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 深 見 博 也 , 柚 Ⅷ l f 1 昭 , 阿 部 令 彦
体 腔 内 凝 血 存 在 下 に お け る 再 出 血 の 発 現 機 庁 に 関 す る 研 究
第 9 1 回 U 木 外 科 学 会 , 京 都 , 平 成 3 年 4  村  9  - 1 0 Π
愛 甲 聡 , 篠 沢 洋 太 郎 , 安 π 御 陽 敏 , 大 作 昌 義 , 長 島 敦 , 横 山 昌 明 , 北 川 鮒 光 , 森
俊 雄 , 中 川 基 人 , 佐 藤 道 夫 , 阿 部 令 彦
食 道 癌 術 後 水 分 施 解 質 変 動 と 内 分 泌 動 態














Aikawa N, shinozawa Y, okusawa s, wakabayashi G
(symposi山n) Multゆle m'gan fai1山'e in burns; etio]ogy and management









Nakagawa M, Ando N, shinozawa Y, Aiko s, Kitagawa Y, Mori T, sato M,
Ⅱ祀da Y,1mazu Y, Tamura A, Kitajima M
Cis-diamminedichloroplatinum (CDDP) and 5-Fluor0Ⅲ・aCⅡ(5-FU)加 the
れ'eatment of advanced squamous ceⅡ CaTdnoma of esophagus















Takuma K, Aikawa N, shinozawa Y, Hori s,1Shibiki K, Mtegi M, sasald J,
Hachiya s, sato M
E丘ects of cephalosporins on contaminated lUⅡ一thickness burn wound ; an ex・
Perimenta] study













A i k a w a  N ,  T a k u m a  K ,  s h i n o z a w a  Y ,  H o r i  s ,  s a s a l d  J , 1 S h i b i k i  K ,  H a c h i y a  s ,
S a t o  M
P h a r m a c o k i n e t i c s  o f  n e w  c e p h a l o s p o r i n ,  E I 0 0 7  i n  r a t s  w i t 1 1  f U 1 1 - t h i c k n e s s
b u r n s
T h e  6 t h  l n t e r n a t i o n a l s o d e t y  f o r  B u r n  l n j u r i e s  c o n f e r e n c e - 1 9 9 2 ,  w a i l e a ,  F e b
3 - フ , 1 9 9 2
.
北 川 雄 光 , 安 藤 暢 敏 , 上 田 政 和 , 篠 沢 洋 太 郎 , 愛 甲 聡 , 森 俊 雄 , 中 川 基 人 , 佐
藤 道 夫 广 池 田 佳 史 , 今 津 嘉 宏 , 田 村 明 彦 , 北 島 政 樹
食 道 癌 に お け る 遺 伝 子 異 常 か ら み た 臨 床 腫 癌 学 的 特 性 と そ の 術 前 診 断 へ の 応 用
第 3 9 回 Π 本 消 化 器 外 科 学 会 , 判 1 戸 , 平 成 4 年 ・ 2 月 2 0 ・ 2 1 Π
安 ル 奈 1 陽 敏 , 小 沢 壮 治 , 愛 甲 聡 , 北 川 雄 光 , 森 俊 雄 , 中 川 某 人 , 佐 藤 道 夫 , 池 田
佳 史 , 今 津 嘉 宏 , 田 村 明 彦 , 篠 沢 洋 太 郎 , 北 島 政 樹
胸 部 食 道 焔 乎 術 術 中 偶 発 症 と そ の 対 策
第 1 8 回 H 木 腹 部 救 急 医 学 会 , 松 山 市 , 平 成 4 年 3 打  6  ・  7 Π
愛 甲 聡 , 安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 北 川 鮒 光 , 森 俊 雄 , 佐 藤 道 夫 , 中 川 基 人 , Ⅲ
村 明 彦 , 池 田 佳 史 , 今 津 嘉 宏 , 北 島 政 樹
P A F 受 容 休 括 抗 剤 投 与 に よ る 食 道 冉 建 胃 管 の 組 織 師 客 抑 制 効 果 に 関 す る 基 礎
的 検 討
群 円 2 1 旦 旧 本 外 科 学 会 , 東 京 , 平 成 4 1 r ■ 打 2 5 - 2 7 日
佐 藤 道 夫 , 安 藤 暢 敏 , 篠 沢 洋 太 郎 , 小 沢 壮 治 , 長 島 敦 , 北 川 雄 光 , 愛 甲 聡 , 森
俊 断 , 中 川 基 人 , 北 島 政 樹
培 養 細 胞 を 応 用 し た ハ イ プ リ ヅ ド 型 人 上 食 道 の 基 礎 的 検 討
第 9 2 回 日 木 外 科 学 会 , 東 京 , 平 成 4 年 3  打 2 5 - 2 7 H
吉 井 松 , 奥 沢 星 二 郎 , 北 野 光 秀 , " 井 L 敏 裕 , 長 島 敦 , 中 永 士 師 明 , 小 島 山 光 ,
鈴 木 裳 彦 , 伊 藤 努 , 川 熊 清 継 , 茂 木 正 寿 , 山 木 修 三 , 篠 沢 洋 太 郎 , 樹 川 1 占 樹
( シ ン ポ ジ ウ ム ) 条 削 災 告 時 の 熱 傷 診 療 体 制 の 問 題 点
ー イ ン ド 貨 物 船 火 災 の 熱 傷 患 者 治 療 経 験 を も と に ー ・
第 1 8 回 日 本 熱 傷 学 会 , 箱 根 , 平 成 4 年 5 月 7  ・  8 日
伊 ル 矧 青 治 , 堀 進 悟 , 相 川 直 樹 , 篠 沢 洋 太 郎 , 藤 島 油 太 郎 , ' 宮 田 義 之 , 並 木 淳 ,
太 田 晃 ・ , 田 代 博 一 , 小 泉 淳 , 佐 々 木 淳 一 , 平 田 俊 弥
T Ⅱ t  T a b l e  T e s t  に て  A d a m s - s t o k e S  発 作 を 、 1 1 i 現 し 得 た  V a s o v a g a ]  s y n c o p e  の
・ 一 仞 1
第 3 3 回 日 本 救 急 医 学 会 関 束 地 方 会 , 東 京 , 〒 成 4 年 6 打 2 7 Π
安 藤 暢 敏 , 小 浮 壮 治 , 小 川 基 人 , 佐 藤 道 夫 , 池 Ⅱ 什 上 史 , 今 津 語 宏 , Ⅱ 1 村 明 彦 ,
篠 沢 洋 太 郎 , 上 田 政 和 , 北 島 政 樹
パ ネ ル デ ィ ス カ ヅ シ ョ ン 「 締 小 丁 ・ 術 」 非 開 胸 抜 去 法 に よ る 胸 部 食 道 癌 に 刈 す る
縮 小 乎 術


























































太 田 晃 ' , 宮 田 義 之 , 堀 進 悟 , 篠 υ U 羊 太 郎 , ル 釘 翁 渚 太 郎 , 舳 木 淳 , 小 泉 淳 , 何
偉 傑 , 安 心 院 康 彦 , 今 枝 博 之 , 佐 々 木 淳 一 ・ , 平 田 俊 弥 , 相 川 直 樹
頸 椎 頸 舳 損 傷 ・ び ま ん 十 " 例 損 儁 に よ る n e a r D O A の ・ 一 例
第 7 回 救 命 救 急 氏 . 療 研 究 会 , 東 京 , 平 成 4 年 I U ] 2 8 Π
I k e d a  Y ,  A n d o  N ,  o z a w a  s ,  K i t a g a w a  Y ,  N a k a g a w a  M ,  s a t o  M , 1 m a z u  Y ,
T a m u r a  A ,  s h i n o z a w a  Y ,  u e d a  M ,  K 北 a j i m a
S i g n i f i c a n c e  o f  E r b - B  a n d  i n t - 2 / h s t - 1  0 n c o g e n e  a m p l i f i c a t i o n  o n  c h o i c e  o f
S u r g i c a l t r e a t m e n t s  f o r  s u p e r f i c i a l  e s o p h a g e a l  c a n c e r  p a t i e n t s
T 1 1 e  8 U 〕  c o n g r e s s  o f  t h e  J a p a n e s e  s e c t i o n  o f  t h e  l s D E ,  s e n d a i ,  N O V . 2 8 ,
1 9 9 2
仇 々 木 淳 ・ ー , 篠 沢 洋 太 郎 , 田 熊 消 継 , 堀 進 悟 , 際 島 消 太 郎 , 宮 田 義 之 , 太 田 晃
, 小 泉 淳 , 安 心 心 謝 i 彦 , 今 枝 博 之 , 平 田 俊 弥 , 相 川 池 オ 對
外 国 よ り 搬 入 さ れ た 広 範 囲 熱 傷 , 電 撃 傷 に お け る 治 療 上 の n 打 題 , 点
第  1 1 可 口 木 熱 傷 学 会 関 東 地 力 会 , 東 京 , 平 成 5 年 1 珂 1 6 日
, ・ レ 川 基 人 , 篠 沢 洋 人 郎 , 安 藤 暢 敏 , 小 澤 壮 治 , 佐 藤 道 夫 , 池 田 佳 史 , 今 津 嘉 宏 ,
田 村 明 彦 , 北 島 政 樹
食 道 抑 洲 噺 妾 半 球 数 の 変 動 と 肺 機 能 ・ 血 中 サ イ ト カ イ ン 濃 度 と の 関 連 一
第 4 H 旦 1 日 木 消 化 器 外 科 , 御 i i , 平 成  5  介 ・ 2 j ] 1 8  ・ 1 9 日
池 田 佳 史 , 安 藤 暢 敏 , 小 浮 壮 治 , 佐 藤 道 夫 , 中 川 基 人 , 今 津 嘉 宏 , 田 村 明 彦 ,
篠 崎 浩 治 , 辻 塚 ・ 一 幸 , 上 田 政 和 , 篠 沢 洋 太 郎 , 北 島 政 樹
食 道 表 剤 癌 に お け る 掘 遺 伝 子 C - e r b B , i n t - 2 / h s t - 1 の 晦 床 的 愆 義
第 4 1 1 川 Π 本 消 化 器 外 科 , 神 戸 , 平 成  5 年 2 j 1 1 8 ・ 1 9 日
A i k a w a  N ,  s h i n o z a w a  Y
A u t o d e s t r u c t i v e  r e s p o n s e s  c a u s i n g  p o s t b u r n  o l g a n  f a i l u r e ;  m e c h a n i s m s  a n d
m a n a g e m e n t
P a n  p a c i f i c  R e g i o n a l  M e e t i n g  o f  t h e  l s B I ,  F e b . 2 2  2 6 , 1 9 船
T a k u m a  K ,  A i k a w a  N ,  s h i n 叱 a w a  Y ,  H o r i  s ,  s a s a k i J , 1 S h i b Ⅱ d  K ,  H a c h i y a  s ,
S a t o  M
M e c h a n i s m  o f  t h e  p e n e t r a t i o n  o f  i n t r a v e n o u s l y  a d n l i n i s t e r e d  a n t i b i o t i c s  i n t o
t h e  b u r n e d  t i s s u e
P a n  p a c i f i c  R e g i o n a l  M e e t i n g  o f  t h e  l s B I ,  F e l 〕 . 2 2  - 2 6 , 1 9 暢
佐 々 木 淳 一 , 篠 沢 汗 人 郎 , 堀 進 恬 , 心 島 沽 太 郎 , 五 1 棲 一 ・ 屶 , 小 泉 淳 , 安 心 院
康 彦 , 今 枝 博 之 , 関 敦 仁 , 平 田 俊 弥 , 鈴 木 昌 , 相 川 直 樹
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飼 勲 , 福 島 秀 起 , 茂 木 正 寿 , 山 本 修 三 , 篠 群 井 羊 太 郎 , 相 川 辿 樹
鈍 的 外 力 に よ る 上 腸 刷 映 損 傷 の 検 討
芽 党 5 師 1 Π 本 救 急 医 学 会 , 東 京 , 平 成 9 年 ・ 1 1 " 2 6 - 2 8 日
佐 々 木 淳 一 、 , 篠 沢 洋 太 郎 , 1 _ 映 斯 l i 継 , 木 村 裕 之 , 山 崎 元 靖 , 相 川 直 樹
熱 傷 創 構 築 保 持 に 対 す る ア ル ギ ニ ン ( A 熔 ) の 効 采
第 2 7 回 創 儁 治 癒 研 究 会 , 東 京 , 平 成 9 年 1 2 門  6 日
佐 々 木 淳 一 ・ , 篠 澤 洋 太 郎 , 堀 逝 恬 J 捺 島 消 太 郎 , 1 U 崎 元 姑 , 小 林 芳 夫 , 相 川 碓 井 肘
狛 、 1 . 治 療 を 喪 す る 患 者 に お け る 敗 血 症 起 炎 菌 と 死 亡 率 の 検 剖
第 1 0 回 日 人 外 科 感 染 症 研 究 会 , 東 京 , 平 成 9 午 1 2 上 Π 2 Π
中 村 榮 ・ , 安 藤 暢 敏 , 小 浮 壮 治 , 北 川 雄 光 , 小 初 坏 打 夫 , 竹 内 裕 也 , 林 浩 二 , 篠
沢 洋 太 鄭 , 上 田 政 和 , 北 島 政 樹
開 胸 開 艘 ラ ッ ト モ デ ル に お け る 丘 一 8  ( C I N C ) と 好 小 球 動 態 に 対 す る ス テ ロ イ
ド 投 ケ の 効 果
第 5 1 1 旦 1 日 本 消 化 排 外 科 学 会 , 東 京 , 平 成 1 0 年 2 J 、 1 1 9 ・ 2 0 H
堀 口 崇 , 堀 進 悟 , 篠 洋 洋 太 郎 , 心 島 清 太 鄭 , 木 村 裕 之 , 佐 々 木 淳 一 , 幟 山 雅 子 ,
高 月 披 司 , 鈴 木 昌 , 山 崎 元 靖 , 上 田 敏 彦 , 相 川 頂 樹
特 熨 な 血 行 動 態 と ブ シ ド ー シ ス を 呈 し た 外 傷 性 シ ョ ヅ ク の 1 例
第 1 3 1 回 U 本  S h o c k 学 会 , 旭 川 市 , 平 成 1 0 年
藤 島 砧 太 郎 , 巾 村 守 男 , 佐 々 木 淳 一 、 , 篠 沢 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , 相 川 心 樹
( シ ソ ポ ジ ウ ム )  A R D S  と  M O D S  に お け る ケ モ カ イ ン の 役 割
第 2 5 回 Π 木 集 小 治 療 医 . 学 会 , 東 京 , ' F 成 1 0 年 3  打  5  - 7 日
S a s a ] d  J ,  s h i n o z a w a  Y ,  F u j i s l 〕 i m a  s ,  T a k u m a  K ,  Y a m a z a k i M ,  H o r i s ,  A i k a w a  N
C h e n 〕 o k i n e s  a n d  l n t e r ] e u I く i n  l o  l e v e l s  i n  p a t i e n t s  w i t h  i n l ] a l a t i o n  l n j u r y
3 0 t h  A n n u a l  M e e t i n g  o f  A n 〕 e r i c a n  B u r n  A s s o c i a t i o n ,  M a r c h  1 8 - 2 1 , 1 9 9 8
H o r i  s ,  s h i n o z a w a  Y ,  F u j i s h i m a  s ,  K i m u r a  H ,  H o r i g u c h i  T ,  s a s a l く i  J .  s u z u l d
M ,  Y a m a z a k i  M ,  H a m a o k i  M ,  K a t o  H ,  N a g a i  R ,  A i k a w a  N
V a l u e  o f i m m u n o a s s a y  o f s m o o t h - m u s d e  m y o s i n  h e a v y  c h a i n  i n  t h e  d i a g n o s i s
O f  a c u t e  a o r t i c  e m e r g e n c y


























Hori s, suzuki M, Takatsuki s, Horiguchi T, Yokoyama M, Kimira H,
Fujishima s, shinozawa Y, Aikawa N
Sudden death during bathing in Japan
Ist Asian confa、ence on Emergency Medidne, Mandarin singapore, october
22 25,1998
Takuma K, Aikawa N, shinozawa Y, Horis, Fujishima s, sasald J, MotegiM,
Hachiya s, satoh M
Mechanism of C誠heter re]ated sepsis (CRS) in bun〕S:Re]ation of bacterial
Counts in wounds and preventive e丘ects of systemic antibiotics
The loth congress of u〕e lnten〕ational society for Burn lnjuries, Jerusa】em,
Novemba'15, 1998
SasakiJ, Fujisl〕ima s, shinozawa Y, Takuma K, Yamazald M, Horis, Aikawa N
Cytoldne levels in patients wit]1 inhalalion injury





















藤 島 清 太 郎 , 中 村 守 男 , 堀 進 悟 , 篠 沢 洋 太 郎 , 相 川 直 樹
家 兎 急 性 1 姉 損 傷 モ デ ル に お け る 抗 l n t e r l e u k i n - 8 抗 体 の 治 療 効 果
第 2 6 回 日 木 救 急 医 学 会 , 高 松 , 平 成 1 0 年 Ⅱ 月 1 2 - 1 4 日
桜 i l _ " 雅 子 , 波 避 茂 , 篠 澤 洋 太 郎 , 堀 進 悟 , 峠 島 清 太 郎 , 木 村 裕 之 , 堀 口 崇 , 1 切
月 誠 司 , 鈴 木 昌 , 山 崎 元 靖 , 相 川 直 樹
救 急 外 来 に お け る 局 血 圧 性 脳 出 血 ( 被 殻 出 血 ・ 視 球 ) の 鼓 膜 温
第 2 6 回 乳 本 救 急 、 医 学 会 , 高 松 , 平 成 1 0 年 Ⅱ ナ 」 ] 2 - 1 4 日
佐 藤 悟 郎 , 木 村 裕 之 , 横 山 町 仁 f , 篠 沢 汗 太 郎 , 堀 進 慨 , 際 島 清 太 郎 , 堀 口 崇 ,
高 月 誠 司 , 鈴 木 昌 , 山 崎 尤 姑 , 相 川 値 樹
ア ル コ ー ル 性 て ん か ん に 対 す る 診 断 ス コ ブ の 捉 案
第 2 6 回 臼 人 救 急 医 学 会 , 高 松 , 平 成 1 0 年 1 1 打 1 2 - 1 4 Π
高 打 誠 司 , 堀 進 悟 , 宮 武 諭 , Ξ _ 三 村 琢 也 , 鈴 木 昌 , 堀 1 - 1 崇 , 横 1 1 1 雅 子 , 木 村 裕 之 ,
藤 島 油 太 郎 , 篠 洋 洋 太 郎 , 相 川 値 樹
突 然 死 と  Q T  d i s p e r s i o n
第 2 6 阿 Π 本 救 急 氏 学 会 , 局 松 , 平 成 1 0 件 1 1 打  1 2 - 1 4 日
堀 口 崇 , 小 林 正 人 , 堀 進 悟 , 篠 澤 洋 太 郎 , 藤 島 清 太 郎 , 木 村 裕 之 , 横 山 乳 子 ,
商 刀 誠 司 , 鈴 木 昌 , 山 崎 元 姑 , 相 川 直 樹
救 急 外 来 搬 入 直 後 の 屯 症 ク モ 膜 下 出 血 の 病 態 に 関 す る 検 討
第 2 樹 旦 1 Π 本 救 急 医 学 会 ,  1 高 松 , 平 成 1 0 年 Ⅱ 刀  1 2 - 1 4 Π
佐 々 木 淳 一 ・ ・ , 藤 島 清 太 郎 , 篠 沢 洋 太 郎 , 山 崎 元 姑 , 鈴 木 昌 , 関 根 和 彦 , 三 村 豚
也 , 宮 武 , 堀 進 悟 , 相 川 1 直 樹
気 道 熱 偽 受 傷 後 早 期 に お け る 名 種 ケ モ カ イ ン の 検 剥
第 2 6 回 日 本 救 急 医 学 会 , 商 松 , 乎 成 1 0 年 Ⅱ 打 1 2 - 1 4 日
T a k u m a  K ,  A i ] く a w a  N ,  Y o s h i i H ,  D o i M ,  N a g a s h i m a A ,  K i t a n o  M ,  o k u s a w a  s ,
M o t e 即  M ,  Y a m a m o t o  s ,  s h i n o z a w a  Y ,  Y u k i o k a  T
B a c t e r i 0 1 0 g i c a l  s t u d i e s  o n  m i c r o o r g a n i s m s  i s o l a t e d  h 、 o m  b u r n e d  p a t i e n t s
T h e  s e c o n d  s i n o - J a p a 1 祀 S e  l n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n  s u r g i c a 1 1 n f e c t i o n ,







經 一 2 ) - b ) 口 頭 発 表 ( 共 同 演 者 ) シ ン ポ . パ ネ ル ・ 一 般 演 題 . 示 説 ( 平 成 1 0 年 9 月 ~ )
1 . 太 田 良 雄 , 佐 ル 村 政 光 , 篠 洋 汗 太 郎 , 清 フ K 減 一 '
H y p a Ⅱ P i d e m i a  を 伴 っ た 急 十 ■ 榎 症 の  3  例
群 犯 2 回 日 木 腰 部 救 急 医 学 会 , 横 浜 , 平 成 Ⅱ 年 3 月 1 8 . 1 9 Π
2 .  s a s a k i J ,  F u j i s h i m a  s ,  s h i n o z a w a  Y ,  H o r i s ,  T a k u m a  K , 1 W a m 山 ' a  H , 1 n u s h i m a
K ,  A i k a w a  N
T h e  e 丘 e d  o f  c y t o ] d n e  m o d u l a t i o n  o n  s u r v i v a l i n  a  m u r i n e  m o d e l  o f  e n d o t o x e 、
m i a  a f t e r  b u r n  i n j u r y
3 1 S t  A n n u a l  M e e t i n g  o f  A m e n c a n  B u r n  A s s o d a t i o n ,  F l o r i d a ,  M a t c h  2 4  2 7 ,

























Sasaki J, Fujishin〕a s, AO]d K, Hori s, shinozawa Y, Aikawa N
The cytokine modulation witl〕 sta'oids in a murine model ot sepsis a丘er bum
mJury




















小 池 燕 , 東 和 明 , 篠 澤 洋 太 郎 , 益 子 邦 洋 , 山 本 保 博
染 中 治 療 患 、 者 に お け る 血 県 ス ー パ ー 抗 原 の 検 出
第 4  回 宮 城 I C U 研 究 会 , 仙 台 , 平 成 1 3 年 7  打 2 1 日
山 崎 元 靖 , 淵 田 真 一 , 佐 藤 敏 光 , 奥 1 1 1 隆 平 、 , 斎 藤 明 子 , 高 橋 和 宏 , 小 池 越 , 篠
澤 洋 太 郎
重 症 熱 傷 管 理 中 に 起 き た 低 N a 血 症 例 に 対 す る ー ' ぢ 察
第 2 2 回 日 木 炎 症 ・ 再 生 医 学 会 , 平 成 1 3 年 7 月 2  Π
K o i k e  K ,  A i b o s h i  J ,  K u s h i m o t o  s ,  K o i d o  Y ,  K a w a i  M ,  s h i n o z a w a  Y ,
Y a m a m o t o  Y
M i c r o a l b u m i n u r i a  c o r N l a t e s  w i t h  e n d o t h e l i a l i n ] u r y  a n d  m U 1 1 ゆ l e  o t g a n  d y s ・
f u n c t i o n  i n  s u r g i c a l  p a t i e n t s
I n t e r n a t i o n a l  s u r g i c a l  w e e l く  1 S W 2 0 0 1 ,  A u g u s t  2 8 , 2 0 田
吉 尾 恵 子 , 菊 池 さ お り , 野 地 真 奈 美 , 長 谷 川 正 志 , 山 崎 元 姑 , 小 池 燕 , 篠 澤 洋
太 郎
東 北 大 学 医 学 部 剛 属 柄 院 に お け る 救 急 部 床 開 設 の 効 果
宮 城 県 救 急 医 ' 療 研 究 会 第 3  回 学 術 集 会 , 仙 台 , 十 成 1 3 年 9 打 2 9 日
渋 谷 和 彦 , 浦 英 樹 , 篠 洋 洋 太 郎 , 伊 愁 泰 籬 , 平 田 公
シ ン ポ ジ ウ ム 「 市 症 急 、 性 胖 炎 の 重 症 度 判 定 と 治 療 力 針 一 治 療 一 」
E B M に 基 づ く 急 性 胖 炎 の 外 科 治 療 お よ び 特 殊 治 療
第 3 7 1 川 日 本 腹 部 救 急 医 学 会 , 札 幌 , 平 成 1 3 年 9 月 1 3 , 1 4 日
木 村 裕 と , 関 桜 利 彦 , 船 曳 知 弘 , 葉 季 久 雛 , 青 木 兒 憲 , 相 川 直 樹 , 1 , 1 , 1 崎 兀 靖 ,
篠 沢 洋 太 郎
血 液 透 析 中 の 上 矧 " 削 ヒ 管 出 血 患 者 の 臨 床 像 の 検 討
第 3 7 回 U 本 腹 部 救 急 医 学 会 , 札 幌 , 平 成 1 3 午 9 月 B  ・ 1 4 日
山 崎 元 靖 , 塚 人 茂 樹 , 小 池 薫 , 篠 洋 洋 太 部
黙 Ⅱ 牙 患 、 者 に お け る 尿 中 8 - O H d G 変 動
第 2 9 山 1 Π 本 救 急 医 学 会 総 会 , 東 京 , 平 成 1 3 年 Ⅱ 月 7  - 9 日
小 池 燕 , 村 ・ 1 星 淳 一 , 山 崎 元 姑 , 塚 本 茂 樹 , 篠 洋 洋 太 郎
( ワ ー ク シ ョ ッ プ )  S I R S ・ s e p s i s ・ M O D S  の 実 験 モ デ ル : 過 去 と 未 来
第 2 9 回 日 本 救 急 阪 学 会 総 会 , 東 京 , 平 成 1 3 年 1 1 打  7  - 9 日
山 崎 元 姑 , 小 池 燕 , 江 島 豊 , 長 谷 j 川 難 一 ・ , 星 邦 彦 , 松 川 j " , 篠 澤 洋 太 郎
人 品 : 愉 液 を 余 儀 な く さ れ た 市 症 父 道 熱 傷 の 1 例
第 7  回 日 水 鼎 ゞ 牙 学 会 東 北 地 力 会 , 福 島 , 平 成 1 3 1 下 1 1 打 1 7 Π
小 池 燕 ,  i l f 山 竜 介 , 佐 藤 格 大 , 鈴 ポ 崇 生 , 山 崎 ル 姑 , 篠 澤 洋 太 郎 , 山 本 保 博
ワ ー ク シ ョ ッ プ 「 過 去  1 年 1 剖 に 起 こ っ た Ⅱ Π 列 検 証 」
' 宮 城 県 大 衡 村 の 工 場 爆 発 、 心 般 へ の 対 比 、





































Koike K, Yamaza]d M, shinozawa Y, AiboshiJ
Recombinant human interleukin-1 a]PI〕a increases serum albumin, GC-
g]obulin, and alpha l-antitripsin levels in b磁、ned mice



















五 十 嵐 久 美 , 赤 山 佳 子 , 秋 元 久 恵 , 吉 尾 忠 子 , 長 谷 川 正 志 , 小 池 薫 , 篠 澤 洋 太 郎
薬 物 中 毒 患 者 の 回 復 期 に 肺 塞 栓 症 を 合 併 し た 症 例
宮 城 県 救 急 医 療 側 究 会 第 4 回 学 術 集 会 , 仙 台 , 平 成 1 4 年 9 月 2 8 日
遠 藤 智 之 , 荒 木 隆 夫 , 後 藤 敏 和 , 矢 作 友 保 , 川 島 祐 彦 , 白 壁 呂 当 , 竹 内 雅 治 ,
横 1 1 削 ξ 一 , 山 崎 元 靖 , 小 池 薫 , 篠 澤 洋 太 郎
肺 塞 栓 症 に 脳 ・ 左 腎 ・ 岬 梗 塞 を 合 併 し た 奇 異 性 塞 栓 症 の 一 例
第 3 0 回 日 本 救 急 医 学 会 , 札 幌 , 平 成 N 年 1 0 月 9  一 Ⅱ  H
山 崎 元 靖 , 遠 藤 智 之 , 塚 木 茂 樹 , 小 池 蕉 , 篠 澤 洋 太 郎
大 刑 ス タ ジ ア ム 内 化 学 災 害 に 対 す る 対 応 法
2 0 0 2 F I F A ワ ー ル ド カ ヅ プ サ ッ カ ー 宮 城 開 催 に お け る 危 機 管 理 机 上 田 噛 東 の
経 験 か ら
第 3 0 回 日 木 救 急 氏 学 会 , 札 幌 , 平 成 1 4 年 1 0 月 9  - H n
黄 大 海 , 篠 洋 洋 太 郎 , 小 池 燕 , 山 峪 元 靖 , 遠 緜 智 之 , 野 村 亮 介
E 丘 e c t s  o f  f r e e  r a d i c a l  s c a v e n g e r s  i n  t l ) e  a c u t e  p h a s e  o f  b u r n
第 3 0 回 日 本 救 急 医 学 会 , 札 幌 , 平 成 1 4 年 1 0 月 9  - 1 1 日
述 藤 智 之 , 對 , 村 亮 介 , 関 根 和 彦 , 小 池 燕 , 篠 浮 洋 太 郎
治 療 に 凱 渋 し た 気 道 熱 傷 の ・ ・ ' 例
第 8 回 Π 本 熱 傷 学 会 東 北 地 力 会 , 盛 岡 市 , 平 成 1 4 年 H 打  9 Π
小 池 燕 , 相 星 淳 ・ ・ , 野 卜 打 で 介 , 遠 喋 智 之 , 関 根 和 彦 , 篠 澤 洋 太 郎
重 症 感 染 症 に 対 す る ホ ス フ ォ リ パ ー ゼ A 2 阻 忠 薬 の 臨 床 試 験 の 動 向
鮮 Ⅱ 5 1 旦 1 Π 本 外 科 感 染 症 研 究 会 , 東 京 , 平 成 1 4 午 Ⅱ 月 2 9 Π
野 本 " 毛 介 , 遠 藤 智 之 , 関 根 和 彦 , 小 池 魚 , 篠 洋 洋 太 郎
巾 点 恋 、 者 初 診 時 の 意 識 レ ベ ル 判 定 の 意 義
第 1 7 回 日 木 中 H i 学 会 束 日 木 地 力 会 , 福 島 市 , 平 成 1 5 イ f l j 1 2 5 日
K o i k e  K ,  s h i n o z a w a  Y ,  s e l く i n e  K ,  E n d o  T ,  N o m 山 ' a  R ,  A i b o s h i J ,  Y a m a m o t o Y ,
0 1 く a d a  K ,  K a z u y a m a  Y
A  n ] u l t i p l e x  p o l y m e r a s e  c h a i n  r e a c t i o n  t e c h n i q u e  f o r  t l 〕 e  d e t e C 6 0 n  o f
m i c r o b i a l - s p e c i f i c  D N A  i n  a n  i n t e n s i v e  c a r e  u n i t  p o p u l a t i o n
3 2 n d  c r i t i c a ]  c a r e  c o n 即 ' e s s ,  J a n  2 8 - F e b  2 , 2 0 0 3
小 池 燕 , 岡 田 油 美 , 和 1 1 1 行 ル . , 篠 澤 洋 太 部 , 1 判 根 利 彦 , 遠 藤 智 之 , 野 村 死 介 ,
相 星 i 亨 ・ ・ ・ , 山 本 保 博
シ ン ポ ジ ウ ム 「 感 染 症 の 新 し い 診 断 法 と 汝 療 へ の 応 川 」
集 小 治 療 に お け る 感 染 起 炎 菌 迅 速 診 断 の 試 み
第 3 0 仰 1 日 本 リ ひ ・ 1 ・ ・ 治 療 学 会 , 札 幌 , 平 1 戍 1 5 年 2  j 1  4  - 6 日
遠 愁 智 之 , Ⅱ _ 1 峪 元 姑 , 野 村 亮 介 , 小 池 燕 , 篠 澤 洋 太 郎
肺 塞 栓 症 に 脳 ・ 左 腎 ・ 肝 梗 来 を 合 併 し た 奇 異 性 来 栓 症 の ・ 一 例




























錦'29匪1Π本熱傷学公,大阪,平成15イF 6j・1 5 ・ 6日
小池熱,吉田充罰{,大矢利彦,1_11本保博,篠澤洋太郎,尾崎承・ー
敗血症・多臓器不全患者における血中HMG1値測定の試み





























遠 藤 都 之 , 小 池 蕉 , 関 根 和 彦 , ι [ 島 j 豊 , 篠 澤 洋 太 郎
( ワ ー ク シ " ツ プ ) 院 内 に お け る  T h e  c h a i n  o f  S 磁 ' v i v a 1 構 築 の た め の わ れ わ
れ の 試 み
第 3 1 山 1 Π 本 救 急 張 学 会 , 東 京 , 平 成 1 5 年 1 1 河  1 9 - 2 1 日
劉 ・ 村 亮 介 , 遠 膝 都 之 , 関 根 利 彦 , 小 池 燕 , 篠 澤 汗 太 郎
救 急 領 域 に お け る B I S モ ニ タ リ ン グ
第 3 1 回 Π 本 救 急 上 足 学 会 , 東 京 , 平 成 1 5 年 Ⅱ 月 1 9 - 2 1 凶
小 池 燕 , 吉 細 充 輝 , 大 欠 利 彦 , 山 木 保 博 , 述 藤 智 之 , 田 熊 沽 継 , 篠 洋 汗 太 郎 ,
尾 崎 承
敗 血 禿 一 多 臓 雛 不 全 恕 、 者 に お け る 血 巾 H M G 1 イ 血 削 定 の 試 み
第 1 0 回 外 科 侵 襲 と サ イ ト カ イ ン 研 究 会 , 東 京 , 平 成 1 5 年 1 2 打 2 0 Π
謝 筱 祺 , 遠 心 智 之 , 田 熊 清 継 , 小 池 燕 , 篠 洋 汗 太 郎
脂 肪 況 和 商 カ ロ リ ー 愉 液 を 投 リ L た 低 栄 養 ・ 肺 傷 害 恕 、 者 の 1 例
錦  8  回 C C M  輸 液 ・ 栄 養 研 究 会 , 大 阪 , 平 成 1 6 卸 ・ 2 月 2 8 日
速 藤 智 と ,  H 映 ミ 清 継 , 小 池 燕 , 篠 洋 洋 太 郎
氏 師 は ・ 一 次 救 命 処 羅 が で き る の か ? 一 次 救 命 処 脳 誥 習 会 ア ン ケ ー ト 結 果 よ り
第 7  回 日 本 侍 副 末 救 急 医 学 会 , 織 浜 , 平 成 1 6 年 5 月 1 4 - 1 6 日
田 f 県 清 絲 , 遠 藤 智 之 , 小 池 魚 , 篠 澤 洋 太 郎 , 葉 季 久 鮒 , 佐 々 木 淳 一 , 北 野 光 秀 ,
古 井 宏 , 相 川 而 樹
シ ン ポ ジ ウ ム 「 広 範 囲 熱 傷 第 1 4 病 U ま で の 診 療 」
熟 傷 悲 . 者 か ら の 検 出 菌 に 基 づ く 予 防 的 全 身 抗 菌 薬 投 ケ ・ の 有 効 性
第 3 0 1 回  U 木 熱 住 ジ 1 会 , 東 京 , ・ 平 成 1 6 年 6  打  1 0  ・ 1 1  Π
小 池 薫 , 相 星 浮 一 , 速 藤 智 と , 田 熊 油 継 , 篠 訓 q 羊 太 郎 , 山 本 保 博
熱 儁 患 者 に お け る 尿 小 ブ ル ブ ミ ン ・ ク レ ア チ ニ ン 比 と 多 臓 器 1 璋 害
第 3 0 回 日 木 熱 傷 学 会 , 東 京 , 平 成 1 6 年 6  打 1 0 ・ Π 日
遠 艇 智 之 , 篠 汗 洋 太 郎 , 小 池 燕 , 田 熊 清 継 , 謝 筱 祺
広 範 囲 熱 傷 急 、 竹 1 削 男 占 合 併 症 に お け る エ ラ ス ポ ー ル 有 効 性 機 序 に っ い て の ' 杉 察
第 3 0 回 日 人 熱 傷 学 会 , 東 京 , 平 成 1 6 年 6 月 1 0 ・ 1 1 Π
K o i k e  K ,  T a k u m a  K ,  E n d o  T ,  A i b o s h i J ,  Y a m a m o t o  Y ,  s h i n o z a w a  Y
C o r r e l a t i o n  b e t w e e n  g r o m a ' u l a r  p e n n e a b i l i t y ,  t h e  e x t e n t  o f  b u n ] i n j u r y  a n d  t h e
m a g n i t u d e  o f  m u l t ゆ l e  o r g a n  d y s f u n c t i o n
1 2 t h  c o n 即 ' e s s  o f  l n t e r n a t i o n a l  s o c i e t y  f o r  B u m  l n J u r i e s ,  Y o k o h a n 徐 ,  A u g u s t
2 2 - 2 6 , 2 0 0 4
T a k u m a  K ,  E n d o  T ,  K o i k e  K ,  s h i n o z a w a Y ,  Y o h  K ,  s a s a k i J ,  K 北 a n o  M ,  Y o s h i i
H ,  A i k a w a  N
I n a u e n c e  o f  s y s t e m l c  a n t i b i o t i c s  o n  b a d e r i a l  a o r a  o f  b u r n  p a t i e n t s
1 2 t l 〕  c o n g r e s s  o f  l n t e n 〕 a t i o n a l  s o d e t y  f o r  B I U 、 n  l n j u r i e s ,  Y 0 1 く o h a m a ,  A u g u s t









































第31回日人熱傷学会,織浜,平成17年6 打 2 ・ 3日
山熊清継,途藤智之,半田和義,赤松順寛,小池魚,篠澤洋人郎,相川直樹
4歳96%BSA熱傷救命例に対する抗菌化学療法













小 ル 鳴 " 刈 , 田 熊 清 継 , 大 室 宰 則 , 遠 滕 智 之 , 山 内 聡 , 小 池 燕 , 篠 澤 洋 太 郎
広 範 囲 熱 儒 態 、 者 の M R S A 忰 W o u n d s e p s i S  に 合 併 し た 血 球 貪 食 症 候 群 の 救 命 例
第 1 9 1 回 東 北 救 急 、 医 学 会 , 仙 台 , 乎 成 1 7 午 6 月 2 5 U
小 池 蒸 , Ⅱ " 燕 清 継 , 遠 藤 御 之 , 山 内 聡 , 野 村 亮 介 , 篠 浮 洋 太 郎
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ , ン 「 み ち の く 救 急 の こ れ か ら 」
顧 張 ろ う ! み ち の く 救 急 !
錦 1 9 回 東 北 救 急 、 医 学 会 , 仙 台 , 平 成 1 7 年 6 円 2 5 日
T a k u m a  K ,  E n d o  T ,  K o i k e  K ,  s h i n o z a w a  Y ,  A i k a w a  N
E m p i r i c  t 1 1 a ' a p y  f o r  a  4  y e a Y - o l d - b o y  s u r v i Ⅵ n g  a  9 6 中 O  B S A  b u r n
1 1 t h  E u r o p e a n  B u r n s  A s s o d a t i o n  c o n g r e s s ,  E s t o r i l - p o r t u g a l ,  s e p t e m b e r  2 1
・ 2 4 , 2 0 0 5
高 橋 高 広 , 後 藤 え り 子 , 長 谷 川 正 志 , 野 村 亮 介 , 述 藤 智 之 , 山 内 畷 , 山 熊 清 継 ,
小 池 燕 , 篠 澤 洋 太 郎
8 . 1 6 宮 城 県 沖 地 旋 時 の 仏 " 丙 者 対 応 に つ い て
. " 城 県 救 急 医 療 研 究 会 第 7 回 半 術 集 会 , 仙 台 , 平 成 1 フ ィ N 0 打 ] 日
速 藤 符 と , 篠 澤 洋 太 郎 , 小 池 燕
フ ル キ ャ ス ト ス タ ジ ア ム 宮 城 に お け る P A D プ ロ グ ラ ム の 試 み
封 犯  3  戸 1 Π 人 救 急 氏 学 会 , 人 宮 , 平 成 1 7 年 】 0 月 2 6 - 2 8 H
山 内 聡 , 野 村 亮 介 , 遠 藤 智 之 , 田 熊 沽 継 , 小 池 燕 , 篠 澤 洋 太 郎
広 範 囲 熱 傷 同 復 棚 O H  ラ ジ カ ル 障 害 指 標 高 値 の 1 例
鮮 弗 3 1 引 Π 本 救 急 医 学 会 , 人 官 , 平 成 1 7 年 1 0 月 2 6 - 2 8 H
田 熊 清 耕 , 斎 際 徳 郎 , 野 村 亮 介 , 遠 際 智 之 , 1 _ [ 1 内 聡 , 小 池 薫 , 篠 澤 洋 太 郎
熱 偽 初 川 票 会 1 寮 の 標 準 化 一 米 岡 A B L S  ( a d v a n c e d  b u m  l i f e s u p p o r D  コ ー ス 導
入 に 向 け て
第 Ⅱ 回 日 人 熱 傷 学 会 東 北 地 力 会 , 山 形 , 平 成 1 7 年 Ⅱ 打  5 日
山 内 1 隠 , 小 池 茂 , 野 村 亮 介 , 速 際 智 之 , Ⅱ 地 巳 清 継 , 打 籍 畢 洋 太 鄭
8 . W 宮 城 地 震 プ ー ル 天 井 崩 落 現 場 に お け る ト リ ブ ー ジ
第 Ⅱ 回 U 木 集 団 災 筈 医 学 会 , 仙 台 , 〒 成 1 8 年 2 珂 1 0 Π
謝 筱 祺 , 對 , 村 亮 介 , 遠 朏 智 之 , 山 内 聡 , 田 熊 清 継 , 小 池 燕 , 篠 澤 洋 太 郎
小 児 広 範 閉 熱 偽 恕 、 者 の 代 謝 動 態 と 栄 ゛ V 旨 理 に つ い て の ぢ 察
第 1 0 回  C C M  愉 液 ・ 栄 養 研 究 会 , 束 京 , 平 成 1 8 年 2 j j 1 8 日
野 村 亮 介 , 松 橋 俊 夫 , 山 内 聡 , 遠 喋 智 之 , 冊 熊 清 継 , 小 池 董 , 篠 洋 洋 太 郎
胖 損 傷 に よ る 遅 発 性 仮 性 動 脈 痢 の 十 二 指 腸 内 穿 破 に 対 し , 1 V R に よ り 救 命 し
え た ・ 一 例













熱偽初期診療の枳抑.化一米氏IABLS (advanced bum life support)コースの
日本導入に向けてー
第32回日本熱傷学会,仙台,平成18年6 打 8 ・ 9 H
遠藤智之,田熊W蔀毬,佐々人淳・・・,山内聡,野村亮介,篠澤洋太郎
竺'幻也域重症熱傷患者における病病速挑
第32回日本熱仏y学会,仙台,平成18年6 打 8 ・ 9日
山内聡,謝筱瑛,對・村亮介,遠藤智之,田熊沽継,小池燕,篠澤洋太郎
代謝動態を参ぢに栄養管理した小光広範囲熱傷患、者の1例




































佐 心 和 博 , 長 谷 川 止 志 , 後 藤 え り 子 , 篠 洋 洋 太 郎
広 範 囲 熱 傷 受 傷 名 の 救 急 外 来 に お け る 所 護
第 1 2 回 臼 ポ 熱 傷 学 会 東 北 地 ノ j 会 , 仙 台 , 平 成 1 8 イ f H 月 3  1 _ 1
田 熊 清 継 , 佐 々 木 淳 一 , 赤 石 敏 , 黒 田 宙 , 山 内 聡 , 杉 村 宏 ・ 郎 , 遠 心 制 ' 之 , 小
川 敦 寛 , 劉 ・ 村 亮 介 , 小 林 道 生 , 工 獣 大 介 , 北 條 伸 了 , 安 藤 亮 , 赤 松 順 寛 , 関 桜
料 井 針 , 篠 澤 洋 太 郎
熱 傷 初 期 診 療 の 標 準 化 一 A B L S  ( a d v a n c e d  b u m  l i f e s u p p o r 0  コ ー ス の 日 本
導 入 に 向 け て
第 1 2 1 田 Π オ ゞ 熱 傷 学 会 東 北 」 也 力 会 , 仙 台 , 平 成 1 8 年 1 リ 1 3  H
山 内 聡 , 小 林 道 生 , 野 村 亮 介 , 斉 心 真 , 阿 部 嘉 丁 ' , 高 1 而 高 広 , 後 藤 え り 了 , 今
野 嘉 佶 , 森 野 ・ 真 , 佐 々 木 淳 ・ ・ , 田 熊 清 継 , 篠 脊 井 干 太 郎
地 方 都 市 に お け る 航 空 機 * 般 対 策 総 介 訓 練
第 1 2 1 司 訂 人 架 団 災 害 医 ツ , 会 , 名 古 屋 , 平 成 1 9 年 1  打  1 9 Π
S a s a k i  J ,  F u j i s h i m a  s ,  T a l く U m a  K ,  S I 〕 i n o z a w a  Y ,  A i k a w a  N
P I 〕 a Y m a c 0 1 0 g i c a l  n w d u l a t i o n  w i t h  御 ' 0 1 0 n g e d  a d m i n i s t r a t i o n  o f  m o d e r a t e  d o s e s
O f  s t e r o i d  i n  a  m u r i n e  m o d e l  o f  s e p t i c  a c u t e  l u n g  i n j Ⅲ " y  a 丘 e r  b u r n  i n s u l t
2 7 t l 〕  1 n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n  l n t e n s i v e  c a r e  E m e r g e n c y  M e d i c i n e ,  B r u s ・
S e l s ,  M a r c l 〕  2 7 3 0 , 2 0 0 7
1 1 1 内 聡 , 仇 々 木 淳 ・ ー , 北 條 伸 f , 1 [ 際 大 介 , 小 林 道 生 , 野 村 亮 介 , 速 藤 都 之 ,
田 熊 沽 継 , 森 野 ・ ・ 真 , 篠 澤 洋 太 郎
パ ネ ル デ ィ ス カ ヅ シ . ン 「 空 港 災 奔 時 の 緊 急 氏 療 対 応 は 大 丈 夫 か ? 」
航 空 機 水 故 対 策 総 介 訓 練 か ら み た 地 力 空 港 の 救 急 医 療 対 応
第 1 0 回 H 本 胴 尉 末 救 急 巳 ξ 学 会 , 神 戸 , 平 成 1 9 イ r 5  打  1 7 ・ 1 8 臼
休 々 木 淳 一 , 1 " 熊 清 継 , 赤 石 敏 , 山 内 聡 , 遠 藤 智 之 , 町 1 丁 亮 介 , 小 林 道 小 , 下
藤 大 介 , 北 條 伸 ・ f , 篠 洋 汗 太 部
島 度 救 命 救 急 セ ン タ ー に よ る 救 急 、 恕 、 者 受 け 入 れ 適 l f 化 の 試 み
仙 f 卜 市 に お け る ー . 汰 救 急 病 院 当 番 1 1 何 事 業 一
第 1 0 1 回  H 木 1 顎 床 救 急 医 学 会 , 神 戸 , 平 成 1 9 年 5 j J 1 7 ・ 1 8 日
小 林 道 生 , 國 島 広 之 . , 黒 田 宙 , 佐 々 木 淳 一 , 田 熊 淌 継 , 赤 石 敏 , 篠 洋 汗 太 郎
救 命 救 急 セ ン タ ー に お け る 舳 映 炎 菌 セ げ 訓 摸 炎 患 者 に 対 す る 感 染 対 策
第 1 0 回 Π 本 臨 床 救 急 医 学 会 , 料 1 戸 , 平 成 1 9 年 5 月 1 7 ・ 1 8 日
山 内 聡 , 小 林 加 菜 f , 北 條 伸 子 , 工 藤 人 介 , 小 林 通 牛 , 對 ・ 村 亮 介 , 遠 膝 都 之 ,
佐 々 木 淳 一 , 田 熊 清 継 , 篠 洋 洋 太 郎
東 北 大 捕 院 で の へ り ポ ー ト の 運 用 状 況

























































遠 藤 智 之 , 北 條 伸 子 , 安 藤 亮 , 工 藤 大 介 , 小 林 道 生 , 野 村 亮 介 , 1 U 内 聡 , 杉 村
宏 ・ ・ 郎 , 中 川 淳 寛 , 黒 田 宙 , 佐 々 人 淳 ・ , Ⅱ 憤 ヒ 清 耕 , 赤 石 敏 , 篠 澤 洋 太 郎
非 ケ ト ン 性 高 浸 透 圧 判 リ 酬 匪 樫 快 後 に 発 症 し た 重 度 A R D S の ・ 一 例
第 2 2 同 日 本 救 命 医 療 学 会 , 大 阪 , 乎 成 1 9 年 9 月 1 5 U
川 Π 典 彦 , 小 林 道 生 , 」 1 藤 大 介 , 山 内 聡 , 遠 心 智 之 , 北 條 伸 ・ f , 甥 ' 村 元 介 , 小
川 瀞 1 邑 , 菅 井 義 光 , 赤 田 昌 紀 , 忠 田 宙 , 佐 々 木 淳 ' , 田 n 盲 清 継 , 赤 石 敏 , 篠 洋
洋 太 郎
シ ー ト ベ ル ト 外 傷 に よ り 緊 急 f 術 を 施 行 し た 2 症 例
' 宮 城 県 救 急 除 療 研 究 会 第 9  回 学 術 集 会 , イ 1 1 1 台 , 平 成 1 9 午 9  打 2 9 Π
勿 厩 撫 址 広 , 速 ル 泰 智 之 , 北 條 イ ホ 子 , Ⅱ 」 内 聡 ,  T 藤 大 介 , 小 林 道 牛 , 對 ' 村 死 介 , 中
川 淳 寛 , 菅 井 義 光 , 赤 1 _ H 昌 紀 , 黒 剛 市 , 佐 々 木 淳 ・ , Ⅱ ゆ 巳 消 継 , 冰 石 敏 , 篠 洋
洋 太 郎
特 発 " 1 劇 覇 気 睡 の 3 例
宮 城 県 救 急 、 医 療 研 究 会 第 9  回 学 術 集 会 , 仙 台 , 平 成 1 9 年 9 村 2 9 H
中 川 淳 寛 , 述 藤 智 之 , Ⅱ _ 1 内 聡 , 北 條 伸 子 , Π 妖 大 介 , 小 林 道 牛 . , 野 村 亮 介 , 菅
井 義 光 , 黒 田 宙 , 赤 則 昌 紀 , 佐 々 木 淳 一 , 田 熊 清 継 , 赤 石 敏 , 篠 群 蔀 羊 太 郎
院 外 心 Ⅷ 酔 1 止 症 例 に 対 す る 脳 低 温 療 法 の 治 療 成 紙
宮 城 県 救 急 医 療 研 究 会 第 9 1 リ " 断 村 条 会 , 仙 台 , 平 成 1 9 年 9 月 2 9 臼
赤 田 昌 紀 , 北 條 伸 子 , 上 藤 火 介 , 小 林 道 生 , 野 村 亮 介 , 小 川 淳 寛 , 述 藤 智 之 ,
壱 サ や 義 光 , Ⅱ 1 内 聡 , 黒 I H 宙 , 佐 々 木 淳 一 ,  H 険 喩 肖 継 , 冰 石 敏 , 篠 澤 洋 太 郎
仙 台 1 1 j 内 に お け る 救 急 し 1 叫 又 容 1 村 難 例 に つ い て の 検 討
宮 城 県 救 急 医 . 療 研 究 会 第 9 回 ザ 才 村 条 会 , 仙 台 , 平 成 1 9 年 9 打 2 9 H
佐 々 木 淳 一 ' , 赤 石 敏 , 田 熊 清 獣 , 1 1 1 内 聡 , 遠 藤 智 之 , 對 , 村 亮 介 , 小 林 道 生 , [
藤 人 介 , 北 條 伸 子 , 篠 洋 汗 太 郎
( シ リ ー ズ ワ ー ク シ , ツ プ ) 大 学 病 院 1 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー が 情 粗 集 約 を 行 う
二 次 救 急 、 病 院 群 当 番 制 市 業 一 仙 台 市 に お け る 救 急 愚 、 老 受 け 人 れ 遭 正 化 の 武 み
第 3 5 回 Π 木 救 急 医 学 会 , 大 阪 , 平 成 1 9 年 1 0 打 1 6 - 1 8 Π
速 藤 智 之 , 篠 洋 洋 太 郎 ,  H ゆ 新 古 継 , 佐 々 木 淳 一 , 山 内 聡 , 野 村 死 介 , 赤 石 敏 ,
小 林 通 牛 , 工 藤 大 介 , 北 條 御 子
呼 吸 不 全 の P i c c o p l u S 仰 " 折
第 3 5 回 H 木 救 急 、 医 学 会 , 大 阪 , 平 成 1 9 年 1 0 月 1 6 - 1 8 Π
佐 々 木 淳 一 , 「 1 ゆ 罵 油 継 , 上 I U 昌 史 , 武 田 多 ・ , 田 中 秀 治 , η 慧 學 洋 人 郎 , 猪 Π 貞 樹
本 邦 に お け る  A B L S  ( a d v a n c e d b u m  Ⅱ f e s u p p o r t ) コ ー ス 垪 打 崔 の 愆 義
一 熱 傷 初 療 診 療 の 標 准 化 を 目 指 し て ー
第 3 5 山 1 日 木 救 急 医 学 会 , 大 阪 , 平 成 1 9 イ N 0 打  1 6 - 1 8 H
努 1 寸 亮 介 , 篠 澤 洋 太 郎 , 北 條 イ 1 1 1 了 ・ , 上 藤 大 介 , 小 1 木 道 生 , 述 藤 智 之 , 【 、 U 内 聡 ,
赤 1 〒 敏 , 田 熊 清 継 , 佐 々 木 淳 ・
市 度 侵 襲 患 、 者 の 酸 化 ス ト レ ス 度 は 高 い か ?


























































山 内 聡 , 小 林 道 生 , 野 村 亮 介 , 速 藤 智 之 , 篠 澤 洋 太 郎
N T - p r o B N P  は 前 負 荷 の 指 標 に な り う る か
第 3 5 回 日 木 集 中 治 療 医 学 会 , 東 京 , 平 成 2 0 午 2  打 1 4 - 1 6 日
佐 々 木 淳 一 , 北 條 仲 子 , 」 1 藤 大 介 , 小 林 道 生 , 野 ・ 村 亮 介 , 遠 ル 奏 智 之 , ' ・ ト 川 敦 寛 ,
菅 井 義 光 , 山 内 聡 , 赤 田 昌 紀 , 黒 幽 ホ , 1 Ⅲ 損 沽 継 , 赤 石 敏 , 篠 澤 洋 太 郎
フ ォ ー ラ ム 「 P M X - D H P  と  D P C - 3 」  P M X - D H P 療 法 と  D P C  に 基 づ く 診 療
縦 酬 請 求
一 大 学 j 「 引 浣 併 設 型 救 命 救 急 、 セ ン タ ー に お け る 実 態 ・ ・
第 1 2 回 エ ソ ド ト キ シ ソ 血 症 救 命 治 療 研 究 会 , 福 岡 , 平 成 2 0 午 2 月 2 8 - 2 9 日
小 林 道 生 , 北 條 伸 子 , 、 [ 藤 大 介 , 野 村 亮 介 , , 小 川 敦 寛 , 遠 藤 糾 と , 佐 治 畳 成 ,
山 内 聡 , 赤 剛 E ' 紀 , } 県 l a 宙 , 佐 々 木 淳 一 , 田 熊 清 継 , 赤 1 〒 敏 , 篠 浮 洋 太 郎
商 疫 救 命 救 急 セ ン タ ー 入 院 患 者 の 入 院 時 栄 養 詐 価
第 1 2 回  C C M  輪 液 ・ 栄 養 研 究 会 , 福 岡 , 平 成 2 0 年 3 j ・ 1 1 日
工 藤 大 介 , 佐 々 人 泣 ' , 山 内 聡 , 小 林 道 生 , 赤 石 敏 , 赤 田 昌 紀 , 遠 際 智 之 , 野
村 亮 介 , 北 條 仙 子 , 田 熊 沽 継 , 篠 浮 洋 太 郎
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 「 腰 部 救 急 領 域 に お け る チ ー ム 医 療 」
東 北 大 学 病 院 商 度 救 命 救 急 セ ン タ ー で の 腰 部 救 急 、 傷 病 に お け る チ ー ム 氏 療 , 各
科 と の 連 携 ~ 経 動 脈 的 家 栓 術 と 開 腹 に て 救 命 し 九 多 発 外 偶 の 一 例 ~
第 U 回 日 本 腹 部 救 急 医 学 会 , 横 浜 , 乎 成 2 0 年 3  刀  1 4 ・ 1 5 U
小 林 道 生 , 冰 松 順 寛 , 北 條 伸 f , 、 胤 奏 大 介 , 野 村 亮 介 , 遠 際 智 之 , 山 内 聡 , 赤
山 昌 紀 , 佐 々 木 淳 一 , 田 熊 清 継 , 赤 石 敏 , 篠 洋 洋 太 郎
Ⅲ b  習 川 刊 a 傷 に 対 L  D C S  ( d a m a g e  c o n t r o l s u r g e r y ) 十 T A E  後 , 肝 膿 揚 を 合 併
し 肝 功 除 を 施 行 し た H 列
第 4 4 回 日 本 腹 部 救 急 医 学 会 , 横 浜 , 平 成 2 0 年 3  村 1 4 ・ 1 5 Π
佐 々 人 浮 ・ ・ , 下 膝 大 介 , 山 内 聡 , 野 村 亮 介 , 小 林 道 生 , 赤 細 昌 紀 , 中 川 敦 寛 ,
遠 藤 智 之 . , 北 條 伸 子 , 田 熊 浩 雜 , 赤 石 敏 , 篠 澤 汗 太 郎
シ ン ポ ジ ウ ム 「 多 発 外 傷 に お け る チ ー ム 阪 療 の 役 割 」
国 立 大 学 病 院 併 設 刑 の 新 設 1 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー に お け る 多 発 外 傷 態 、 老 に 対 す
る 診 療 休 制
第 2 2 回 日 本 外 偽 学 会 , 刈 晴 扱 , 平 成 2 0 年 5  打 2 9 ・ 3 0 日
丁 藤 大 介 , 佐 々 木 淳 ・ , , 旺 1 熊 沽 継 , 山 内 聡 , 述 際 智 と , 野 村 亮 介 , 小 林 通 生 ,
北 條 仰 子 , 篠 澤 洋 太 郎
凹 院 に お け る 胸 部 人 動 脈 損 偽 症 例 の 検 討 一 ・ 待 機 丁 イ 荊 の 安 令 性
錦 2 2 回 日 本 外 偲 ジ r 会 , 沖 縄 , 平 成 2 0 午 5 月 2 9 ・ 3 0 Π
山 内 聡 , 佐 々 木 淳 一 ・ , 片 倉 哲 也 , 北 條 伸 ・ f , 1 藤 大 介 , 小 林 道 牛 , 野 、 村 元 介 ,
速 藤 智 之 , 剛 熊 油 継 , 篠 浮 洋 太 郎
救 急 救 命 上 の 生 湃 教 育 と し て の ト リ ア ー ジ 劃 情 東





































SasakiJ, Takuma K, oda J, saitoh D, Takeda T, Tanalくa H, Hal'unariN, Hojo
N, Matsumura H, ueyama M, shinozawa Y
Experiences in organizing Adval〕ced Burn Life support provider courses in
Japan















1  1 4
1 4 5
小 原 千 佳 , 池 田 雛 一 郎 , 小 林 正 和 , 宮 川 乃 理 子 , 池 田 次 郎 , 北 條 伸 子 , 田 牧 聡
志 , 工 藤 大 介 , 湯 澤 寛 尚 , 小 林 道 生 , 對 , 村 亮 介 , 山 本 修 三 , 遠 藤 智 之 , 山 内 聡 ,
小 圷 知 明 , 黒 田 宙 , 佐 々 木 淳 一 , 田 熊 清 継 , 赤 石 敏 , 篠 澤 洋 太 郎
A R D S を 呈 し た 脂 肪 塞 栓 症 候 群 の 一 例
第 1 0 回 宮 城 県 救 急 医 療 研 究 会 , 仙 台 , 平 成 2 0 年 9 月 2 7 日
1 4 6
相 浮 公 美 , 阿 部 喜 子 , 斎 藤 真 , 高 橋 冶 Ⅱ ム , 後 藤 え り 子 , 山 内 聡 , 小 林 道 生 , 遠
藤 智 之 ,  1 J 係 大 介 , 野 村 亮 介 , 高 畑 昌 ' 代 , 飯 田 優 太 郎 , 佐 際 大 , 高 橋 秀 知 , 篠
澤 洋 太 郎
当 院 の D M A T H _ 1 動 時 に お け る 院 内 で の 後 力 支 援 活 動
第 1 0 回 ' 宮 城 県 救 急 医 , 療 研 究 会 , 仙 台 , 平 成 2 0 年 9  河 2 7 Π
1 4 7
K u d o  D ,  s a s a R i J ,  H o j o  N ,  s h i n o z a w a  Y
O u r  t r e a t m e n t  s t r a t e g i e s  f o r  b l u n t  t h o r a c i c  a o r t i c  i n j u r i e s  w i t h  s e v e r e  c o n ・
C 0 1 1 1 ] t a n t  l n J u n e s
A m e r i c a n  A s s o c i a t i o n  f o t  t l w  S Ⅲ 、 g a ' y  o f  T r a u m a  6 7 t h  M e e t i n g  a n d  J a p a n e s e
A s s o c i a t i o n  f o r  A c u t e  M e d i c i n e ,  M a u i  H a w a i i ,  s e p t e m b e r  2 4 - 2 7 , 2 0 0 8
1 4 8
佐 々 木 淳 ・ ・ , 矧 熊 清 継 , 小 林 道 中 , 北 條 伸 子 , 、 r 藤 大 介 , 町 十 1 亮 介 , 遠 藤 智 と ,
山 内 聡 , 國 島 広 之 , 平 潟 汗 一 , 篠 澤 洋 太 郎
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ , ン 「 感 染 対 策 」
大 学 病 院 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー に お け る 感 染 対 策 一  I C D の 連 杉 部 こ よ る 救 急 、 診
療 部 門 と 感 染 管 皿 部 門 の コ ラ ポ レ ー シ ョ ン
第 3 6 同 H 木 救 急 医 学 会 , 十 剖 児 , 平 成 2 0 年 1 ω 、 Ⅱ 3 - 1 5 Π
1 4 9
遠 藤 智 之 , 下 藤 大 介 , 小 林 道 生 , 野 村 亮 介 , 山 内 聡 , 赤 田 昌 紀 , 北 條 仙 子 , 佐
々 木 涼 一 , 田 熊 清 継 , 赤 石 敏 , 篠 澤 洋 太 郎
院 外 発 症 難 治 性 心 室 細 動 に 対 す る E C P R
第 3 引 回 Π 本 救 急 医 学 会 , 十 剖 児 , 平 成 2 0 年 1 0 月 1 3 - 1 5 Π
小 林 道 牛 , 佐 々 木 淳 一 , 國 島 広 之 , 平 潟 洋 一 ・ , 田 熊 清 継 , 赤 王 i 敏 , 篠 澤 洋 太 郎
局 度 救 命 救 急 セ ン タ ー 入 院 患 岩 の C I O S 訂 i d i u m  d i 丘 i d l e 関 迎 下 痢 症 ( C D A D )
に 関 す る 臨 床 的 検 討
第 3 6 1 回  H 木 救 急 医 学 会 , 札 1 呪 , 平 成 2 0 年 1 0 1 } 1 3 - 1 5 Π
1 5 0
1 5 1
佐 々 木 淳 一 , 北 條 川 卜 f , 下 藤 大 介 , 小 林 道 牛 , 野 村 亮 介 , 遠 緜 智 之 , 山 内 聡 ,
赤 山 昌 , 紀 , 田 n 巳 清 継 , 赤 石 敏 , 篠 澤 汗 太 郎
政 令 指 定 都 市 に お け る 救 急 搬 送 は 整 備 さ れ て い る か ー ・ 全 国 4 7 都 道 府 岬 絽 0 9 消 防
人 部 に 対 す る ア ン ケ ー ト 調 杏 結 果 よ り
第 3 6 回 日 木 救 急 氏 学 会 , 札 幌 , 平 成 2 0 年 1 0 月 1 3 - 1 5 日
1 5 2
赤 1 旧 昌 紀 , 1 [ 1 内 聡 , 上 藤 大 介 , 佐 力 木 淳 ・ ・ , , 田 熊 沽 継 , 篠 洋 洋 太 郎
当 該 地 域 に お け る 救 急 搬 送 収 容 困 測 叶 列 , 所 謂 た ら い 回 し 町 f イ 列 の 現 状 と 対 策



















































大 庭 正 敏 , 上 原 鳴 夫 , 篠 澤 洋 太 郎
( パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ) 自 衛 隊 と の 災 害 医 療 恊 力 体 制 に 関 わ る 取 り 組 み
第 1 4 回 日 木 集 団 災 害 医 学 会 , 神 戸 , 平 成 2 1 年 2 月 1 2 - 1 4 日
高 畑 昌 代 , 飯 田 優 太 郎 , 小 林 道 生 , 山 内 畷 , 篠 澤 洋 太 郎
硫 化 水 素 , ・ ト 高 マ ニ ュ ブ ル 硴 立 に お け る 薬 邦 狐 而 の 役 割
第 1 4 回 日 本 集 団 災 害 医 学 会 , 神 戸 , 平 成 2 1 年 2 j 1 1 2 - 1 4 日
山 内 聡 , 小 林 道 小 , 遠 藤 智 之 , 鈴 木 美 穂 , 阿 部 喜 子 , 後 膝 え り 子 , 佐 藤 大 , 篠
洋 洋 太 郎
宮 城 岬 § 小 地 震 に 向 け て の S t a g i n g C 雛 e u n i 蔀 側 避 訓 練
第 1 4 1 可 Π 本 集 団 災 害 氏 学 会 , 神 戸 , 平 成 2 1 年 2  刀 1 2 - 1 4 日
上 藤 大 介 , Π _ 1 内 聡 , 遠 藤 智 之 , 池 田 緋 ・ 郎 , 野 村 亮 介 , 小 林 道 生 , 篠 澤 洋 太 郎
当 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー に お け る 抜 管 失 敗 の 危 険 因 子 と 予 後
第 3 6 1 田 Π 本 架 中 治 療 医 学 会 , 大 阪 , 平 成 2 1 年 2  打 2 5 - 2 8 U
池 田 雄 一 郎 , 篠 浮 洋 太 郎 , 山 内 畷 , 山 木 修 _ ' , 遠 藤 智 之 , 野 ・ 村 亮 介 , 小 林 道 生 ,
I j 侠 大 介 , 池 田 次 郎
A i r w a y  p r e s s u r e  r e l e a s e  V 印 t Ⅱ a t i o n  ( A P R V ) が 右 効 で あ っ た  A R D S  の  2  症 例
第 3 6 1 回 日 木 集 中 治 療 医 学 会 , 大 阪 , 平 成 2 1 郁  2 j 1 2 5 - 2 8 日
湯 澤 寛 尚 , 野 村 亮 介 , 1 藤 大 介 , 篠 澤 洋 太 郎
鋭 的 肝 損 傷 後 の A P シ ャ ン ト に 対 し T A E を 施 行 し た 1 症 例
第 妬 回 日 本 腹 部 救 急 医 学 会 , 東 京 , 平 成 2 1 1 r 3  打 1 2 - 1 3 日
小 林 道 牛 , 菱 沼 降 則 , 佐 愁 券 伸 , 村 田 弥 栄 f , 菅 原 克 幸 , _ 上 藤 大 介 , 野 村 死 介 ,
速 藤 智 之 , 山 内 聡 , 黒 田 宙 , 仏 々 木 淳 一 , 田 熊 清 継 , 赤 石 敏 , 篠 澤 汗 太 郎
血 液 斉 1 化 療 法 が 右 効 で あ っ た 急 、 性 メ タ ノ ー ル ヰ ・ , 再 の  1 例
第 2 0 回 ア フ ェ レ ー シ ス 研 究 会 , 仙 台 , 平 成 2 1 年 3  打 2 8 日
野 村 亮 介 , 小 林 」 1 1 和 , 工 波 大 介 , 小 林 道 生 , 池 田 鰯 . 一 郎 , 遠 滕 智 之 , " 、 1 内 聡 ,
篠 洋 洋 太 郎
E C M O  ( E x t r a c o r p o r a l  M e m b r a n e  o x y g e n a t i o n ) を 使 用 し た 成 人 重 症 肺 炎 の
・ 治 療 経 験
第 1 8 山 1 日 本 集 中 治 療 医 学 会 東 北 地 力 会 , 榔 山 , 平 成 2 1 年 4 月 2 5 日
小 林 正 和 , 山 内 聡 , 田 牧 聡 志 , 捗 熟 晋 見 尚 , 佐 々 木 涼 一 , 篠 洋 洋 太 郎
路 面 切 削 機 に よ り 受 傷 L 九 三 肢 切 断 ・ 重 症 骨 雛 朔 放 骨 折 の 一 救 命 例
第 2 3 師 1 Π 本 外 傷 学 会 , 大 阪 , 平 成 2 1 年 5  打 2 8 - 2 9 Π
池 田 雄 一 郎 , 佐 々 木 淳 一 , 篠 澤 洋 太 郎
敗 血 症 初 期 診 療 に お け る 血 管 内 容 呈 の 指 枳 と し て の C V P と G E D Ⅵ の 上 b 1 疫


























































1  1 8
1 別
小 林 正 和 , 池 田 雄 ・ 一 郎 , 篠 澤 洋 太 郎
長 期 集 中 治 療 を 要 し た 感 染 源 不 明 重 症 S e p s i S  の ・ 一 例
第 2 4 回 日 本 救 命 医 療 学 会 , 東 京 , 平 成 2 1 年 9 月 4  - 5 臼
眞 蠣 ・ 唯 , 湯 浮 寛 尚 , 高 梨 央 康 , 小 林 正 和 , 本 間 信 之 , 池 田 次 郎 , 工 膿 大 介 ,
野 村 亮 介 , 池 山 雄 一 郎 , 佐 藤 武 揚 , 斎 藤 敦 志 , 遠 藤 智 之 , 山 内 聡 , 小 圷 知 明 ,
黒 田 宙 , 佐 々 木 淳 一 , 赤 石 敏 , 篠 澤 洋 太 郎
電 雌 傷 C P A 蕪 生 の ・ イ 列
宮 城 県 救 急 、 医 療 研 究 会 第 Ⅱ 回 学 術 集 会 , 仙 台 , 平 成 2 1 年 9 打 2 6 日
山 内 聡 , 1 藤 大 介 , 仇 藤 武 揚 , 篠 澤 洋 太 郎
外 傷 外 科 医 養 成 の た め の ブ タ を 用 い た 外 傷 外 科 ト レ ー ニ ン グ
第  1  回  A c u t e  c a r e  s u r g e r y  研 究 会 , 東 京 , 平 成 2 リ 手 1 0 月 2 3 日
上 藤 大 介 , 小 林 道 生 , 佐 々 木 淳 一 , 山 内 1 稔 , 速 ル 竃 智 之 , 池 田 " t  ' 郎 , 野 村 死 介 ,
潟 澤 寛 尚 , 池 田 次 郎 , 小 林 1 和 , 篠 浮 洋 太 郎
D ダ イ マ ー 価 に よ る 静 脈 血 栓 塞 枠 症 V T E の ス ク リ ー ニ ン グ は 可 能 か ?
第 3 7 回 日 木 救 急 氏 学 会 , 盛 岡 , 平 成 2 1 午 1 0 月 2 9 - 3 1 日
野 村 亮 介 , 池 田 次 郎 ,  L 藤 大 介 , 池 田 雄 ・ ・ ・ 郎 , 遠 藤 智 之 , 【 _ 1 1 内 聡 , 小 林 道 止 ,
山 木 修 三 , 佐 々 人 淳 一 , 本 問 信 之 , 篠 澤 洋 太 郎
リ ネ ゾ リ ド の 副 作 用 と 血 清 酸 化 ス ト レ ス 度
第 3 7 回 日 本 救 急 氏 学 会 , 盛 岡 , 平 成 2 1 ' 下 1 0 円 2 9 - 3 1 日
佐 々 木 淳 一 , 赤 石 敏 , Ⅱ _ 1 内 聡 , 遠 藤 智 之 , 池 田 鄭 ・ 一 郎 , 野 村 亮 介 , 湯 澤 寛 尚 ,
工 藤 大 介 , 池 田 次 郎 , 小 林 正 和 , 篠 澤 洋 太 郎
局 度 救 命 救 急 セ ン タ ー 併 設 の 国 立 大 学 に お け る オ 戸 前 救 急 医 学 教 育
第 3 7 1 引 Π 本 救 急 医 学 会 , 權 岡 , 平 成 2 1 年 1 0 打 2 9 - 3 1 日
山 内 聡 , 下 藤 大 介 , 野 村 亮 介 , 佐 々 人 淳 一 , 赤 石 敏 , 篠 澤 洋 太 郎
高 度 救 命 救 急 、 セ ン タ ー 外 傷 ト レ ー ニ ン グ 「 ブ タ を 用 い た 夕 H 牙 丁 才 赫 県 作 」
第 3 7 回 H 本 救 急 医 学 会 , 礁 岡 , 乎 成 2 1 年 ・ 1 0 打 2 9 - 3 1 日
山 本 修 三 , 小 林 道 生 , 宮 川 乃 理 子 , 小 林 正 和 , 池 田 雄 ・ 一 郎 , 述 藤 智 之 , 山 内 聡 ,
佐 々 木 淳 ・ ・ ・ , 赤 不 i 敏 , 篠 浮 井 羊 太 郎
心 肺 停 止 患 者 救 急 搬 入 時 酸 化 抗 肱 化 動 態 と 予 後
第 3 7 回 H 木 救 急 氏 学 会 , 盛 岡 , 平 成 2 1 午 1 0 月 2 9 - 3 1 日
野 ・ 村 亮 介 , 小 林 正 和 , 本 刷 信 と , τ 峠 大 介 . 湯 澤 寛 尚 , 池 田 雄 ・ 一 郎 , 佐 膝 武 男 ,
斎 藤 敦 志 , 述 献 智 之 , 山 内 聡 , 小 圷 知 明 , 黒 山 宙 , 佐 々 木 淳 一 ' , 赤 石 敏 , 篠 澤
洋 太 郎
高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー 開 設 前 後 の 熱 傷 入 院 患 老 統 計
第 1 5 回 日 本 熱 傷 学 会 束 北 地 方 会 , 弘 前 , 平 成 2 1 年 1 1 打 1 4 日
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190野,村亮介,小林正和,木Ⅲ1偏と,Ξ[農大介,湯澤寛尚,池田雄一郎,佐藤武揚,
斎藤敦志,遠藤智之,山内聡,小圷知明,黒田宙,佐々木淳一,赤石敏,篠洋
洋太郎
心Ⅷ俳幾能停IU1寺冏と搬人時触化抗触化動態
第4 回病院前救急診療研究会,東京,平成21年12ガ 4日
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